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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉの化合物：
【化１】

（式中、
　Ｒ1およびＲ2は各々、水素、シアノ、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキル、Ｃ

2～Ｃ6アルケニルおよびＣ2～Ｃ6アルキニルから独立して選択され、ここで、前記アルキ
ル、シクロアルキル、アルケニルおよびアルキニル基は、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ
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およびＣ1～Ｃ6アルキルチオから独立して選択される１～３個の置換基で置換されていて
もよく；または
　Ｒ1およびＲ2は、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ3～Ｃ10シクロア
ルキル基（ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6アルキルチ
オからなる群から独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよい）を表し
；
　Ｒ3およびＲ4は各々、水素、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ア
ルコキシ、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニルおよびＣ2～Ｃ6アルキニルから
独立して選択され、ここで、前記アルキル、アルコキシ、シクロアルキル、アルケニルお
よびアルキニル基は、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオから独
立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよく；または
　Ｒ3およびＲ4は、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝ＮＯＲ

a、Ｃ＝Ｃ（Ｒb）（Ｒc）もしくはＣ3～Ｃ10シクロアルキル（ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキ
ル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオからなる群から独立して選択される
１～３個の置換基で置換されていてもよい）を表し；または
　Ｒ2およびＲ3は、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ5～Ｃ10シクロア
ルキル（ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオ
からなる群から独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよく、ならびに
、追加的に、環炭素単位は酸素または硫黄原子により置き換えられていてもよい）を表し
；
　各Ｒ5は独立して、ハロゲン、ヒドロキシル、メルカプト、ニトロ、シアノ、ホルミル
、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキ
ル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ3～Ｃ6アルケニルオキシ、Ｃ3～Ｃ6アルキニルオキシ、Ｃ1

～Ｃ6アルキルチオ、－Ｃ（＝ＮＯＲa）Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルキルカルボニル
、アリール、ヘテロアリール、アリールオキシまたはヘテロアリールオキシを表し、ここ
で、前記アルキル、シクロアルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシ、アルケニル
オキシ、アルキニルオキシ、アリールおよびヘテロアリール基は、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6ア
ルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、シアノおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオから独立して選択され
る１～５個の置換基で置換されていてもよく；ｎは、０、１、２、３または４であり；
　Ｒ6は、水素、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキルまたはＣ1～Ｃ6アルコキシであり；
　各Ｒ7は独立して、ヒドロキシル、メルカプト、シアノ、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル
、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアル
ケニル、Ｃ3～Ｃ6ハロアルキニル、Ｃ1～Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、Ｃ

1～Ｃ6ハロアルキルチオ、Ｃ1～Ｃ6アルコキシカルボニル、Ｃ1～Ｃ6アルキルカルボニル
、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ3～Ｃ6アルケニルオキシまたはＣ3

～Ｃ6アルキニルオキシを表し；ｍは、０、１、２、３または４であり；または
　２つの隣接するＲ7置換基は、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ5～Ｃ

7シクロアルキル（ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6ア
ルキルチオからなる群から独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよく
、ならびに、追加的に、環炭素単位は酸素または硫黄原子により置き換えられていてもよ
い）を表し；
　Ｒaは、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ6アルケニルおよ
びＣ3～Ｃ6アルキニルから選択され、ここで、前記アルキル、シクロアルキル、アルケニ
ルおよびアルキニル基は、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオか
ら独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよく；
　ＲbおよびＲcは各々、水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ3～Ｃ7シクロア
ルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6

アルキルチオから独立して選択され、ここで、前記アルキル、シクロアルキル、アルケニ
ルおよびアルキニル基は、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオか
ら独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよい）；または、その塩もし
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くはＮ－オキシド。
【請求項２】
　Ｒ1およびＲ2が各々、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキルおよびＣ3～Ｃ7シクロアルキルから独立
して選択され、ここで、前記アルキルおよびシクロアルキル基は、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6ア
ルコキシおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオから独立して選択される１～３個の置換基で置換さ
れていてもよく；または
　Ｒ1およびＲ2が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ3～Ｃ6シクロアル
キル基（ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオ
からなる群から独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよい）を表し；
または
　Ｒ2およびＲ3が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ5～Ｃ7シクロアル
キル（ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオか
らなる群から独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよく、ならびに、
追加的に、環炭素単位は酸素または硫黄原子により置き換えられていてもよい）を表す、
請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒ3およびＲ4が各々、水素、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ア
ルコキシおよびＣ3～Ｃ7シクロアルキルから独立して選択され、ここで、前記アルキル、
アルコキシおよびシクロアルキル基は、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6ア
ルキルチオから独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよく；または
　Ｒ3およびＲ4が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝ＮＯＲ

a、Ｃ＝Ｃ（Ｒb）（Ｒc）もしくはＣ3～Ｃ6シクロアルキル（ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキ
ル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオからなる群から独立して選択される
１～３個の置換基で置換されていてもよい）を表し；または
　Ｒ2およびＲ3が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ5～Ｃ7シクロアル
キル（ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオか
らなる群から独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよく、ならびに、
追加的に、環炭素単位は酸素または硫黄原子により置き換えられていてもよい）を表す、
請求項１または２に記載の化合物。
【請求項４】
　各Ｒ5が独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～
Ｃ6アルキニル、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ3～Ｃ6アルケニルオ
キシ、Ｃ3～Ｃ6アルキニルオキシ、Ｃ1～Ｃ6アルキルチオ、－Ｃ（＝ＮＯＲa）Ｃ1～Ｃ6

アルキル、フェニル、ヘテロアリール（ここで、ヘテロアリールは、ピリジル、チオフェ
ニル、チアゾリル、イミダゾリルまたはオキサゾリルである）、フェノキシまたはヘテロ
アリールオキシ（ここで、ヘテロアリールは、ピリジル、チオフェニル、チアゾリル、イ
ミダゾリルまたはオキサゾリルである）を表し、ここで、前記アルキル、シクロアルキル
、アルケニル、アルキニル、アルコキシ、アルケニルオキシ、アルキニルオキシ、フェニ
ルおよびヘテロアリール基は、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、シア
ノおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオから独立して選択される１～５個の置換基で置換されてい
てもよく；ｎが、０、１、２、３または４である、
請求項１、２または３のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ6が、水素、ハロゲンまたはＣ1～Ｃ6アルキルである、請求項１、２、３または４の
いずれか一項に記載の化合物。
【請求項６】
　各Ｒ7が独立して、シアノ、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ2

～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ3～Ｃ6ハロアルキ
ニル、Ｃ1～Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルチオ、Ｃ

3～Ｃ7シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ3～Ｃ6アルケニルオキシまたはＣ3～Ｃ6
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アルキニルオキシであり；ｍが、０、１、２、３または４であり；または
　２つの隣接するＲ7置換基が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ5～Ｃ

7シクロアルキル基（ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6

アルキルチオからなる群から独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよ
く、ならびに、追加的に、環炭素単位は酸素または硫黄原子により置き換えられていても
よい）を表す、
請求項１、２、３、４または５のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ1およびＲ2が各々、水素およびＣ1～Ｃ4アルキルから独立して選択され、ここで、前
記アルキル基は、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ3アルコキシおよびＣ1～Ｃ3アルキルチオから独立し
て選択される１～３個の置換基で置換されていてもよく；または
　Ｒ1およびＲ2が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ3～Ｃ6シクロアル
キル基（ハロゲン、Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシおよびＣ1～Ｃ3アルキルチオ
からなる群から独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよい）を表す、
請求項１、２、３、４、５または６のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ3およびＲ4が各々、水素、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4アルキルおよびＣ3～Ｃ4シクロアルキ
ルから独立して選択され、ここで、前記アルキルおよびシクロアルキル基は、ハロゲン、
Ｃ1～Ｃ3アルコキシおよびＣ1～Ｃ3アルキルチオから独立して選択される１～３個の置換
基で置換されていてもよく；または
　Ｒ3およびＲ4が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝ＮＯＲ

aまたはＣ3～Ｃ6シクロアルキル（ハロゲン、Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシお
よびＣ1～Ｃ3アルキルチオからなる群から独立して選択される１～３個の置換基で置換さ
れていてもよい）を表す、請求項１、２、３、４、５、６または７のいずれか一項に記載
の化合物。
【請求項９】
　各Ｒ5が独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ3～Ｃ4シクロアルキル、
Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ3～Ｃ6アルケニルオキシ、Ｃ3～Ｃ6アルキニルオキシ、Ｃ1～Ｃ3

アルキルチオ、－Ｃ（＝ＮＯＲa）Ｃ1～Ｃ6アルキル、フェニル、ヘテロアリール（ここ
で、ヘテロアリールは、ピリジル、チアゾリルまたはオキサゾリルである）を表し、ここ
で、前記アルキル、シクロアルキル、アルコキシ、アルケニルオキシ、アルキニルオキシ
、フェニルおよびヘテロアリール基は、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ3アルキルおよびＣ1～Ｃ3アル
コキシから独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよく；ｎが、０、１
または２である、
請求項１、２、３、４、５、６、７または８のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｒ6が、水素またはＣ1～Ｃ3アルキルである、請求項１、２、３、４、５、６、７、８
または９のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｒ1およびＲ2が各々、水素およびＣ1～Ｃ4アルキルから独立して選択され、ここで、前
記アルキル基は、ハロゲン、メトキシおよびメチルチオから独立して選択される１～３個
の置換基で置換されていてもよく；または
　Ｒ1およびＲ2が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ3～Ｃ4シクロアル
キル基（ハロゲンおよびＣ1～Ｃ3アルキルからなる群から独立して選択される１～３個の
置換基で置換されていてもよい）を表し；
　Ｒ3およびＲ4が各々、水素、ハロゲンおよびＣ1～Ｃ4アルキルから独立して選択され、
ここで、前記アルキル基は、ハロゲン、メトキシおよびメチルチオから独立して選択され
る１～３個の置換基で置換されていてもよく；または
　Ｒ3およびＲ4が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝ＮＯＲ

aまたはＣ3～Ｃ4シクロアルキル（ハロゲンおよびＣ1～Ｃ3アルキルからなる群から独立
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して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよい）を表し；
　各Ｒ5が独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ3～Ｃ4シクロアルキルま
たはフェニルを表し、ここで、前記アルキル、シクロアルキルおよびフェニル基は、ハロ
ゲンまたはＣ1～Ｃ3アルキルから独立して選択される１～３個の置換基で置換されていて
もよく；ｎが０、１または２であり；
　Ｒ6が水素またはメチルであり；
　各Ｒ7が独立して、シアノ、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ2

～Ｃ3アルキニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルチオまたはＣ3～Ｃ4シクロアルキルを表し；ｍが０
、１または２であり；ならびに
　Ｒaが、水素およびＣ1～Ｃ4アルキルから選択され、ここで、前記アルキル基は、１～
３個のハロゲン原子で置換されていてもよい、
請求項１に記載の化合物またはその塩もしくはＮ－オキシド。
【請求項１２】
　Ｒ1およびＲ2が各々、水素およびＣ1～Ｃ3アルキルから独立して選択され；または
　Ｒ1およびＲ2が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ3～Ｃ4シクロアル
キル基を表し；
　Ｒ3およびＲ4が各々、水素、フルオロまたはＣ1～Ｃ3アルキルから独立して選択され；
または
　Ｒ3およびＲ4が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ＝ＯもしくはＣ3

～Ｃ4シクロアルキルを表し；
　各Ｒ5が独立して、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ3アルキルまたはＣ3～Ｃ4シクロアルキルを表し
、ここで前記アルキルおよびシクロアルキル基は、１～３個のフッ素原子で置換されてい
てもよく；ｎが０、１または２であり；
　Ｒ6が水素であり；ならびに
　各Ｒ7が独立して、フルオロ、クロロまたはＣ1～Ｃ3アルキルを表し；ｍが１または２
である、
請求項１に記載の化合物またはその塩もしくはＮ－オキシド。
【請求項１３】
　殺菌的に有効な量の請求項１～１２のいずれかに定義される式（Ｉ）の化合物を含む組
成物。
【請求項１４】
　少なくとも１種の追加の活性成分および／または希釈剤をさらに含む、請求項１３に記
載の組成物。
【請求項１５】
　植物病原性微生物の駆除、予防または防除方法であって、植物病原体、植物病原体の生
息地、または、植物病原体による被害を受けやすい植物、もしくはその繁殖体に、殺菌的
に有効な量の請求項１～１２のいずれかに定義される式（Ｉ）の化合物、または殺菌的に
有効な量の請求項１～１２のいずれかに定義される式（Ｉ）の化合物を含む組成物を適用
することを含む方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、特に殺菌（fungicidal）活性といった殺微生物活性を有する活性成
分としての殺微生物二環式複素環式誘導体に関する。本発明はまた、これらの二環式複素
環式誘導体の調製、これらの二環式複素環式誘導体の調製に有用な中間体、これらの中間
体の調製、少なくとも１種の二環式複素環式誘導体を含む農芸化学組成物、これらの組成
物の調製、および、農業または園芸における、植物、収穫された食品作物、種子または非
生体材料に対する特に菌類（fungi）といった植物病原性微生物による外寄生を防除もし
くは予防するための二環式複素環式誘導体または組成物の使用に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　一定の殺菌性ヘテロ二環式化合物が国際公開第０５０７０９１７号パンフレットに記載
されている。
【０００３】
　意外なことに、一定の新規二環式複素環式誘導体が有利な殺菌特性を有することがここ
に見いだされた。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は従って、式Ｉの化合物
【化１】

（式中、
　Ｒ1およびＲ2は各々、水素、シアノ、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキル、Ｃ

2～Ｃ6アルケニルおよびＣ2～Ｃ6アルキニルから独立して選択され、ここで、アルキル、
シクロアルキル、アルケニルおよびアルキニル基は、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～
Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオから独立して選択される１～３個の置換基で
置換されていてもよく；または
　Ｒ1およびＲ2は、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ3～Ｃ10シクロア
ルキル基（これは、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ
およびＣ1～Ｃ6アルキルチオからなる群から独立して選択される１～３個の置換基で置換
されていてもよい）を表し；
　Ｒ3およびＲ4は各々、水素、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ア
ルコキシ、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニルおよびＣ2～Ｃ6アルキニルから
独立して選択され、ここで、アルキル、アルコキシ、シクロアルキル、アルケニルおよび
アルキニル基は、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6アルキ
ルチオから独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよく；または
　Ｒ3およびＲ4は、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝ＮＯＲ

a、Ｃ＝Ｃ（Ｒb）（Ｒc）もしくはＣ3～Ｃ10シクロアルキル（これは、任意選択により、
ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオからなる
群から独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよい）を表し；または
　Ｒ2およびＲ3は、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ5～Ｃ10シクロア
ルキル（これは、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシお
よびＣ1～Ｃ6アルキルチオからなる群から独立して選択される１～３個の置換基で置換さ
れていてもよく、ならびに、追加的に、環炭素単位は酸素または硫黄原子により置き換え
られていてもよい）を表し；
　各Ｒ5は独立して、ハロゲン、ヒドロキシル、メルカプト、ニトロ、シアノ、ホルミル
、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキ
ル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ3～Ｃ6アルケニルオキシ、Ｃ3～Ｃ6アルキニルオキシ、Ｃ1

～Ｃ6アルキルチオ、－Ｃ（＝ＮＯＲa）Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルキルカルボニル
、アリール、ヘテロアリール、アリールオキシまたはヘテロアリールオキシを表し、ここ
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で、アルキル、シクロアルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシ、アルケニルオキ
シ、アルキニルオキシ、アリールおよびヘテロアリール基は、任意選択により、ハロゲン
、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、シアノおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオから独立
して選択される１～５個の置換基で置換されていてもよく；ｎは、０、１、２、３または
４であり；
　Ｒ6は、水素、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキルまたはＣ1～Ｃ6アルコキシであり；
　各Ｒ7は独立して、ヒドロキシル、メルカプト、シアノ、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル
、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアル
ケニル、Ｃ3～Ｃ6ハロアルキニル、Ｃ1～Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、Ｃ

1～Ｃ6ハロアルキルチオ、Ｃ1～Ｃ6アルコキシカルボニル、Ｃ1～Ｃ6アルキルカルボニル
、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ3～Ｃ6アルケニルオキシもしくはＣ

3～Ｃ6アルキニルオキシを表し；ｍは、０、１、２、３もしくは４であり；または
　２つの隣接するＲ7置換基は、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ5～Ｃ

7シクロアルキル（これは、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ア
ルコキシおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオからなる群から独立して選択される１～３個の置換
基で置換されていてもよく、ならびに、追加的に、環炭素単位は酸素または硫黄原子によ
り置き換えられていてもよい）を表し；
　Ｒaは、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ6アルケニルおよ
びＣ3～Ｃ6アルキニルから選択され、ここで、アルキル、シクロアルキル、アルケニルお
よびアルキニル基は、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6ア
ルキルチオから独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよく；
　ＲbおよびＲcは各々、水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ3～Ｃ7シクロア
ルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6

アルキルチオから独立して選択され、ここで、アルキル、シクロアルキル、アルケニルお
よびアルキニル基は、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6ア
ルキルチオから独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよい）；
または、その塩もしくはＮ－オキシドを提供する。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　第２の態様において、本発明は、式（Ｉ）の化合物を含む農芸化学組成物を提供する。
【０００６】
　式（Ｉ）の化合物は植物病原性微生物の防除に用いられ得る。それ故、植物病原体を防
除するために、本発明に係る式（Ｉ）の化合物または式（Ｉ）の化合物を含む組成物は、
植物病原体に直接、または、植物病原体の生息地（特に植物病原体による被害を受けやす
い植物）に適用され得る。
【０００７】
　それ故、第３の態様において、本発明は、植物病原体を防除するための本明細書に記載
の式（Ｉ）の化合物または式（Ｉ）の化合物を含む組成物の使用を提供する。
【０００８】
　さらなる態様において、本発明は、本明細書に記載の式（Ｉ）の化合物または式（Ｉ）
の化合物を含む組成物を、前記植物病原体、または、前記植物病原体の生息地（特に植物
病原体による被害を受けやすい植物）に適用するステップを含む植物病原体の防除方法を
提供する。
【０００９】
　式（Ｉ）の化合物は、植物病原性菌の防除に特に効果的である。
【００１０】
　それ故、さらなる態様において、本発明は、植物病原性菌を防除するための本明細書に
記載の式（Ｉ）の化合物または式（Ｉ）の化合物を含む組成物の使用を提供する。
【００１１】
　さらなる態様において、本発明は、本明細書に記載の式（Ｉ）の化合物または式（Ｉ）
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の化合物を含む組成物を、前記植物病原性菌、または、前記植物病原性菌の生息地（特に
植物病原性菌による被害を受けやすい植物）に適用するステップを含む植物病原性菌の防
除方法を提供する。
【００１２】
　置換基が任意選択により置換されていると示されている場合、これは、これらの置換基
が、１個以上の同等もしくは異なる置換基、例えば１～３個の置換基を有していてもいな
くてもよいことを意味する。通常、３個以下のこのような任意選択の置換基が同時に存在
する。１個の基が置換されていると示されている場合（例えばアルキル）、これは、他の
基の一部であるこれらの基を含む（例えばアルキルチオ中のアルキル）。
【００１３】
　「ハロゲン」という用語は、フッ素、塩素、臭素またはヨウ素を指し、好ましくはフッ
素、塩素または臭素を指す。
【００１４】
　アルキル置換基は直鎖または分岐であり得る。アルキルは、それ自体、または、他の置
換基の一部として、記載されている炭素原子の数に応じて、例えば、メチル、エチル、ｎ
－プロピル、ｎ－ブチル、ｎ－ペンチル、ｎ－ヘキシルおよびこれらの異性体、例えば、
イソ－プロピル、イソ－ブチル、ｓｅｃ－ブチル、ｔ－ブチルまたはイソ－アミルである
。
【００１５】
　アルケニル置換基は直鎖または分岐鎖の形態であることが可能であり、このアルケニル
部分は、適切な場合、（Ｅ）－または（Ｚ）－立体構成のものであることが可能である。
例はビニルおよびアリルである。アルケニル基は、好ましくはＣ2～Ｃ6、より好ましくは
Ｃ2～Ｃ4、および、最も好ましくはＣ2～Ｃ3アルケニル基である。
【００１６】
　アルキニル置換基は、直鎖または分岐鎖の形態であることが可能である。例はエチニル
およびプロパルギルである。アルキニル基は、好ましくはＣ2～Ｃ6、より好ましくはＣ2

～Ｃ4、および、最も好ましくはＣ2～Ｃ3アルキニル基である。
【００１７】
　ハロアルキル基は１個以上の同等または異なるハロゲン原子を含有し得、例えば、ＣＨ

2Ｃｌ、ＣＨＣｌ2、ＣＣｌ3、ＣＨ2Ｆ、ＣＨＦ2、ＣＦ3、ＣＦ3ＣＨ2、ＣＨ3ＣＦ2、ＣＦ

3ＣＦ2またはＣＣｌ3ＣＣｌ2を表し得る。
【００１８】
　ハロアルケニル基はそれぞれアルケニル基であり、これらは、１つ以上の同一または異
なるハロゲン原子で置換されており、例えば、２，２－ジフルオロビニルまたは１，２－
ジクロロ－２－フルオロ－ビニルである。
【００１９】
　ハロアルキニル基はそれぞれアルキニル基であり、これらは、１つ以上の同一または異
なるハロゲン原子で置換されており、例えば１－クロロ－プロプ－２－イニルである。
【００２０】
　アルコキシはラジカル－ＯＲを意味し、式中、例えば上記に定義されているとおり、Ｒ
はアルキルである。アルコキシ基としては、これらに限定されないが、メトキシ、エトキ
シ、１－メチルエトキシ、プロポキシ、ブトキシ、１－メチルプロポキシおよび２－メチ
ルプロポキシが挙げられる。
【００２１】
　シアノは－ＣＮ基を意味する。
【００２２】
　アミノは－ＮＨ2基を意味する。
【００２３】
　ヒドロキシルまたはヒドロキシは、－ＯＨ基を指す。
【００２４】



(9) JP 6662901 B2 2020.3.11

10

20

30

40

50

　アリール基（単独で、または、例えばアリールオキシ、アリール－アルキルなどのより
大きな基の一部として）は、単環式、二環式または三環式の形態であることが可能である
芳香族環系である。このような環の例としては、フェニル、ナフチル、アントラセニル、
インデニルまたはフェナントレニルが挙げられる。好ましいアリール基はフェニルおよび
ナフチルであり、フェニルが最も好ましい。アリール部分が置換されていると言われる場
合、このアリール部分は、好ましくは１～４個の置換基、最も好ましくは１～３個の置換
基で置換されている。
【００２５】
　ヘテロアリール基（単独で、または、例えばヘテロアリールオキシ、ヘテロアリール－
アルキルなどのより大きな基の一部として）は、少なくとも１個のヘテロ原子を含有する
と共に、単一の環または２つ以上の縮合環から構成される芳香族環系である。好ましくは
、単一の環は３個以下のヘテロ原子を含有し、二環系は４個以下のヘテロ原子を含有する
こととなり、これらは、窒素、酸素および硫黄から好ましく選択されることとなる。単環
式基の例としては、ピリジル、ピリダジニル、ピリミジニル、ピラジニル、ピロリル、ピ
ラゾリル、イミダゾリル、トリアゾリル（例えば［１，２，４］トリアゾリル）、フラニ
ル、チオフェニル、オキサゾリル、イソオキサゾリル、オキサジアゾリル、チアゾリル、
イソチアゾリルおよびチアジアゾリルが挙げられる。二環式基の例としては、プリニル、
キノリニル、シノリニル、キノキサリニル、インドリル、インダゾリル、ベンズイミダゾ
リル、ベンゾチオフェニルおよびベンゾチアゾリルが挙げられる。単環式ヘテロアリール
基が好ましく、ピリジルが最も好ましい。ヘテロアリール部分が置換されていると言われ
る場合、このヘテロアリール部分は、好ましくは１～４個の置換基、最も好ましくは１～
３個の置換基で置換されている。
【００２６】
　ヘテロシクリル基または複素環（単独で、または、ヘテロシクリル－アルキルなどのよ
り大きな基の一部として）は、Ｏ、ＳおよびＮから選択される１個以上（好ましくは１個
、２個または３個）のヘテロ原子を含む１０個以下の原子を含有する非芳香族環構造であ
る。単環式基の例としては、オキセタニル、４，５－ジヒドロ－イソオキサゾリル、チエ
タニル、ピロリジニル、テトラヒドロフラニル、［１，３］ジオキソラニル、ピペリジニ
ル、ピペラジニル、［１，４］ジオキサニル、イミダゾリジニル、［１，３，５］オキサ
ジアジナニル、ヘキサヒドロ－ピリミジニル、［１，３，５］トリアジナニルおよびモル
ホリニル、または、１－オキソ－チエタニルおよび１，１－ジオキソ－チエタニルなどの
これらの酸化型が挙げられる。二環式基の例としては、２，３－ジヒドロ－ベンゾフラニ
ル、ベンゾ［１，４］ジオキソラニル、ベンゾ［１，３］ジオキソラニル、クロメニルお
よび２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシニルが挙げられる。ヘテロシクリル部
分が置換されていると言われる場合、このヘテロシクリル部分は、好ましくは１～４個の
置換基、最も好ましくは１～３個の置換基で置換されている。
【００２７】
　式Ｉの化合物中に１個以上の不斉炭素原子の存在が可能であるとは、その化合物が光学
異性形態、すなわち、鏡像異性形態またはジアステレオ異性形態をとり得ることを意味す
る。また、単結合に係る回転の制限によってアストロプ異性体が生じ得る。式Ｉは、すべ
てのこれらの可能性のある異性形態およびその混合物を含むことが意図されている。本発
明は、式Ｉの化合物に係るすべてのこれらの可能性のある異性形態およびその混合物を含
む。同様に、式Ｉは、すべての可能性のある互変異性体を含むことが意図されている。本
発明は、式Ｉの化合物に係るすべての可能性のある互変異性形態を含む。
【００２８】
　各事例において、本発明に係る式Ｉの化合物は、遊離形態、Ｎ－オキシドとしての酸化
型、または、例えば農業経済学的に使用可能な塩形態といった塩形態である。
【００２９】
　Ｎ－オキシドは、第三級アミンの酸化型、または、窒素含有芳香族複素環式化合物の酸
化型である。これらは、例えば、書籍“Ｈｅｔｅｒｏｃｙｃｌｉｃ　Ｎ－ｏｘｉｄｅｓ”
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，Ａ．Ａｌｂｉｎｉ　ａｎｄ　Ｓ．Ｐｉｅｔｒａ，ＣＲＣ　Ｐｒｅｓｓ，Ｂｏｃａ　Ｒａ
ｔｏｎ　１９９１に記載されている。
【００３０】
　本発明に係る式Ｉの化合物は遊離形態にあることが好ましい。
【００３１】
　Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、ｎおよびｍの好ましい
値は、任意のこれらの組み合わせで、以下に規定されているとおりである；
　好ましくは、Ｒ1およびＲ2は各々、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキルおよびＣ3～Ｃ7シクロアル
キルから独立して選択され、ここで、アルキルおよびシクロアルキル基は、任意選択によ
り、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオから独立して選択される
１～３個の置換基で置換されていてもよく；または、Ｒ1およびＲ2は、これらが結合して
いる炭素原子と一緒になって、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル基（これは、任意選択により、ハ
ロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオからなる群
から独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよい）を表す。
【００３２】
　より好ましくは、Ｒ1およびＲ2は各々、水素およびＣ1～Ｃ4アルキルから独立して選択
され、ここで、アルキル基は、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ3アルコキシおよびＣ

1～Ｃ3アルキルチオから独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよく；
または、Ｒ1およびＲ2は、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ3～Ｃ6シク
ロアルキル基（これは、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコ
キシおよびＣ1～Ｃ3アルキルチオからなる群から独立して選択される１～３個の置換基で
置換されていてもよい）を表す。
【００３３】
　さらにより好ましくは、Ｒ1およびＲ2は各々、水素およびＣ1～Ｃ4アルキルから独立し
て選択され、ここで、アルキル基は、任意選択により、ハロゲン、メトキシおよびメチル
チオから独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよく；または、Ｒ1お
よびＲ2は、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ3～Ｃ4シクロアルキル基
（これは、任意選択により、ハロゲンおよびＣ1～Ｃ3アルキルからなる群から独立して選
択される１～３個の置換基で置換されていてもよい）を表す。
【００３４】
　さらにより好ましくは、Ｒ1およびＲ2は各々、水素およびＣ1～Ｃ3アルキルから独立し
て選択され；または、Ｒ1およびＲ2は、これらが結合している炭素原子と一緒になって、
Ｃ3～Ｃ4シクロアルキル基を表す。
【００３５】
　最も好ましくは、Ｒ1およびＲ2は各々、水素およびＣ1～Ｃ3アルキルから独立して選択
され；または、Ｒ1およびＲ2は、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ3～
Ｃ4シクロアルキル基を表す。
【００３６】
　好ましくは、Ｒ3およびＲ4は各々、水素、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ1～Ｃ6アルキル
、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ3～Ｃ7シクロアルキルから独立して選択され、ここで、ア
ルキル、アルコキシおよびシクロアルキル基は、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6ア
ルコキシおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオから独立して選択される１～３個の置換基で置換さ
れていてもよく；または、Ｒ3およびＲ4は、これらが結合している炭素原子と一緒になっ
て、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝ＮＯＲa、Ｃ＝Ｃ（Ｒb）（Ｒc）もしくはＣ3～Ｃ6シクロアルキル（こ
れは、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～
Ｃ6アルキルチオからなる群から独立して選択される１～３個の置換基で置換されていて
もよい）を表し；またはＲ2およびＲ3は、これらが結合している炭素原子と一緒になって
、Ｃ5～Ｃ7シクロアルキル（これは、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ

1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオからなる群から独立して選択される１～３
個の置換基で置換されていてもよく、ならびに、追加的に、環炭素単位は酸素または硫黄
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原子により置き換えられていてもよい）を表す。
【００３７】
　より好ましくは、Ｒ3およびＲ4は各々、水素、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4アルキルおよびＣ3

～Ｃ4シクロアルキルから独立して選択され、ここで、アルキルおよびシクロアルキル基
は、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ3アルコキシおよびＣ1～Ｃ3アルキルチオから独
立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよく；または、Ｒ3およびＲ4は、
これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝ＮＯＲaまたはＣ3～Ｃ6シ
クロアルキル（これは、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコ
キシおよびＣ1～Ｃ3アルキルチオからなる群から独立して選択される１～３個の置換基で
置換されていてもよい）を表す。
【００３８】
　さらにより好ましくは、Ｒ3およびＲ4は各々、水素、ハロゲンおよびＣ1～Ｃ4アルキル
から独立して選択され、ここで、アルキル基は、任意選択により、ハロゲン、メトキシお
よびメチルチオから独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよく；また
は、Ｒ3およびＲ4は、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝ＮＯ
ＲaまたはＣ3～Ｃ4シクロアルキル（これは、任意選択により、ハロゲンおよびＣ1～Ｃ3

アルキルからなる群から独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよい）
を表す。
【００３９】
　さらにより好ましくは、Ｒ3およびＲ4は各々、水素、ハロゲンおよびＣ1～Ｃ3アルキル
から独立して選択され；または、Ｒ3およびＲ4は、これらが結合している炭素原子と一緒
になって、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝ＮＯＲaまたはＣ3～Ｃ4シクロアルキルを表す。
【００４０】
　最も好ましくは、Ｒ3およびＲ4は各々、水素、フルオロまたはＣ1～Ｃ3アルキルから独
立して選択され；または、Ｒ3およびＲ4は、これらが結合している炭素原子と一緒になっ
て、Ｃ＝ＯまたはＣ3～Ｃ4シクロアルキルを表す。
【００４１】
　好ましくは、各Ｒ5は独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6アル
ケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ3～Ｃ6

アルケニルオキシ、Ｃ3～Ｃ6アルキニルオキシ、Ｃ1～Ｃ6アルキルチオ、－Ｃ（＝ＮＯＲ

a）Ｃ1～Ｃ6アルキル、フェニル、ヘテロアリール（式中、ヘテロアリールは、ピリジル
、チオフェニル、チアゾリル、イミダゾリルまたはオキサゾリルである）、フェノキシま
たはヘテロアリールオキシ（式中、ヘテロアリールは、ピリジル、チオフェニル、チアゾ
リル、イミダゾリルまたはオキサゾリルである）を表し、ここで、アルキル、シクロアル
キル、アルケニル、アルキニル、アルコキシ、アルケニルオキシ、アルキニルオキシ、フ
ェニルおよびヘテロアリール基は、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1

～Ｃ6アルコキシ、シアノおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオから独立して選択される１～５個
の置換基で置換されていてもよく；ｎは、０、１、２、３または４である。
【００４２】
　より好ましくは、各Ｒ5は独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ3～Ｃ4

シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ3～Ｃ6アルケニルオキシ、Ｃ3～Ｃ6アルキニル
オキシ、Ｃ1～Ｃ3アルキルチオ、－Ｃ（＝ＮＯＲa）Ｃ1～Ｃ6アルキル、フェニル、ヘテ
ロアリール（式中、ヘテロアリールは、ピリジル、チアゾリルまたはオキサゾリルである
）を表し、ここで、アルキル、シクロアルキル、アルコキシ、アルケニルオキシ、アルキ
ニルオキシ、フェニルおよびヘテロアリール基は、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ3

アルキルおよびＣ1～Ｃ3アルコキシから独立して選択される１～３個の置換基で置換され
ていてもよく；ｎは、０、１または２である。
【００４３】
　さらにより好ましくは、各Ｒ5は独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ3

～Ｃ4シクロアルキルまたはフェニルを表し、ここで、アルキル、シクロアルキルおよび
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フェニル基は、任意選択により、ハロゲンまたはＣ1～Ｃ3アルキルから独立して選択され
る１～３個の置換基で置換されていてもよく；ｎは０、１または２である。
【００４４】
　さらにより好ましくは、各Ｒ5は独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ3

～Ｃ4シクロアルキルまたはフェニルを表し、ここで、アルキル、シクロアルキルおよび
フェニル基は、任意選択により、１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよく；ｎは
０、１または２である。
【００４５】
　最も好ましくは、各Ｒ5は独立して、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ3アルキルまたはＣ3～Ｃ4シク
ロアルキルを表し、ここでアルキルおよびシクロアルキル基は、任意選択により、１～３
個のフルオロ原子で置換されていてもよく；ｎは０、１または２である。
【００４６】
　好ましくは、Ｒ6は、水素、ハロゲンまたはＣ1～Ｃ6アルキルである。
【００４７】
　より好ましくは、Ｒ6は水素またはＣ1～Ｃ3アルキルである。
【００４８】
　さらにより好ましくは、Ｒ6は水素またはメチルである。
【００４９】
　最も好ましくは、Ｒ6は水素である。
【００５０】
　好ましくは、各Ｒ7は独立して、シアノ、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロ
アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ3～
Ｃ6ハロアルキニル、Ｃ1～Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ6ハロア
ルキルチオ、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ3～Ｃ6アルケニルオキシ
もしくはＣ3～Ｃ6アルキニルオキシであり；ｍは、０、１、２、３もしくは４であり；ま
たは
　２つの隣接するＲ7置換基は、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ5～Ｃ

7シクロアルキル基（これは、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6

アルコキシおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオからなる群から独立して選択される１～３個の置
換基で置換されていてもよく、ならびに、追加的に、環炭素単位は酸素または硫黄原子に
より置き換えられていてもよい）を表す。
【００５１】
　より好ましくは、各Ｒ7は独立して、シアノ、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6

ハロアルキル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ1～Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、
Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルチオ、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ3～Ｃ6ア
ルケニルオキシまたはＣ3～Ｃ6アルキニルオキシを表し；ｍは、０、１、２もしくは３で
あり；または
　２つの隣接するＲ7置換基は、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ5～Ｃ

6シクロアルキル基を表す。
【００５２】
　さらにより好ましくは、各Ｒ7は独立して、シアノ、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1

～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ2～Ｃ3アルキニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルチオまたはＣ3～Ｃ4シクロ
アルキルを表し；ｍは０、１または２である。
【００５３】
　さらにより好ましくは、各Ｒ7は独立して、シアノ、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1

～Ｃ3ハロアルキルまたはＣ3～Ｃ4シクロアルキルを表し；ｍは０、１または２である。
【００５４】
　最も好ましくは、各Ｒ7は独立して、フルオロ、クロロまたはＣ1～Ｃ3アルキルを表し
；ｍは１または２である。
【００５５】
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　好ましくは、Ｒaは、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ6ア
ルケニルおよびＣ3～Ｃ6アルキニルから選択され、ここで、アルキル、シクロアルキル、
アルケニルおよびアルキニル基は、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよ
びＣ1～Ｃ6アルキルチオから独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよ
い。
【００５６】
　より好ましくは、Ｒaは、水素、Ｃ1～Ｃ4アルキルおよびＣ3～Ｃ5シクロアルキルから
選択され、ここで、アルキルおよびシクロアルキル基は、任意選択により、ハロゲン、Ｃ

1～Ｃ3アルコキシおよびＣ1～Ｃ3アルキルチオから独立して選択される１～３個の置換基
で置換されていてもよい。
【００５７】
　さらにより好ましくは、Ｒaは水素およびＣ1～Ｃ4アルキルから選択され、ここで、ア
ルキル基は、任意選択により、１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよい。
【００５８】
　最も好ましくは、Ｒaは水素およびＣ1～Ｃ3アルキルから選択され、ここで、アルキル
基は、任意選択により、１～３個のフルオロ原子で置換されていてもよい。
【００５９】
　好ましくは、ＲbおよびＲcは各々、水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ3

～Ｃ7シクロアルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ
およびＣ1～Ｃ6アルキルチオから独立して選択され、ここで、アルキル、シクロアルキル
、アルケニルおよびアルキニル基は、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルコキシお
よびＣ1～Ｃ6アルキルチオから独立して選択される１～３個の置換基で置換されていても
よい。
【００６０】
　本発明に係る化合物の好ましい群は、式ＩＡのもの：
【化２】

（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、ｎおよびｍは、
式Ｉの化合物に定義されているとおりである）、または、その塩もしくはＮ－オキシドで
ある。Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、ｎおよびｍの好ま
しい定義は式Ｉの化合物に定義されているとおりである。
【００６１】
　本発明に係る化合物の他の好ましい群は、
　Ｒ1およびＲ2が各々、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキルおよびＣ3～Ｃ7シクロアルキルから独立
して選択され、ここで、アルキルおよびシクロアルキル基は、任意選択により、ハロゲン
、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオから独立して選択される１～３個の置
換基で置換されていてもよく；または
　Ｒ1およびＲ2が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ3～Ｃ6シクロアル
キル基（これは、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシお
よびＣ1～Ｃ6アルキルチオからなる群から独立して選択される１～３個の置換基で置換さ
れていてもよい）を表し；
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　Ｒ3およびＲ4が各々、水素、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ア
ルコキシおよびＣ3～Ｃ7シクロアルキルから独立して選択され、ここで、アルキル、アル
コキシおよびシクロアルキル基は、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよ
びＣ1～Ｃ6アルキルチオから独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよ
く；または
　Ｒ3およびＲ4が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝ＮＯＲ

a、Ｃ＝Ｃ（Ｒb）（Ｒc）もしくはＣ3～Ｃ6シクロアルキル（これは、任意選択により、
ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオからなる
群から独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよい）を表し；または
　Ｒ2およびＲ3が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ5～Ｃ7シクロアル
キル（これは、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよ
びＣ1～Ｃ6アルキルチオからなる群から独立して選択される１～３個の置換基で置換され
ていてもよく、ならびに、追加的に、環炭素単位は酸素または硫黄原子により置き換えら
れていてもよい）を表し；
　各Ｒ5が独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～
Ｃ6アルキニル、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ3～Ｃ6アルケニルオ
キシ、Ｃ3～Ｃ6アルキニルオキシ、Ｃ1～Ｃ6アルキルチオ、－Ｃ（＝ＮＯＲa）Ｃ1～Ｃ6

アルキル、フェニル、ヘテロアリール（式中、ヘテロアリールは、ピリジル、チオフェニ
ル、チアゾリル、イミダゾリルまたはオキサゾリルである）、フェノキシまたはヘテロア
リールオキシ（式中、ヘテロアリールは、ピリジル、チオフェニル、チアゾリル、イミダ
ゾリルまたはオキサゾリルである）を表し、ここで、アルキル、シクロアルキル、アルケ
ニル、アルキニル、アルコキシ、アルケニルオキシ、アルキニルオキシ、フェニルおよび
ヘテロアリール基は、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキ
シ、シアノおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオから独立して選択される１～５個の置換基で置換
されていてもよく；ｎは、０、１、２、３または４であり；
　Ｒ6が、水素、ハロゲンまたはＣ1～Ｃ6アルキルであり；
　各Ｒ7が独立して、シアノ、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ2

～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ3～Ｃ6ハロアルキ
ニル、Ｃ1～Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルチオ、Ｃ

3～Ｃ7シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ3～Ｃ6アルケニルオキシもしくはＣ3～
Ｃ6アルキニルオキシであり；ｍは、０、１、２、３もしくは４であり；または
　２つの隣接するＲ7置換基が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ5～Ｃ

7シクロアルキル基（これは、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6

アルコキシおよびＣ1～Ｃ6アルキルチオからなる群から独立して選択される１～３個の置
換基で置換されていてもよく、ならびに、追加的に、環炭素単位は酸素または硫黄原子に
より置き換えられていてもよい）を表し；
　Ｒaが、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ6アルケニルおよ
びＣ3～Ｃ6アルキニルから選択され、ここで、アルキル、シクロアルキル、アルケニルお
よびアルキニル基は、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6ア
ルキルチオから独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよく；
　ＲbおよびＲcが各々、水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ3～Ｃ7シクロア
ルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6

アルキルチオから独立して選択され、ここで、アルキル、シクロアルキル、アルケニルお
よびアルキニル基は、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよびＣ1～Ｃ6ア
ルキルチオから独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよい；
式Ｉの化合物である式ＩＢのもの；
または、その塩もしくはＮ－オキシドである。
【００６２】
　本発明に係る化合物の他の好ましい群は、
　Ｒ1およびＲ2が各々、水素およびＣ1～Ｃ4アルキルから独立して選択され、ここで、ア
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ルキル基は、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ3アルコキシおよびＣ1～Ｃ3アルキルチ
オから独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよく；または
　Ｒ1およびＲ2が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ3～Ｃ6シクロアル
キル基（これは、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシお
よびＣ1～Ｃ3アルキルチオからなる群から独立して選択される１～３個の置換基で置換さ
れていてもよい）を表し；
　Ｒ3およびＲ4が各々、水素、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4アルキルおよびＣ3～Ｃ4シクロアルキ
ルから独立して選択され、ここで、アルキルおよびシクロアルキル基は、任意選択により
、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ3アルコキシおよびＣ1～Ｃ3アルキルチオから独立して選択される１
～３個の置換基で置換されていてもよく；または
　Ｒ3およびＲ4が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝ＮＯＲ

aまたはＣ3～Ｃ6シクロアルキル（これは、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ3アルキ
ル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシおよびＣ1～Ｃ3アルキルチオからなる群から独立して選択される
１～３個の置換基で置換されていてもよい）を表し；
　各Ｒ5が独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ3～Ｃ4シクロアルキル、
Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ3～Ｃ6アルケニルオキシ、Ｃ3～Ｃ6アルキニルオキシ、Ｃ1～Ｃ3

アルキルチオ、－Ｃ（＝ＮＯＲa）Ｃ1～Ｃ6アルキル、フェニル、ヘテロアリール（式中
、ヘテロアリールは、ピリジル、チアゾリルまたはオキサゾリルである）を表し、ここで
、アルキル、シクロアルキル、アルコキシ、アルケニルオキシ、アルキニルオキシ、フェ
ニルおよびヘテロアリール基は、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ3アルキルおよびＣ

1～Ｃ3アルコキシから独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよく；ｎ
は、０、１または２であり；
　Ｒ6が水素またはＣ1～Ｃ3アルキルであり；
　各Ｒ7が独立して、シアノ、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ2

～Ｃ6アルキニル、Ｃ1～Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ6ハロアル
キルチオ、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ3～Ｃ6アルケニルオキシま
たはＣ3～Ｃ6アルキニルオキシを表し；ｍは、０、１、２もしくは３であり；または
　２つの隣接するＲ7置換基が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ5～Ｃ

6シクロアルキル基を表し；
　Ｒaが、水素、Ｃ1～Ｃ4アルキルおよびＣ3～Ｃ5シクロアルキルから選択され、ここで
、アルキルおよびシクロアルキル基は、任意選択により、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ
およびＣ1～Ｃ3アルキルチオから独立して選択される１～３個の置換基で置換されていて
もよい；
式Ｉの化合物である式ＩＣのもの、または、その塩もしくはＮ－オキシドである。
【００６３】
　本発明に係る化合物の他の好ましい群は、
　Ｒ1およびＲ2が各々、水素およびＣ1～Ｃ4アルキルから独立して選択され、ここで、ア
ルキル基は、任意選択により、ハロゲン、メトキシおよびメチルチオから独立して選択さ
れる１～３個の置換基で置換されていてもよく；または
　Ｒ1およびＲ2が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ3～Ｃ4シクロアル
キル基（これは、任意選択により、ハロゲンおよびＣ1～Ｃ3アルキルからなる群から独立
して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよい）を表し；
　Ｒ3およびＲ4が各々、水素、ハロゲンおよびＣ1～Ｃ4アルキルから独立して選択され、
ここで、アルキル基は、任意選択により、ハロゲン、メトキシおよびメチルチオから独立
して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよく；または
　Ｒ3およびＲ4が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝ＮＯＲ

aまたはＣ3～Ｃ4シクロアルキル（これは、任意選択により、ハロゲンおよびＣ1～Ｃ3ア
ルキルからなる群から独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよい）を
表し；
　各Ｒ5が独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ3～Ｃ4シクロアルキルま
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たはフェニルを表し、ここで、アルキル、シクロアルキルおよびフェニル基は、任意選択
により、ハロゲンまたはＣ1～Ｃ3アルキルから独立して選択される１～３個の置換基で置
換されていてもよく；ｎは０、１または２であり；
　Ｒ6が水素またはメチルであり；
　各Ｒ7が独立して、シアノ、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ2

～Ｃ3アルキニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルチオまたはＣ3～Ｃ4シクロアルキルを表し；ｍは０
、１または２であり；ならびに
　Ｒaが、水素およびＣ1～Ｃ4アルキルから選択され、ここで、アルキル基は、任意選択
により、１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよい；
式Ｉの化合物である式ＩＤのもの、または、その塩もしくはＮ－オキシドである。
【００６４】
　本発明に係る化合物の他の好ましい群は、Ｒ1およびＲ2が各々、水素およびＣ1～Ｃ3ア
ルキルから独立して選択され；または
　Ｒ1およびＲ2が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ3～Ｃ4シクロアル
キル基を表し；
　Ｒ3およびＲ4が各々、水素、ハロゲンおよびＣ1～Ｃ3アルキルから独立して選択され；
または
　Ｒ3およびＲ4が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝ＮＯＲ

aまたはＣ3～Ｃ4シクロアルキルを表し；
　各Ｒ5が独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ3～Ｃ4シクロアルキルま
たはフェニルを表し、ここで、アルキル、シクロアルキルおよびフェニル基は、任意選択
により、１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよく；ｎは０、１または２であり；
　Ｒ6が水素またはメチルであり；
　各Ｒ7が独立して、シアノ、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキルまた
はＣ3～Ｃ4シクロアルキルを表し；ｍは０、１または２であり；ならびに
　Ｒaが水素およびＣ1～Ｃ3アルキルから選択され、ここで、アルキル基は、任意選択に
より、１～３個のフルオロ原子で置換されていてもよい；
式Ｉの化合物である式ＩＥのもの、または、その塩もしくはＮ－オキシドである。
【００６５】
　本発明に係る化合物の他の好ましい群は、Ｒ1およびＲ2が各々、水素およびＣ1～Ｃ3ア
ルキルから独立して選択され；または
　Ｒ1およびＲ2が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ3～Ｃ4シクロアル
キル基を表し；
　Ｒ3およびＲ4が各々、水素、フルオロまたはＣ1～Ｃ3アルキルから独立して選択され；
または
　Ｒ3およびＲ4が、これらが結合している炭素原子と一緒になって、Ｃ＝ＯもしくはＣ3

～Ｃ4シクロアルキルを表し；
　各Ｒ5が独立して、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ3アルキルまたはＣ3～Ｃ4シクロアルキルを表し
、ここで、アルキルおよびシクロアルキル基は、任意選択により、１～３個のフルオロ原
子で置換されていてもよく；ｎは０、１または２であり；
　Ｒ6が水素であり；ならびに
　各Ｒ7が独立して、フルオロ、クロロまたはＣ1～Ｃ3アルキルを表し；ｍは１または２
である、
式Ｉの化合物である式ＩＦのもの、または、その塩もしくはＮ－オキシドである。
【００６６】
　式Ｉの化合物の特定の例を以下の表Ａ１～Ａ１８に例示する。
　表Ａ１は、１７０種の式Ｉ－ａの化合物
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（式中、Ｒ6、Ｒ7ａおよびＲ7ｂはすべてＨであり、ならびに、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4およ
びＲ5の値は以下の表Ｚ１に定義されているとおりである）
を提供する。
【００６７】
表Ｚ１



(18) JP 6662901 B2 2020.3.11

10

20

30

40

【表１－１】
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【表１－２】
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【表１－３】
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【表１－４】

【００６８】
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　表Ａ２は、１７０種の式Ｉａの化合物（式中、Ｒ7ａおよびＲ7ｂはＨであり、Ｒ6はメ
チルであり、ならびに、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5の値は上記の表Ｚ１に定義されて
いるとおりである）を提供する。
【００６９】
　表Ａ３は、１７０種の式Ｉａの化合物（式中、Ｒ7ａおよびＲ7ｂはＨであり、Ｒ6はク
ロロであり、ならびに、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5の値は上記の表Ｚ１に定義されて
いるとおりである）を提供する。
【００７０】
　表Ａ４は、１７０種の式Ｉａの化合物（式中、Ｒ6およびＲ7ｂはＨであり、Ｒ7ａはメ
チルであり、ならびに、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5の値は上記の表Ｚ１に定義されて
いるとおりである）を提供する。
【００７１】
　表Ａ５は、１７０種の式Ｉａの化合物（式中、Ｒ6およびＲ7ｂはＨであり、Ｒ7ａはフ
ルオロであり、ならびに、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5の値は上記の表Ｚ１に定義され
ているとおりである）を提供する。
【００７２】
　表Ａ６は、１７０種の式Ｉａの化合物（式中、Ｒ6およびＲ7ｂはＨであり、Ｒ7ａはク
ロロであり、ならびに、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5の値は上記の表Ｚ１に定義されて
いるとおりである）を提供する。
【００７３】
　表Ａ７は、１７０種の式Ｉａの化合物（式中、Ｒ6およびＲ7ｂはＨであり、Ｒ7ａはエ
チルであり、ならびに、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5の値は上記の表Ｚ１に定義されて
いるとおりである）を提供する。
【００７４】
　表Ａ８は、１７０種の式Ｉａの化合物（式中、Ｒ6およびＲ7ｂはＨであり、Ｒ7ａはブ
ロモであり、ならびに、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5の値は上記の表Ｚ１に定義されて
いるとおりである）を提供する。
【００７５】
　表Ａ９は、１７０種の式Ｉａの化合物（式中、Ｒ6はＨであり、Ｒ7ａおよびＲ7ｂはメ
チルであり、ならびに、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5の値は上記の表Ｚ１に定義されて
いるとおりである）を提供する。
【００７６】
　表Ａ１０は、１７０種の式Ｉａの化合物（式中、Ｒ6はＨであり、Ｒ7ａおよびＲ7ｂは
クロロであり、ならびに、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5の値は上記の表Ｚ１に定義され
ているとおりである）を提供する。
【００７７】
　表Ａ１１は、１７０種の式Ｉａの化合物（式中、Ｒ6はＨであり、Ｒ7ａはメチルであり
、Ｒ7ｂはクロロであり、ならびに、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5の値は上記の表Ｚ１に
定義されているとおりである）を提供する。
【００７８】
　表Ａ１２は、１７０種の式Ｉａの化合物（式中、Ｒ6はＨであり、Ｒ7ａはフルオロであ
り、Ｒ7ｂはメチルであり、ならびに、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5の値は上記の表Ｚ１
に定義されているとおりである）を提供する。
【００７９】
　表Ａ１３は、１７０種の式Ｉａの化合物（式中、Ｒ6はＨであり、Ｒ7ａはフルオロであ
り、Ｒ7ｂはクロロであり、ならびに、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5の値は上記の表Ｚ１
に定義されているとおりである）を提供する。
【００８０】
　表Ａ１４は、１７０種の式Ｉａの化合物（式中、Ｒ6はＨであり、Ｒ7ａはメチルであり
、Ｒ7ｂはフルオロであり、ならびに、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5の値は上記の表Ｚ１
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【００８１】
　表Ａ１５は、１７０種の式Ｉａの化合物（式中、Ｒ6はＨであり、Ｒ7ａはクロロであり
、Ｒ7ｂはメチルであり、ならびに、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5の値は上記の表Ｚ１に
定義されているとおりである）を提供する。
【００８２】
　表Ａ１６は、１７０種の式Ｉａの化合物（式中、Ｒ6はＨであり、Ｒ7ａはクロロであり
、Ｒ7ｂはフルオロであり、ならびに、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5の値は上記の表Ｚ１
に定義されているとおりである）を提供する。
【００８３】
　表Ａ１７は、１７０種の式Ｉａの化合物（式中、Ｒ6はＨであり、Ｒ7ａおよびＲ7ｂは
－ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2－であり、ならびに、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5の値は上記の表Ｚ
１に定義されているとおりである）を提供する。
【００８４】
　表Ａ１８は、１７０種の式Ｉａの化合物（式中、Ｒ6およびＲ7ａはＨであり、Ｒ7ｂは
メチルであり、ならびに、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5の値は上記の表Ｚ１に定義され
ているとおりである）を提供する。
【００８５】
　本発明に係る化合物は、とりわけ、菌類によって引き起こされる病害に対する植物の保
護に係る有利なレベルの生物学的活性、または、農芸化学活性成分としての使用に係る優
れた特性（例えば、高い生物学的活性、有利な活性スペクトル、高い安全プロファイル、
向上した物理化学的特性または高い生分解性）を含む、多数の有益性を有し得る。
【００８６】
　本発明の化合物は以下のスキームに示されているとおり形成可能であり、ここで、別段
の定めがある場合を除き、各可変項の定義は、式（Ｉ）の化合物について上記に定義され
ているとおりである。
【００８７】
　式Ｉの化合物（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、ｍおよびｎは式Ｉの化合
物に定義されているとおりである）は、式ＩＩＩの化合物（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、
Ｒ5およびｎは式Ｉの化合物に定義されているとおりであり、ならびに、Ｈａｌはハロゲ
ン、好ましくはクロロまたはブロモである）を伴う、トリエチルアミン、エチルジイソプ
ロピルアミン、ピリジンもしくは２，６－ルチジンなどの有機塩基の存在下、または、銅
（Ｉ）アセチルアセトネートまたは臭化銅（Ｉ）－１，１０－フェナントロリン錯体など
の銅系触媒、ジクロロ（１，３－ビス（ジフェニルホスフィノ）プロパン）ニッケルなど
のニッケル触媒、または、クロロ（２－ジシクロヘキシルホスフィノ－２’，４’，６’
－トリイソプロピル－１，１’－ビフェニル）［２－（２’－アミノ－１，１’－ビフェ
ニル）］パラジウム（ＩＩ）、Ｘ－Ｐｈｏｓアミノビフェニル塩化パラジウムプレ触媒も
しくは［１，３－ビス（２，６－ジイソプロピルフェニル）イミダゾール－２－イリデン
］（３－クロロピリジル）パラジウム（ＩＩ）ジクロリドなどのパラジウム系触媒などの
遷移金属触媒の存在下、ピリジン、トルエンまたはＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミドなどの
非プロトン性溶剤中における加熱を伴う、式ＩＩの化合物（式中、Ｒ6、Ｒ7およびｍは式
Ｉの化合物に定義されているとおりである）の変換により得ることが可能である。これを
スキーム１に示す。
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【化４】

【００８８】
　式ＩＩの化合物（式中、Ｒ6、Ｒ7およびｍは式Ｉの化合物に定義されているとおりであ
る）は、市販されているか、または、文献に記載されているとおり当業者に公知である方
法を用いて容易に調製される（Ｇｒｉｍｍｅｔ，Ｍ．Ｒ．Ｉｎ　Ｉｍｉｄａｚｏｌｅ　ａ
ｎｄ　Ｂｅｎｚｉｍｉｄａｚｏｌｅ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ；Ｍｅｔｈ－Ｃｏｈｎ，Ｋａｔ
ｒｉｔｚｋｙ，Ｅｄｓ．；Ｅｌｓｅｖｉｅｒ　Ｓｃｉｅｎｃｅ：Ｏｘｆｏｒｄ，１９９７
）。
【００８９】
　式ＩＩＩの化合物（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびｎは式Ｉの化合物に定義さ
れているとおりであり、ならびに、Ｈａｌはハロゲン、好ましくはクロロまたはブロモで
ある）は、オキシ塩化リン、オキシ臭化リン、塩化チオニル、臭化チオニルもしくはヴィ
ルスマイヤー試薬などのハロゲン化試薬をそのまま伴う、または、ジクロロメタンなどの
溶剤の存在下における、冷却～加熱の範囲の種々の温度での、式ＩＶの化合物（式中、Ｒ

1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびｎは式Ｉの化合物に定義されているとおりである）の変換
により得ることが可能である。これをスキーム２に示す。
【化５】

【００９０】
　式ＩＶの化合物（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびｎは式Ｉの化合物に定義され
ているとおりである）は、文献（Ｙｕ．Ｂ．Ｖｉｋｈａｒｅｖ　ｅｔ　ａｌ．Ｐｈａｒｍ
ａｃｅｕｔｉｃａｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　Ｊｏｕｒｎａｌ，２００５，３９，４０５－
４０８）に記載されているとおり、酢酸ナトリウムを伴う酢酸中における式Ｖの化合物（
式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびｎは式Ｉの化合物に定義されているとおりであり
、Ｒ8はＣ1～Ｃ6アルキルである）の変換により得ることが可能である。これをスキーム
３に示す。
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【化６】

【００９１】
　あるいは、式ＩＩＩの化合物（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびｎは式Ｉの化合
物に定義されているとおりであり、ならびに、Ｈａｌはハロゲン、好ましくはクロロまた
はブロモである）は、文献（Ｔａｅｂｏ　Ｓｉｍ　ｅｔ　ａｌ．Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ
　Ｌｅｔｔｅｒｓ，２０１０，５１，４６０９）に記載されているとおり、塩化スルフリ
ルなどのハロゲン化試薬を伴う式Ｖの化合物（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびｎ
は式Ｉの化合物に定義されているとおりであり、Ｒ8はＣ1～Ｃ6アルキルである）の変換
により得ることが可能である。これをスキーム４に示す。
【化７】

【００９２】
　式Ｖの化合物（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびｎは式Ｉの化合物に定義されて
いるとおりであり、Ｒ8はＣ1～Ｃ6アルキルである）は、文献（Ｙｕ．Ｂ．Ｖｉｋｈａｒ
ｅｖ　ｅｔ　ａｌ．Ｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃａｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　Ｊｏｕｒｎａ
ｌ，２００５，３９，４０５－４０８）に記載されているとおり、Ｃ1～Ｃ6アルキルチオ
シアネートを伴う、例えば硫酸による酸性条件下における式ＶＩ－ａ、ＶＩ－ｂまたはＶ
Ｉ－ｃの化合物（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびｎは式Ｉの化合物に定義されて
いるとおりであり、Ｒ’はＨまたはＣ1～Ｃ6アルキルである）の変換により得ることが可
能である。これをスキーム５に示す。
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【化８】

【００９３】
　式ＶＩ－ａ、ＶＩ－ｂまたはＶＩ－ｃの化合物（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およ
びｎは式Ｉの化合物に定義されているとおりであり、Ｒ’はＨまたはＣ1～Ｃ6アルキルで
ある）は、市販されているか、または、当業者に公知である方法を用いて容易に調製され
る。
【００９４】
　あるいは、式ＩＶの化合物（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびｎは式Ｉの化合物
に定義されているとおりである）は、文献（Ｊｕｎ－ｉｃｈｉ　Ｍｉｎａｍｉｋａｗａ，
Ｂｉｏｏｒｇａｎｉｃ　＆　Ｍｅｄｉｃｉｎａｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，２００３，１１
，２２０５－２２０９）に記載されているとおり、例えば硫酸またはポリリン酸による酸
性条件下における、式ＶＩＩの化合物（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびｎは式Ｉ
の化合物に定義されているとおりである）の変換により得ることが可能である。これをス
キーム６に示す。

【化９】

【００９５】
　式ＶＩＩの化合物（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびｎは式Ｉの化合物に定義さ
れているとおりである）は、エタノールまたはピリジンなどの溶剤中における、酢酸ナト
リウムなどの塩基の存在下または不在下、周囲温度～加熱の範囲の温度でのヒドロキシル
アミンまたは塩酸ヒドロキシルアミンを伴う処理による、式ＶＩＩＩの化合物（式中、Ｒ

1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびｎは式Ｉの化合物に定義されているとおりである）の変換
により得ることが可能である。これをスキーム７に示す。
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【化１０】

【００９６】
　式ＶＩＩＩの化合物（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびｎは式Ｉの化合物に定義
されているとおりである）は、市販されているか、または、当業者に公知である方法を用
いて容易に調製される。
【００９７】
　あるいは、式ＩＶの化合物（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびｎは式Ｉの化合物
に定義されているとおりである）は、文献（Ｊａｕｍｅ　Ｇｒａｎｅｌｌ　ｅｔ　ａｌ．
Ｃｈｅｍ．Ｃｏｍｍｕｎ．，２０１１，４７，１０５４－１０５６）において報告されて
いるとおり、ホスゲン、トリホスゲンもしくはカルボニルジイミダゾールなどのカルボニ
ル化剤を伴う処理、および、その後の加熱、または、一酸化炭素ガス、酢酸パラジウムな
どのパラジウム触媒およびベンゾキノンなどの酸化剤の存在下における直接触媒Ｃ－Ｈ活
性化－カルボニル化の利用による、式ＩＸ－ａの化合物（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ

5およびｎは式Ｉの化合物に定義されているとおりである）の変換により得ることが可能
である。これをスキーム８に示す。

【化１１】

【００９８】
　あるいは、式ＩＶの化合物（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびｎは式Ｉの化合物
に定義されているとおりである）は、文献（Ｒｕｉｍａｏ　Ｈｕａ　ｅｔ　ａｌ．Ｔｅｔ
ｒａｈｅｄｒｏｎ　Ｌｅｔｔｅｒｓ，２０１３，５４，５１５９－５１６１）に報告され
ているとおり、一酸化炭素ガス、ジクロロビス（トリシクロヘキシルホスフィン）パラジ
ウム（ＩＩ）もしくはジクロロビス（トリフェノールホスフィン）パラジウム（ＩＩ）な
どのパラジウム触媒およびトリエチルアミン、ピロリジンなどの有機塩基または炭酸セシ
ウムもしくは炭酸カリウムなどの無機塩基の存在下における分子内アミノカルボニル化の
利用による、式ＩＸ－ｂの化合物（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびｎは式Ｉの化
合物に定義されているとおりであり、Ｈａｌは、ハロゲン、好ましくはクロロ、ブロモま
たはヨードである）の変換により得ることが可能である。これをスキーム９に示す。
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【００９９】
　あるいは、式ＩＶの化合物（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびｎは式Ｉの化合物
に定義されているとおりである）は、文献（Ｔｏｍｏｈｉｋｏ　Ｏｈｗａｄａ　ｅｔ　ａ
ｌ．Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，２０１２，７７，９
３１３）に記載されているとおり、例えば硫酸またはトリフリック酸による酸性条件下に
おける、式Ｘの化合物（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびｎは式Ｉの化合物に定義
されているとおりであり、Ｒ9はＣ1～Ｃ6アルキルである）の変換により得ることが可能
である。これをスキーム１０に示す。
【化１３】

【０１００】
　式Ｉ－ｂの化合物（式中、Ｒ3およびＲ4はフルオロであり、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7

、ｍおよびｎは式Ｉの化合物に定義されているとおりである）は、三フッ化ジエチルアミ
ノ硫黄（ＤＡＳＴ）もしくは２，２－ジフルオロ－１，３－ジメチル－イミダゾリジン（
ＤＦＩ）などのフッ素化試薬をそのまま、または、溶剤の存在下において伴い、加熱を伴
う、式Ｉ－ｃの化合物（式中、Ｒ3およびＲ4は、これらが結合している炭素原子と一緒に
なって、Ｃ＝Ｏを表し、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、ｍおよびｎは、式Ｉに定義されてい
るとおりである）の変換により得ることが可能である。これをスキーム１１に示す。
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【化１４】

【０１０１】
　式Ｉ－ｃの化合物（式中、Ｒ3およびＲ4は、これらが結合している炭素原子と一緒にな
って、Ｃ＝Ｏを表し、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、ｍおよびｎは式Ｉに定義されていると
おりである）は、式ＩＩＩ－ａの化合物（式中、Ｒ3およびＲ4は、これらが結合している
炭素原子と一緒になって、Ｃ＝Ｏを表し、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5およびｎは式Ｉに定義されてい
るとおりであり、Ｈａｌは、ハロゲン、好ましくはクロロまたはブロモである）を伴う、
トリエチルアミン、エチルジイソプロピルアミン、ピリジンもしくは２，６－ルチジンな
どのヒンダード有機塩基の存在下、または、銅（Ｉ）アセチルアセトネートもしくは臭化
銅（Ｉ）－１，１０－フェナントロリン錯体などの銅系触媒、ジクロロ（１，３－ビス（
ジフェニルホスフィノ）プロパン）ニッケルなどのニッケル触媒、もしくは、クロロ（２
－ジシクロヘキシルホスフィノ－２’，４’，６’－トリイソプロピル－１，１’－ビフ
ェニル）［２－（２’－アミノ－１，１’－ビフェニル）］パラジウム（ＩＩ）、Ｘ－Ｐ
ｈｏｓアミノビフェニル塩化パラジウムプレ触媒もしくは［１，３－ビス（２，６－ジイ
ソプロピルフェニル）イミダゾール－２－イリデン］（３－クロロピリジル）パラジウム
（ＩＩ）ジクロリドなどのパラジウム系触媒などの遷移金属触媒の存在下、ピリジン、ト
ルエンまたはＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミドなどの非プロトン性溶剤中における加熱を伴
う、式ＩＩの化合物（式中、Ｒ6、Ｒ7およびｍは式Ｉの化合物に定義されているとおりで
ある）の変換により得ることが可能である。これをスキーム１２に示す。

【化１５】

【０１０２】
　式ＩＩＩ－ａの化合物（式中、Ｒ3およびＲ4は、これらが結合している炭素原子と一緒
になって、Ｃ＝Ｏを表し、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5およびｎは式Ｉに定義されているとおりであり
、Ｈａｌは、ハロゲン、好ましくはクロロまたはブロモである）は、オキシ塩化リン、オ
キシ臭化リン、塩化チオニル、臭化チオニルもしくはヴィルスマイヤー試薬などのハロゲ
ン化試薬をそのまま伴う、または、ジクロロメタンなどの溶剤の存在下における、冷却～
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合している炭素原子と一緒になって、Ｃ＝Ｏを表し、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5およびｎは式Ｉに定
義されているとおりである）の変換により得ることが可能である。これをスキーム１３に
示す。
【化１６】

【０１０３】
　式ＩＶ－ａの化合物（式中、Ｒ3およびＲ4は、これらが結合している炭素原子と一緒に
なって、Ｃ＝Ｏを表し、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5およびｎは式Ｉに定義されているとおりである）
は、１，１，１－トリアセトキシ－１，１－ジヒドロ－１，２－ベンズヨードキソール３
（１Ｈ）－オン（デス・マーチン・ペルヨージナン）などの酸化剤を伴う、または、塩化
オキサリル、ジメチルスルホキシド（ＤＭＳＯ）およびトリエチルアミンなどの有機塩基
（スワーン酸化）を用いる、式ＩＶ－ｂの化合物（式中、Ｒ3は水素を表し、Ｒ4はＯＨを
表し、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5およびｎは式Ｉに定義されているとおりである）の変換により得る
ことが可能である。これをスキーム１４に示す。
【化１７】

【０１０４】
　式ＩＶ－ｂの化合物（式中、Ｒ3は水素を表し、Ｒ4はＯＨを表し、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5およ
びｎは式Ｉに定義されているとおりである）は、テトラヒドロフランまたは１，４－ジオ
キサンなどの有機溶剤と水との混合物中における加熱などの加水分解条件下における、塩
酸などの無機酸もしくは炭酸水素ナトリウムなどの無機塩基の存在下または不在下、周囲
温度～加熱の範囲の温度での、式ＩＶ－ｃの化合物（式中、Ｒ3は水素を表し、Ｒ4はＨａ
ｌを表し、ここで、Ｈａｌはハロゲン、好ましくはクロロまたはブロモであり、Ｒ1、Ｒ2

、Ｒ5およびｎは式Ｉに定義されているとおりである）の変換により得ることが可能であ
る。これをスキーム１５に示す。
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【化１８】

【０１０５】
　式ＩＶ－ｃの化合物（式中、Ｒ3は水素を表し、Ｒ4はＨａｌを表し、ここで、Ｈａｌは
ハロゲン、好ましくはクロロまたはブロモであり、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5およびｎは式Ｉに定義
されているとおりである）は、文献（Ｊａｈａｎｇｉｒ　ｅｔ　ａｌ　Ｊｏｕｒｎａｌ　
ｏｆ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，１９８９，５４，２９９２）に記載されて
いるとおり、Ｎ－クロロスクシンイミド（ＮＣＳ）、Ｎ－ブロモスクシンイミド（ＮＢＳ
）または１，３－ジブロモ－５，５－ジメチルヒダントインなどのハロゲン化剤を伴う、
過酸化ベンゾイルまたはアゾビスイソブチロニトリル（ＡＩＢＮ）などのラジカル開始剤
の存在下における、式ＩＶ－ｄの化合物（式中、Ｒ3およびＲ4は水素を表し、Ｒ1、Ｒ2、
Ｒ5およびｎは式Ｉに定義されているとおりである）の変換により得ることが可能である
。これをスキーム１６に示す。

【化１９】

【０１０６】
　あるいは、式ＩＶ－ａの化合物（式中、Ｒ3およびＲ4は、これらが結合している炭素原
子と一緒になって、Ｃ＝Ｏを表し、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5およびｎは式Ｉに定義されているとお
りである）は、テトラヒドロフランまたは１，４－ジオキサンなどの有機溶剤と水との混
合物中における加熱などの加水分解条件下における、塩酸などの無機酸もしくは炭酸水素
ナトリウムなどの無機塩基の存在下または不在下、周囲温度～加熱の範囲の温度での、式
ＩＶ－ｅの化合物（式中、Ｒ3およびＲ4はＨａｌを表し、ここで、Ｈａｌはハロゲン、好
ましくはクロロまたはブロモであり、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5およびｎは式Ｉに定義されていると
おりである）の変換により得ることが可能である。これをスキーム１７に示す。
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【化２０】

【０１０７】
　式ＩＶ－ｅの化合物（式中、Ｒ3およびＲ4はＨａｌを表し、ここで、Ｈａｌはハロゲン
、好ましくはクロロまたはブロモであり、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5およびｎは式Ｉに定義されてい
るとおりである）は、文献（Ｊａｈａｎｇｉｒ　ｅｔ　ａｌ　Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｏ
ｒｇａｎｉｃ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，１９８９，５４，２９９２）に記載されているとお
り、Ｎ－クロロスクシンイミド（ＮＣＳ）、Ｎ－ブロモスクシンイミド（ＮＢＳ）または
１，３－ジブロモ－５，５－ジメチルヒダントインなどのハロゲン化剤を伴う、過酸化ベ
ンゾイルまたはアゾビスイソブチロニトリル（ＡＩＢＮ）などのラジカル開始剤の存在下
における、式ＩＶ－ｄの化合物（式中、Ｒ3およびＲ4は水素を表し、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5およ
びｎは式Ｉに定義されているとおりである）の変換により得ることが可能である。これを
スキーム１８に示す。

【化２１】

【０１０８】
　式ＩＶ－ｄの化合物は、スキーム３に記載の方法に従って入手することが可能である。
【０１０９】
　あるいは、式Ｉ－ａの化合物（式中、Ｒ3およびＲ4はフルオロであり、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5

、Ｒ6、Ｒ7、ｍおよびｎは式Ｉの化合物に定義されているとおりである）は、式ＩＩＩ－
ｂの化合物（式中、Ｒ3およびＲ4はフルオロであり、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5およびｎは式Ｉに定
義されているとおりであり、Ｈａｌは、ハロゲン、好ましくはクロロまたはブロモである
）を伴う、トリエチルアミン、エチルジイソプロピルアミン、ピリジンもしくは２，６－
ルチジンなどのヒンダード有機塩基の存在下、または、銅（Ｉ）アセチルアセトネートま
たは臭化銅（Ｉ）－１，１０－フェナントロリン錯体などの銅系触媒、ジクロロ（１，３
－ビス（ジフェニルホスフィノ）プロパン）ニッケルなどのニッケル触媒、または、クロ
ロ（２－ジシクロヘキシルホスフィノ－２’，４’，６’－トリイソプロピル－１，１’
－ビフェニル）［２－（２’－アミノ－１，１’－ビフェニル）］パラジウム（ＩＩ）、
Ｘ－Ｐｈｏｓアミノビフェニル塩化パラジウムプレ触媒もしくは［１，３－ビス（２，６
－ジイソプロピルフェニル）イミダゾール－２－イリデン］（３－クロロピリジル）パラ
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ン、トルエンまたはＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミドなどの非プロトン性溶剤中における加
熱を伴う、式ＩＩの化合物（式中、Ｒ6、Ｒ7およびｍは式Ｉの化合物に定義されていると
おりである）の変換により得ることが可能である。これをスキーム１９に示す。
【化２２】

【０１１０】
　式ＩＩＩ－ｂの化合物（式中、Ｒ3およびＲ4はフルオロであり、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5および
ｎは式Ｉの化合物に定義されているとおりであり、Ｈａｌは、ハロゲン、好ましくはクロ
ロまたはブロモである）は、オキシ塩化リン、オキシ臭化リン、塩化チオニル、臭化チオ
ニルもしくはヴィルスマイヤー試薬などのハロゲン化試薬をそのまま伴う、または、ジク
ロロメタンなどの溶剤の存在下における、冷却～加熱の範囲の種々の温度での、式ＩＶ－
ｆの化合物（式中、Ｒ3およびＲ4はフルオロであり、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5およびｎは式Ｉの化
合物に定義されているとおりである）の変換により得ることが可能である。これをスキー
ム２０に示す。
【化２３】

【０１１１】
　式ＩＶ－ｆの化合物（式中、Ｒ3およびＲ4はフルオロであり、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5およびｎ
は式Ｉの化合物に定義されているとおりである）は、文献（梅谷豪毅ら、国際公開第２０
１３０４７７４９号）に記載されているとおり、フッ化カリウム、フッ化セシウムまたは
フッ化水素などのフッ化物源を伴うピリジンまたはトリエチルアミンなどの有機塩基の存
在下における、式ＩＶ－ｅの化合物（式中、Ｒ3およびＲ4はＨａｌであり、Ｈａｌはハロ
ゲン、好ましくはクロロまたはブロモであり、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5およびｎは式Ｉの化合物に
定義されているとおりである）の変換により得ることが可能である。これをスキーム２１
に示す。
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【化２４】

【０１１２】
　あるいは、式Ｉの化合物（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、ｍおよびｎは
式Ｉに定義されているとおりである）は、溶剤中、塩基の存在下または不在下、ならびに
、カップリング試薬および金属触媒の存在下における、式Ｉ－ｄの化合物（式中、Ｒ1、
Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ6、Ｒ7、ｍおよびｎは式Ｉに定義されているとおりであり、Ｚは臭素
またはヨウ素を表す）の変換により得ることが可能である。カップリング剤、触媒、溶剤
および塩基は、“Ｃｒｏｓｓ－Ｃｏｕｐｌｉｎｇ　Ｒｅａｃｔｉｏｎｓ：Ａ　Ｐｒａｃｔ
ｉｃａｌ　Ｇｕｉｄｅ（Ｔｏｐｉｃｓ　ｉｎ　Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ）”
，ｅｄｉｔｅｄ　ｂｙ　Ｎｏｒｉｏ　Ｍｉｙａｕｒａ　ｕｎｄ　Ｓ．Ｌ．Ｂｕｃｈｗａｌ
ｄ（ｅｄｉｔｉｏｎｓ　Ｓｐｒｉｎｇｅｒ）、または、“Ｍｅｔａｌ－Ｃａｔａｌｙｚｅ
ｄ　Ｃｒｏｓｓ－Ｃｏｕｐｌｉｎｇ　Ｒｅａｃｔｉｏｎｓ”，ｅｄｉｔｅｄ　ｂｙ　Ａｒ
ｍｉｎ　ｄｅ　Ｍｅｉｊｅｒｅ　ａｎｄ　Ｆｒａｎｃｏｉｓ　Ｄｉｅｄｅｒｉｃｈ（ｅｄ
ｉｔｉｏｎｓ　ＷＩＬＥＹ－ＶＣＨ）に記載のものなどの通常のカップリング反応に用い
られるものである限り、特に限定されない。これをスキーム２２に示す。

【化２５】

【０１１３】
　あるいは、式Ｉの化合物（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、ｍおよびｎは
式Ｉに定義されているとおりである）は、溶剤中、塩基の存在下または不在下、ならびに
、カップリング試薬および金属触媒の存在下における、式Ｉ－ｅの化合物（式中、Ｒ1、
Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、ｍおよびｎは式Ｉに定義されているとおりであり、Ｙは臭素
またはヨウ素を表す）の変換により得ることが可能である。カップリング剤、触媒、溶剤
および塩基は特に限定されず、“Ｃｒｏｓｓ－Ｃｏｕｐｌｉｎｇ　Ｒｅａｃｔｉｏｎｓ：
Ａ　Ｐｒａｃｔｉｃａｌ　Ｇｕｉｄｅ（Ｔｏｐｉｃｓ　ｉｎ　Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｃｈｅｍ
ｉｓｔｒｙ）”，ｅｄｉｔｅｄ　ｂｙ　Ｎｏｒｉｏ　Ｍｉｙａｕｒａ　ｕｎｄ　Ｓ．Ｌ．
Ｂｕｃｈｗａｌｄ（ｅｄｉｔｉｏｎｓ　Ｓｐｒｉｎｇｅｒ）、または、“Ｍｅｔａｌ－Ｃ
ａｔａｌｙｚｅｄ　Ｃｒｏｓｓ－Ｃｏｕｐｌｉｎｇ　Ｒｅａｃｔｉｏｎｓ”，ｅｄｉｔｅ
ｄ　ｂｙ　Ａｒｍｉｎ　ｄｅ　Ｍｅｉｊｅｒｅ　ａｎｄ　Ｆｒａｎｃｏｉｓ　Ｄｉｅｄｅ
ｒｉｃｈ（ｅｄｉｔｉｏｎｓ　ＷＩＬＥＹ－ＶＣＨ）に記載のものなどの通常のカップリ
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ング反応において用いられるものである。これはスキーム２３に示されている。
【化２６】

【０１１４】
　あるいは、一定の式Ｉの化合物（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、ｍおよ
びｎは上記に定義されているとおりである）は、他の関連性の高い式Ｉ（またはその類似
体）の化合物の当業者に公知である標準的な合成技術を用いる変換により得ることが可能
である。網羅的ではないが、例としては、酸化反応、還元反応、加水分解反応、カップリ
ング反応、芳香族求核性または求電子性置換反応、求核置換反応、求核性付加反応および
ハロゲン化反応が挙げられる。
【０１１５】
　上記のスキームに記載の一定の中間体は新規のものであり、従って、本発明のさらなる
態様を構成する。
【０１１６】
　式Ｉの化合物は、農業部門および関連する使用分野において、例えば、植物有害生物ま
たは非生体材料の防除、ヒトに対して潜在的に有害である腐敗性微生物もしくは生物の防
除に係る活性成分として用いられることが可能である。新規化合物は、低施用量での優れ
た活性、植物による優れた耐容性、および、環境に対して安全であることにより際だって
優れたものである。これらはきわめて有用な治療的特性、予防的特性および浸透移行特性
を有すると共に、数多くの栽培植物の保護に用いられ得る。式Ｉの化合物は、有用な植物
の異なる作物の植物または植物の一部（果実、花、葉、茎、塊茎、根）に生じる有害生物
を阻害または駆除するために、他方では、同時に、後に成長する植物のこれらの部位をも
例えば植物病原性微生物から保護するために用いられることが可能である。
【０１１７】
　式Ｉの化合物を殺菌剤（殺真菌剤）（fungicide）として用いることも可能である。「
殺菌剤」という用語は、本明細書において用いられるところ、菌類の増殖を防除し、変更
させ、または、防止する化合物を意味する。「殺菌的に有効な量」という用語は、菌類の
増殖に効果をもたらすことが可能である、このような化合物またはこのような化合物の組
み合わせの量を意味する。防除効果または変更効果は、死滅、遅滞等などの自然の発育か
らの逸脱のすべてを含み、予防は、菌類による感染を予防するための植物におけるバリア
または他の防御形成を含む。
【０１１８】
　菌類による感染症、ならびに、土壌中で発生する植物病原性菌類に対する保護のために
、例えば果実、塊茎もしくは穀粒などの種子または植物挿穂（例えばイネ）といった植物
繁殖体を処理する粉衣剤として式Ｉの化合物を用いることも可能である。この繁殖体は、
植え付け前に式Ｉの化合物を含む組成物で処理することが可能である：例えば、種子は、
播種される前に粉衣されることが可能である。式Ｉの化合物はまた、種子を液体配合物中
に含浸させるか、または、種子を固体配合物でコーティングすることにより穀粒に適用（
コーティング）することが可能である。組成物はまた、繁殖体が植え付けられる際に植え
付け箇所に適用が可能であり、例えば、播種の最中において蒔き溝に適用が可能である。
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本発明はまた、このような植物繁殖体の処理方法、および、このようにして処理された植
物繁殖体にも関する。
【０１１９】
　さらに、本発明に係る化合物は、例えば、木材および木材系工業用製品を含む工業用材
料の保護、食品保管、衛生管理といった関連する分野における菌類の防除に用いられるこ
とが可能である。
【０１２０】
　加えて、本発明は、例えば材木、壁板および塗料といった非生体材料を真菌による作用
から保護するために用いられることが可能である。
【０１２１】
　これらを含有する式Ｉの化合物および殺菌性組成物を用いて、広範囲の真菌性植物病原
体によって引き起こされる植物病害を防除し得る。これらは、観賞用作物、芝生、野菜、
農作物、穀類および果実作物の葉病原体などの広範囲の植物病害の防除において効果的で
ある。
【０１２２】
　防除され得る、これらの病害に係る菌類および菌類媒介物、ならびに、植物病原性バク
テリアおよびウイルスは、例えば以下のとおりである。
　アブシジアコリムビフェラ（Ａｂｓｉｄｉａ　ｃｏｒｙｍｂｉｆｅｒａ）、アルテルナ
リア属の一種（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｐｐ）、アファノミセス属の一種（Ａｐｈａｎ
ｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｐ）、アスコキタ属の一種（Ａｓｃｏｃｈｙｔａ　ｓｐｐ）、Ａ．フ
ラバス（Ａ．ｆｌａｖｕｓ）、Ａ．フミガーツス（Ａ．ｆｕｍｉｇａｔｕｓ）、Ａ．ニズ
ランス（Ａ．ｎｉｄｕｌａｎｓ）、Ａ．ニガー（Ａ．ｎｉｇｅｒ）、Ａ．テルス（Ａ．ｔ
ｅｒｒｕｓ）を含むアスペルギルス属の一種（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）、Ａ
．プルランス（Ａ．ｐｕｌｌｕｌａｎｓ）を含むアウレオバシジウム属の一種（Ａｕｒｅ
ｏｂａｓｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ブラストミセスデルマチチディス（Ｂｌａｓｔｏｍｙ
ｃｅｓ　ｄｅｒｍａｔｉｔｉｄｉｓ）、ブルメリアグラミニス（Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒ
ａｍｉｎｉｓ）、ブレミアラクツカエ（Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ）、Ｂ．ドチデ
ア（Ｂ．ｄｏｔｈｉｄｅａ）、Ｂ．オブツサ（Ｂ．ｏｂｔｕｓａ）のボトリオスファエリ
ア属の一種（Ｂｏｔｒｙｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｓｐｐ．）、Ｂ．シネレア（Ｂ．ｃｉｎｅ
ｒｅａ）を含むボトリチス属の一種（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｓｐｐ．）、Ｃ．アルビカンス
（Ｃ．ａｌｂｉｃａｎｓ）、Ｃ．グラブラータ（Ｃ．ｇｌａｂｒａｔａ）、Ｃ．クルセイ
（Ｃ．ｋｒｕｓｅｉ）、Ｃ．ルシタニエ（Ｃ．ｌｕｓｉｔａｎｉａｅ）、Ｃ．パラプシロ
シス（Ｃ．ｐａｒａｐｓｉｌｏｓｉｓ）、Ｃ．トロピカリス（Ｃ．ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ
）のカンジダ属の一種（Ｃａｎｄｉｄａ　ｓｐｐ．）、セファロアスクスフラグランス（
Ｃｅｐｈａｌｏａｓｃｕｓ　ｆｒａｇｒａｎｓ）、セラトシスチス属の一種（Ｃｅｒａｔ
ｏｃｙｓｔｉｓ　ｓｐｐ）、Ｃ．アラキジコラ（Ｃ．ａｒａｃｈｉｄｉｃｏｌａ）を含む
セルコスポラ属の一種（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｐｐ．）、セルコスポリジウムペルソ
ナツム（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒｉｄｉｕｍ　ｐｅｒｓｏｎａｔｕｍ）、クラドスポリウム属
の一種（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｐ）、クラビセプスプルプレア（Ｃｌａｖｉｃ
ｅｐｓ　ｐｕｒｐｕｒｅａ）、
　コクシジオイデスイミティス（Ｃｏｃｃｉｄｉｏｉｄｅｓ　ｉｍｍｉｔｉｓ）、コクリ
オボルス属の一種（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｓｐｐ）、Ｃ．ムサエ（Ｃ．ｍｕｓａｅ
）を含むコレトトリカム属の一種（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｓｐｐ．）、
　クリプトコッカスネオフォルマンス（Ｃｒｙｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｎｅｏｆｏｒｍａｎ
ｓ）、ジアポルテ属の一種（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｓｐｐ）、ジディメラ属の一種（Ｄｉ
ｄｙｍｅｌｌａ　ｓｐｐ）、ドレックスレラ属の一種（Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ　ｓｐｐ）
、エルシノエ属の一種（Ｅｌｓｉｎｏｅ　ｓｐｐ）、
　エピデルモフィトン属の一種（Ｅｐｉｄｅｒｍｏｐｈｙｔｏｎ　ｓｐｐ）、エルウィニ
アアミロボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ）、Ｅ．シコラセアルム（Ｅ．ｃｉ
ｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ）を含むエリシフェ種（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｓｐｐ．）、
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　ユーチパラタ（Ｅｕｔｙｐａ　ｌａｔａ）、Ｆ．クルモルム（Ｆ．ｃｕｌｍｏｒｕｍ）
、Ｆ．グラミネアルム（Ｆ．ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ）、Ｆ．ラングセチエ（Ｆ．ｌａｎ
ｇｓｅｔｈｉａｅ）、Ｆ．モニリホルメ（Ｆ．ｍｏｎｉｌｉｆｏｒｍｅ）、Ｆ．オキシス
ポルム（Ｆ．ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ）、Ｆ．プロリフェラツム（Ｆ．ｐｒｏｌｉｆｅｒａｔ
ｕｍ）、Ｆ．スブグルチナンス（Ｆ．ｓｕｂｇｌｕｔｉｎａｎｓ）、Ｆ．ソラニ（Ｆ．ｓ
ｏｌａｎｉ）を含むフザリウム属の一種（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ゲーウマノミ
セスグラミニス（Ｇａｅｕｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、ギベレラフジク
ロイ（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｆｕｊｉｋｕｒｏｉ）、グロエオデスポミゲナ（Ｇｌｏｅ
ｏｄｅｓ　ｐｏｍｉｇｅｎａ）、グロエオスポリウムムサルム（Ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｕ
ｍ　ｍｕｓａｒｕｍ）、グロメレラシングレート（Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ　ｃｉｎｇｕｌ
ａｔｅ）、ガイグナルディアビドウェリイ（Ｇｕｉｇｎａｒｄｉａ　ｂｉｄｗｅｌｌｉｉ
）、ギムノスポランギウム　ジュニペリ－ヴィルギニアネ（Ｇｙｍｎｏｓｐｏｒａｎｇｉ
ｕｍ　ｊｕｎｉｐｅｒｉ－ｖｉｒｇｉｎｉａｎａｅ）、ヘルミントスポリウム属の一種（
Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｐ）、ヘミレイア属の一種（Ｈｅｍｉｌｅｉａ
　ｓｐｐ）、Ｈ．カプスラツム（Ｈ．ｃａｐｓｕｌａｔｕｍ）を含むヒストプラズマ属の
一種（Ｈｉｓｔｏｐｌａｓｍａ　ｓｐｐ．）、ラエチサリアフシホルミス（Ｌａｅｔｉｓ
ａｒｉａ　ｆｕｃｉｆｏｒｍｉｓ）、レプトグラフィウムリンドベルギ（Ｌｅｐｔｏｇｒ
ａｐｈｉｕｍ　ｌｉｎｄｂｅｒｇｉ）、レベイルラタウリカ（Ｌｅｖｅｉｌｌｕｌａ　ｔ
ａｕｒｉｃａ）、ロフォデルミウムセディチオスム（Ｌｏｐｈｏｄｅｒｍｉｕｍ　ｓｅｄ
ｉｔｉｏｓｕｍ）、コムギ赤かび病菌（Ｍｉｃｒｏｄｏｃｈｉｕｍ　ｎｉｖａｌｅ）、ミ
クロスポルム属の一種（Ｍｉｃｒｏｓｐｏｒｕｍ　ｓｐｐ）、モニリニア属の一種（Ｍｏ
ｎｉｌｉｎｉａ　ｓｐｐ）、ムコール属の一種（Ｍｕｃｏｒ　ｓｐｐ）、コムギ葉枯病菌
（Ｍ．ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ）、Ｍ．ポミ（Ｍ．ｐｏｍｉ）を含むミコスファエレラ属
の一種（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、オンコバシジウムテオブロマエオ
ン（Ｏｎｃｏｂａｓｉｄｉｕｍ　ｔｈｅｏｂｒｏｍａｅｏｎ）、オフィオストマピセエ（
Ｏｐｈｉｏｓｔｏｍａ　ｐｉｃｅａｅ）、パラコジディオイデス属の一種（Ｐａｒａｃｏ
ｃｃｉｄｉｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ）、Ｐ．ディジタツム（Ｐ．ｄｉｇｉｔａｔｕｍ）、Ｐ．
イタリクム（Ｐ．ｉｔａｌｉｃｕｍ）を含むペニシリウム属の一種（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉ
ｕｍ　ｓｐｐ．）、ペトリエリジウム属の一種（Ｐｅｔｒｉｅｌｌｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ）
、Ｐ．メイディス（Ｐ．ｍａｙｄｉｓ）、Ｐ．フィリピネンシス（Ｐ．ｐｈｉｌｉｐｐｉ
ｎｅｎｓｉｓ）およびＰ．ソルギ（Ｐ．ｓｏｒｇｈｉ）を含むペロノスクレロスポラ属の
一種（Ｐｅｒｏｎｏｓｃｌｅｒｏｓｐｏｒａ　ｓｐｐ．）、ペロノスポラ属の一種（Ｐｅ
ｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｓｐｐ）、コムギふ枯病菌（Ｐｈａｅｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｎｏｄ
ｏｒｕｍ）、ファコプソラパチリジ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）、
フェリヌスイグニアルス（Ｐｈｅｌｌｉｎｕｓ　ｉｇｎｉａｒｕｓ）、フィアロフォラ属
の一種（Ｐｈｉａｌｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ）、フォーマ属の一種（Ｐｈｏｍａ　ｓｐｐ）
、ホモプシスビティコーラ（Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ　ｖｉｔｉｃｏｌａ）、Ｐ．インフェス
タンス（Ｐ．ｉｎｆｅｓｔａｎｓ）を含むフィトフトラ属の一種（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｓｐｐ．）、Ｐ．ハルステジイ（Ｐ．ｈａｌｓｔｅｄｉｉ）、Ｐ．ビチコラ（Ｐ．
ｖｉｔｉｃｏｌａ）を含むプラスモパラ属の一種（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｓｐｐ．）、
プレオスポラ属の一種（Ｐｌｅｏｓｐｏｒａ　ｓｐｐ．）、リンゴうどんこ病菌（Ｐ．ｌ
ｅｕｃｏｔｒｉｃｈａ）を含むポドスファエラ属の一種（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｓｐ
ｐ．）、ポリミキサグラミニス（Ｐｏｌｙｍｙｘａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、ポリミキサベ
タエ（Ｐｏｌｙｍｙｘａ　ｂｅｔａｅ）、シュードセルコスポレラヘルポトリコイド（Ｐ
ｓｅｕｄｏｃｅｒｃｏｓｐｏｒｅｌｌａ　ｈｅｒｐｏｔｒｉｃｈｏｉｄｅｓ）、シュード
モナス属の一種（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｐｐ）、Ｐ．クベンシス（Ｐ．ｃｕｂｅｎ
ｓｉｓ）、Ｐ．フムリ（Ｐ．ｈｕｍｕｌｉ）を含むシュードペロノスポラ属の一種（Ｐｓ
ｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｓｐｐ．）、シュードペジザトラケイフィラ（Ｐｓｅ
ｕｄｏｐｅｚｉｚａ　ｔｒａｃｈｅｉｐｈｉｌａ）、Ｐ．ホルデイ（Ｐ．ｈｏｒｄｅｉ）
、Ｐ．レコンディタ（Ｐ．ｒｅｃｏｎｄｉｔａ）、Ｐ．ストリイホルミス（Ｐ．ｓｔｒｉ
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ｉｆｏｒｍｉｓ）、Ｐ．トリチシナ（Ｐ．ｔｒｉｔｉｃｉｎａ）を含むプッシニア属の一
種（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．）、ピレノペジザ属の一種（Ｐｙｒｅｎｏｐｅｚｉｚａ
　ｓｐｐ）、ピレノフォラ属の一種（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ）、イネいもち病
菌（Ｐ．ｏｒｙｚａｅ）を含むピリクラリア属の一種（Ｐｙｒｉｃｕｌａｒｉａ　ｓｐｐ
．）、Ｐ．ウルチムム（Ｐ．ｕｌｔｉｍｕｍ）を含むピシウム属の一種（Ｐｙｔｈｉｕｍ
　ｓｐｐ．）、ラムラリア属の一種（Ｒａｍｕｌａｒｉａ　ｓｐｐ）、リゾクトニア属の
一種（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｐｐ）、リゾムコールプシルス（Ｒｈｉｚｏｍｕｃｏ
ｒ　ｐｕｓｉｌｌｕｓ）、リゾプスアリズス（Ｒｈｉｚｏｐｕｓ　ａｒｒｈｉｚｕｓ）、
リンコスポリウム属の一種（Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｐ）、Ｓ．アピオスペ
ルムム（Ｓ．ａｐｉｏｓｐｅｒｍｕｍ）およびＳ．プロリフィカンス（Ｓ．ｐｒｏｌｉｆ
ｉｃａｎｓ）を含むセドスポリウム属の一種（Ｓｃｅｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｐ．）、
スキゾチリウムポミ（Ｓｃｈｉｚｏｔｈｙｒｉｕｍ　ｐｏｍｉ）、
　スクレロチニア属の一種（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｐｐ）、スクレロチウム属の一
種（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ　ｓｐｐ）、Ｓ．ノドルム（Ｓ．ｎｏｄｏｒｕｍ）、Ｓ．トリ
ティシ（Ｓ．ｔｒｉｔｉｃｉ）を含むセプトリア属の一種（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｓｐｐ）
、スファエロテカマクラリス（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｍａｃｕｌａｒｉｓ）、スフ
ァエロテカフスカ（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｆｕｓｃａ）（スファエロテカフリギネ
ア（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｆｕｌｉｇｉｎｅａ））、スポロトリクス属の一種（Ｓ
ｐｏｒｏｔｈｏｒｉｘ　ｓｐｐ）、スタゴノスポラノドルム（Ｓｔａｇｏｎｏｓｐｏｒａ
　ｎｏｄｏｒｕｍ）、ステムフィリウム属の一種（Ｓｔｅｍｐｈｙｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）
、ステレウムヒルスツム（Ｓｔｅｒｅｕｍ　ｈｉｒｓｕｔｕｍ）、タナテホルスククメリ
ス（Ｔｈａｎａｔｅｐｈｏｒｕｓ　ｃｕｃｕｍｅｒｉｓ）、チエラビオプシスバシコラ（
Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｂａｓｉｃｏｌａ）、チレチア属の一種（Ｔｉｌｌｅｔｉ
ａ　ｓｐｐ）、Ｔ．ハルジアヌム（Ｔ．ｈａｒｚｉａｎｕｍ）、Ｔ．シュードコニンギイ
（Ｔ．ｐｓｅｕｄｏｋｏｎｉｎｇｉｉ）、Ｔ．ヴィリデ（Ｔ．ｖｉｒｉｄｅ）を含むトリ
コデルマ属の一種（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、
　トリコフィトン属の一種（Ｔｒｉｃｈｏｐｈｙｔｏｎ　ｓｐｐ）、チフラ属の一種（Ｔ
ｙｐｈｕｌａ　ｓｐｐ）、ウンシヌラネカトル（Ｕｎｃｉｎｕｌａ　ｎｅｃａｔｏｒ）、
ウロシスチス（Ｕｒｏｃｙｓｔｉｓ　ｓｐｐ）、ウスチラゴ属の一種（Ｕｓｔｉｌａｇｏ
　ｓｐｐ）、Ｖ．イナエクアリス（Ｖ．ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ）を含むベンチュリア属の
一種（Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｓｐｐ．）、ベルチシリウム属の一種（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉ
ｕｍ　ｓｐｐ）およびキサントモナス属の一種（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｓｐｐ）。
【０１２３】
　特に、これらを含有する式Ｉの化合物および殺菌性組成物を用いて、担子菌綱（Ｂａｓ
ｉｄｉｏｍｙｃｅｔｅ）、子嚢菌綱（Ａｓｃｏｍｙｃｅｔｅ）、卵菌綱（Ｏｏｍｙｃｅｔ
ｅ）および／または不完全菌類、ブラソクラディオマイセート（Ｂｌａｓｏｃｌａｄｉｏ
ｍｙｃｅｔｅ）、ツボカビ綱（Ｃｈｒｙｔｉｄｉｏｍｙｃｅｔｅ）、グロムス門（Ｇｌｏ
ｍｅｒｏｍｙｃｅｔｅ）および／またはケカビ綱（Ｍｕｃｏｒｏｍｙｃｅｔｅ）における
広範囲の菌性植物病原体によって引き起こされる植物病害を防除し得る。
【０１２４】
　これらの病原体としては以下が挙げられ得る。
　卵菌綱（Ｏｏｍｙｃｅｔｅ）であって、以下を含む。フィトフトラカプシシ（Ｐｈｙｔ
ｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ）、フィトフトラインフェスタンス（Ｐｈｙｔｏｐｈ
ｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ）、フィトフトラソヤエ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　
ｓｏｊａｅ）、フィトフトラフラガリエ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｆｒａｇａｒｉａ
ｅ）、フィトフトラニコチアネ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ）、
フィトフトラシンナモミ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃｉｎｎａｍｏｍｉ）、フィトフ
トラシトリコラ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃｉｔｒｉｃｏｌａ）、フィトフトラシト
ロフトラ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃｉｔｒｏｐｈｔｈｏｒａ）およびフィトフトラ
エリトロセプチカ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｅｒｙｔｈｒｏｓｅｐｔｉｃａ）によっ
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て引き起こされるものなどのフィトフトラ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ）病害；ピシウム
アファニデルマツム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ）、ピシウムアレ
ノマネス（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｒｒｈｅｎｏｍａｎｅｓ）、ピシウムグラミニコラ（Ｐｙ
ｔｈｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ）、ピシウムイレグラレ（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒ
ｅｇｕｌａｒｅ）およびピシウムウルチマム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ）によっ
て引き起こされるものなどのピシウム（Ｐｙｔｈｉｕｍ）病害；ペロノスポラデストルク
トル（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、ペロノスポラパラシティカ（
Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｐａｒａｓｉｔｉｃａ）、プラズモパラビチコーラ（Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ）、プラズモパラハルステジイ（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ
　ｈａｌｓｔｅｄｉｉ）、シュードペロノスポラクベンシス（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏ
ｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ）、アルブゴカンジダ（Ａｌｂｕｇｏ　ｃａｎｄｉｄａ）
、スクレログトラマクロスポラ（Ｓｃｌｅｒｏｐｈｔｈｏｒａ　ｍａｃｒｏｓｐｏｒａ）
およびブレミアラクツカエ（Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ）などのツユカビ目（Ｐｅ
ｒｏｎｏｓｐｏｒａｌｅｓ）によって引き起こされる病害；ならびに、アファノミセスコ
クリオイデス（Ａｐｈａｎｏｍｙｃｅｓ　ｃｏｃｈｌｉｏｉｄｅｓ）、ラビリンツラゾス
テラエ（Ｌａｂｙｒｉｎｔｈｕｌａ　ｚｏｓｔｅｒａｅ）、ペロノスクレロスポラソルギ
（Ｐｅｒｏｎｏｓｃｌｅｒｏｓｐｏｒａ　ｓｏｒｇｈｉ）およびスクレロスポラグラミニ
コラ（Ｓｃｌｅｒｏｓｐｏｒａ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ）などの他のもの。
【０１２５】
　子嚢菌綱（Ａｓｃｏｍｙｃｅｔｅｓ）であって、例えば、ステムフィリウムソラニ（Ｓ
ｔｅｍｐｈｙｌｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ）、スタゴノスポラタイナネンシス（Ｓｔａｇｏｎ
ｏｓｐｏｒａ　ｔａｉｎａｎｅｎｓｉｓ）、スピロカエアオレアギネア（Ｓｐｉｌｏｃａ
ｅａ　ｏｌｅａｇｉｎｅａ）、セトスファエリアツルシカ（Ｓｅｔｏｓｐｈａｅｒｉａ　
ｔｕｒｃｉｃａ）、ピレノカエタリコペリシチ（Ｐｙｒｅｎｏｃｈａｅｔａ　ｌｙｃｏｐ
ｅｒｉｓｉｃｉ）、プレオスポラヘルバルム（Ｐｌｅｏｓｐｏｒａ　ｈｅｒｂａｒｕｍ）
、フォマデストルクティバ（Ｐｈｏｍａ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｉｖａ）、ファエオスファエ
リアヘルポトリコイデス（Ｐｈａｅｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｈｅｒｐｏｔｒｉｃｈｏｉｄｅ
ｓ）、ファエオクリプトクスガエウマンニイ（Ｐｈａｅｏｃｒｙｐｔｏｃｕｓ　ｇａｅｕ
ｍａｎｎｉｉ）、オフィオスファエレラグラミニコラ（Ｏｐｈｉｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ
　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ）、オフィボルスグラミニス（Ｏｐｈｉｏｂｏｌｕｓ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｓ）、レプトスファエリアマクランス（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｍａｃｕ
ｌａｎｓ）、ヘンデルソニアクレベリマ（Ｈｅｎｄｅｒｓｏｎｉａ　ｃｒｅｂｅｒｒｉｍ
ａ）、ヘルミントスポリウムトリティシレペンティス（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕ
ｍ　ｔｒｉｔｉｃｉｒｅｐｅｎｔｉｓ）、セトスファエリアツルシカ（Ｓｅｔｏｓｐｈａ
ｅｒｉａ　ｔｕｒｃｉｃａ）、ドレックスレラグリシネス（Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ　ｇｌ
ｙｃｉｎｅｓ）、ジディメラブリオニエ（Ｄｉｄｙｍｅｌｌａ　ｂｒｙｏｎｉａｅ）、シ
クロコニウムオレアギネウム（Ｃｙｃｌｏｃｏｎｉｕｍ　ｏｌｅａｇｉｎｅｕｍ）、コリ
ネスポラカッシイコラ（Ｃｏｒｙｎｅｓｐｏｒａ　ｃａｓｓｉｉｃｏｌａ）、コクリオボ
ルスサチブス（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｓａｔｉｖｕｓ）、ビポラリスカクティボラ
（Ｂｉｐｏｌａｒｉｓ　ｃａｃｔｉｖｏｒａ）、リンゴ黒星病菌（Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉ
ｎａｅｑｕａｌｉｓ）、ピレノホラテレス（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｔｅｒｅｓ）、コ
ムギ黄斑病菌（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｔｒｉｔｉｃｉ－ｒｅｐｅｎｔｉｓ）、アルテ
ルナリアアルテナタ（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ａｌｔｅｒｎａｔａ）、アルテルナリアブ
ラッシシコラ（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｂｒａｓｓｉｃｉｃｏｌａ）、アルテルナリアソ
ラニ（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ）およびアルテルナリアトマトフィラ（Ａｌ
ｔｅｒｎａｒｉａ　ｔｏｍａｔｏｐｈｉｌａ）などのプレオスポラ目（Ｐｌｅｏｓｐｏｒ
ａｌｅｓ）；セプトリアトリティシ（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、セプトリア
ノドルム（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）、セプトリアグリシネス（Ｓｅｐｔｏｒ
ｉａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、セルコスポラアラキディコーラ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ａ
ｒａｃｈｉｄｉｃｏｌａ）、セルコスポラソジナ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ
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）、セルコスポラセアエマイディス（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｚｅａｅ－ｍａｙｄｉｓ）
、セルコスポレラカプセラエ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒｅｌｌａ　ｃａｐｓｅｌｌａｅ）およ
びセルコスポレラヘルポトリコイデス（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒｅｌｌａ　ｈｅｒｐｏｔｒｉ
ｃｈｏｉｄｅｓ）などのカプノディウム目（Ｃａｐｎｏｄｉａｌｅｓ）；クラドスポリウ
ムカルポフィルム（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｃａｒｐｏｐｈｉｌｕｍ）、クラドスポ
リウムエフスム（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｅｆｆｕｓｕｍ）、パッサロラフルバ（Ｐ
ａｓｓａｌｏｒａ　ｆｕｌｖａ）、クラドスポリウムオキシスポルム（Ｃｌａｄｏｓｐｏ
ｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ）、ドチストロマッセプトスポルム（Ｄｏｔｈｉｓｔｒｏ
ｍａ　ｓｅｐｔｏｓｐｏｒｕｍ）、イサリオプシスクラビスポラ（Ｉｓａｒｉｏｐｓｉｓ
　ｃｌａｖｉｓｐｏｒａ）、マイコスファエレラフィジエンシス（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒ
ｅｌｌａ　ｆｉｊｉｅｎｓｉｓ）、コムギ葉枯病菌（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｇ
ｒａｍｉｎｉｃｏｌａ）、マイコベロシエラコエプケイイ（Ｍｙｃｏｖｅｌｌｏｓｉｅｌ
ｌａ　ｋｏｅｐｋｅｉｉ）、ファエオイサリオプシスバタチコラ（Ｐｈａｅｏｉｓａｒｉ
ｏｐｓｉｓ　ｂａｔａｔｉｃｏｌａ）、シュードセルコスポラビチス（Ｐｓｅｕｄｏｃｅ
ｒｃｏｓｐｏｒａ　ｖｉｔｉｓ）、シュードセルコスポレラヘルポトリコイド（Ｐｓｅｕ
ｄｏｃｅｒｃｏｓｐｏｒｅｌｌａ　ｈｅｒｐｏｔｒｉｃｈｏｉｄｅｓ）、ラムラリアベチ
コラ（Ｒａｍｕｌａｒｉａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ）、ラムラリアコロシグニ（Ｒａｍｕｌａ
ｒｉａ　ｃｏｌｌｏ－ｃｙｇｎｉ）、ゲーウマノミセスグラミニス（Ｇａｅｕｍａｎｎｏ
ｍｙｃｅｓ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、マグナポルテグリセア（Ｍａｇｎａｐｏｒｔｈｅ　ｇ
ｒｉｓｅａ）、イネいもち病菌（Ｐｙｒｉｃｕｌａｒｉａ　ｏｒｙｚａｅ）などのマグナ
ポルテ目（Ｍａｇｎａｐｏｒｔｈａｌｅｓ）；アニソグラマアノマラ（Ａｎｉｓｏｇｒａ
ｍｍａ　ａｎｏｍａｌａ）、アピオグノモニアエラブンダ（Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　
ｅｒｒａｂｕｎｄａ）、サイトスポラプラタニ（Ｃｙｔｏｓｐｏｒａ　ｐｌａｔａｎｉ）
、ジアポルテファセオロルム（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｐｈａｓｅｏｌｏｒｕｍ）、ディス
クラデストルクティバ（Ｄｉｓｃｕｌａ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｉｖａ）、グノモニアフルク
ティコーラ（Ｇｎｏｍｏｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ）、グリネリアウビコーラ（Ｇｒ
ｅｅｎｅｒｉａ　ｕｖｉｃｏｌａ）、メランコニウムジュグランディヌム（Ｍｅｌａｎｃ
ｏｎｉｕｍ　ｊｕｇｌａｎｄｉｎｕｍ）、ホモプシスビティコーラ（Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ
　ｖｉｔｉｃｏｌａ）、シロコッカスクラビギグネンティ－ジュグランダセアラム（Ｓｉ
ｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｃｌａｖｉｇｉｇｎｅｎｔｉ－ｊｕｇｌａｎｄａｃｅａｒｕｍ）、ツ
バキアドリイナ（Ｔｕｂａｋｉａ　ｄｒｙｉｎａ）、ディカルペラ属の一種（Ｄｉｃａｒ
ｐｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、バルサセラトスペルマ（Ｖａｌｓａ　ｃｅｒａｔｏｓｐｅｒｍ
ａ）などのジアポルテ目（Ｄｉａｐｏｒｔｈａｌｅｓ）；ならびに、アクチノチリウムグ
ラミニス（Ａｃｔｉｎｏｔｈｙｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、アスコキタピシ（Ａｓｃ
ｏｃｈｙｔａ　ｐｉｓｉ）、アスペルギルスフラブス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａ
ｖｕｓ）、アスペルギルスフミガーツス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｕｍｉｇａｔｕｓ
）、アスペルギルスニズランス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｎｉｄｕｌａｎｓ）、アスペ
リスポリウムカリカエ（Ａｓｐｅｒｉｓｐｏｒｉｕｍ　ｃａｒｉｃａｅ）、ブルメリエラ
ジャアピイ（Ｂｌｕｍｅｒｉｅｌｌａ　ｊａａｐｉｉ）、カンジダ属の一種（Ｃａｎｄｉ
ｄａ　ｓｐｐ．）、カプノジウムラモスム（Ｃａｐｎｏｄｉｕｍ　ｒａｍｏｓｕｍ）、セ
ファロアスクス属の一種（Ｃｅｐｈａｌｏａｓｃｕｓ　ｓｐｐ．）、セファロスポリウム
グラミネウム（Ｃｅｐｈａｌｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅｕｍ）、セラトシスティ
スパラドクサ（Ｃｅｒａｔｏｃｙｓｔｉｓ　ｐａｒａｄｏｘａ）、キトミウム属の一種（
Ｃｈａｅｔｏｍｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ヒメノシフスシュードアルビヅス（Ｈｙｍｅｎｏｓ
ｃｙｐｈｕｓ　ｐｓｅｕｄｏａｌｂｉｄｕｓ）、コッシディオイデス属の一種（Ｃｏｃｃ
ｉｄｉｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、シリンドロスポリウムパディ（Ｃｙｌｉｎｄｒｏｓｐｏ
ｒｉｕｍ　ｐａｄｉ）、ジプロカルポンマラエ（Ｄｉｐｌｏｃａｒｐｏｎ　ｍａｌａｅ）
、ドレパノペジザカンペストリス（Ｄｒｅｐａｎｏｐｅｚｉｚａ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ
）、エルシノエアンペリナ（Ｅｌｓｉｎｏｅ　ａｍｐｅｌｉｎａ）、エピコッカムニグラ
ム（Ｅｐｉｃｏｃｃｕｍ　ｎｉｇｒｕｍ）、エピデルモフィトン属の一種（Ｅｐｉｄｅｒ
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ｍｏｐｈｙｔｏｎ　ｓｐｐ．）、ユーチパラタ（Ｅｕｔｙｐａ　ｌａｔａ）、ゲオトリク
ムカンジズム（Ｇｅｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃａｎｄｉｄｕｍ）、ギベリナセレアリス（Ｇｉ
ｂｅｌｌｉｎａ　ｃｅｒｅａｌｉｓ）、グロエオセルコスポラソルギ（Ｇｌｏｅｏｃｅｒ
ｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｒｇｈｉ）、グロエオデスポミゲナ（Ｇｌｏｅｏｄｅｓ　ｐｏｍｉ
ｇｅｎａ）、グロエオスポリウムペレナンス（Ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｐｅｒｅｎｎ
ａｎｓ）などの他のものによって引き起こされるものといった汚斑病、斑点病、イモチ病
または胴枯れ病および／または腐敗病；グロエオチニアテムレンタ（Ｇｌｏｅｏｔｉｎｉ
ａ　ｔｅｍｕｌｅｎｔａ）、グリフォスパエリアコルチコラ（Ｇｒｉｐｈｏｓｐａｅｒｉ
ａ　ｃｏｒｔｉｃｏｌａ）、カバチエラリニ（Ｋａｂａｔｉｅｌｌａ　ｌｉｎｉ）、レプ
トグラフィウムミクロスポルム（Ｌｅｐｔｏｇｒａｐｈｉｕｍ　ｍｉｃｒｏｓｐｏｒｕｍ
）、レプトスファエルリニアクラッスアスカ（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｕｌｉｎｉａ　ｃ
ｒａｓｓｉａｓｃａ）、ロフォデルミウムセディチオスム（Ｌｏｐｈｏｄｅｒｍｉｕｍ　
ｓｅｄｉｔｉｏｓｕｍ）、マルソニナグラミニコラ（Ｍａｒｓｓｏｎｉｎａ　ｇｒａｍｉ
ｎｉｃｏｌａ）、コムギ赤かび病菌（Ｍｉｃｒｏｄｏｃｈｉｕｍ　ｎｉｖａｌｅ）、モニ
リニアフルクティコーラ（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ）、モノグラフェ
ラアルベセンス（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ　ａｌｂｅｓｃｅｎｓ）、モノスポラスク
スカノンバルス（Ｍｏｎｏｓｐｏｒａｓｃｕｓ　ｃａｎｎｏｎｂａｌｌｕｓ）、ナエマシ
クルス属の一種（Ｎａｅｍａｃｙｃｌｕｓ　ｓｐｐ．）、オフィオストマノボウルミ（Ｏ
ｐｈｉｏｓｔｏｍａｎｏｖｏ－ｕｌｍｉ）、パラコシジオイデスブラジリエンシス（Ｐａ
ｒａｃｏｃｃｉｄｉｏｉｄｅｓ　ｂｒａｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、ペニシリウムエクソパン
スム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｅｘｐａｎｓｕｍ）、ペスタロチアロドデンドリ（Ｐｅ
ｓｔａｌｏｔｉａ　ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｉ）、ペトリエリジウム属の一種（Ｐｅｔｒｉ
ｅｌｌｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ペジクラ属の一種（Ｐｅｚｉｃｕｌａ　ｓｐｐ．）、フ
ィアロホラグレガタ（Ｐｈｉａｌｏｐｈｏｒａ　ｇｒｅｇａｔａ）、フィラコラポミゲナ
（Ｐｈｙｌｌａｃｈｏｒａ　ｐｏｍｉｇｅｎａ）、フィマトトリクムオムニボラ（Ｐｈｙ
ｍａｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｏｍｎｉｖｏｒａ）、フィサロスポラアブディタ（Ｐｈｙｓａ
ｌｏｓｐｏｒａ　ａｂｄｉｔａ）、プレクトスポリウムタバシヌム（Ｐｌｅｃｔｏｓｐｏ
ｒｉｕｍ　ｔａｂａｃｉｎｕｍ）、ポリシタルムプスツランス（Ｐｏｌｙｓｃｙｔａｌｕ
ｍ　ｐｕｓｔｕｌａｎｓ）、シュードペジザメディカギニス（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｚｉｚａ
　ｍｅｄｉｃａｇｉｎｉｓ）、ピレノペジザブラッシカエ（Ｐｙｒｅｎｏｐｅｚｉｚａ　
ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、ラムリスポラソルギ（Ｒａｍｕｌｉｓｐｏｒａ　ｓｏｒｇｈｉ）
、ラブドクリンシュードツガエ（Ｒｈａｂｄｏｃｌｉｎｅ　ｐｓｅｕｄｏｔｓｕｇａｅ）
、リンコスポリウムセカリス（Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｅｃａｌｉｓ）、イネ
葉しょう腐敗病菌（Ｓａｃｒｏｃｌａｄｉｕｍ　ｏｒｙｚａｅ）、スケドスポリウム属の
一種（Ｓｃｅｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｐ．）、スキゾチリウムポミ（Ｓｃｈｉｚｏｔｈ
ｙｒｉｕｍ　ｐｏｍｉ）、スクレロチニアスクレロティオルム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ
　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕｍ）、スクレロチニアミノル（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｍｉ
ｎｏｒ）；スクレロチウム属の一種（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ　ｓｐｐ）、チフライシカリ
エンシス（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｉｓｈｉｋａｒｉｅｎｓｉｓ）、セイマトスポリウムマリエ
（Ｓｅｉｍａｔｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｍａｒｉａｅ）、レプテウチパクプレッシ（Ｌｅｐｔ
ｅｕｔｙｐａ　ｃｕｐｒｅｓｓｉ）、セプトシタルボルム（Ｓｅｐｔｏｃｙｔａ　ｒｕｂ
ｏｒｕｍ）、スファセロマペルセー（Ｓｐｈａｃｅｌｏｍａ　ｐｅｒｓｅａｅ）、スポロ
ネマファシディオイデス（Ｓｐｏｒｏｎｅｍａ　ｐｈａｃｉｄｉｏｉｄｅｓ）、スティグ
ミナパルミボラ（Ｓｔｉｇｍｉｎａ　ｐａｌｍｉｖｏｒａ）、タペシアヤルンデ（Ｔａｐ
ｅｓｉａ　ｙａｌｌｕｎｄａｅ）、タフリナブラタ（Ｔａｐｈｒｉｎａ　ｂｕｌｌａｔａ
）、チエビオプシスバシコラ（Ｔｈｉｅｌｖｉｏｐｓｉｓ　ｂａｓｉｃｏｌａ）、トリコ
セプトリアグルクチゲナ（Ｔｒｉｃｈｏｓｅｐｔｏｒｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａ）、ジ
ゴ
フィアラジャミセンシス（Ｚｙｇｏｐｈｉａｌａ　ｊａｍａｉｃｅｎｓｉｓ）；例えばブ
ルメリアグラミニス（Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、エリシフェポリゴニ（Ｅ
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ｒｙｓｉｐｈｅ　ｐｏｌｙｇｏｎｉ）、ウンシヌラネカトル（Ｕｎｃｉｎｕｌａ　ｎｅｃ
ａｔｏｒ）、スファエロテカフリゲナ（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｆｕｌｉｇｅｎａ）
、リンゴうどんこ病菌（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｌｅｕｃｏｔｒｉｃｈａ）、ポドスパ
エラマクラリス（Ｐｏｄｏｓｐａｅｒａ　ｍａｃｕｌａｒｉｓ）、ゴロビノマイセスシコ
ラセルム（Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ）、レベイルラタ
ウリカ（Ｌｅｖｅｉｌｌｕｌａ　ｔａｕｒｉｃａ）、ミクロスファエラディフッサ（Ｍｉ
ｃｒｏｓｐｈａｅｒａ　ｄｉｆｆｕｓａ）、オイディオプシスゴッシピイ（Ｏｉｄｉｏｐ
ｓｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）、フィラクチニアグッタタ（Ｐｈｙｌｌａｃｔｉｎｉａ　ｇ
ｕｔｔａｔａ）およびオイジウムアラキディス（Ｏｉｄｉｕｍ　ａｒａｃｈｉｄｉｓ）な
どのウドンコカビ目（Ｅｒｙｓｉｐｈａｌｅｓ）によって引き起こされるものといったウ
ドンコ病病害；例えばドチオレラアロマチカ（Ｄｏｔｈｉｏｒｅｌｌａ　ａｒｏｍａｔｉ
ｃａ）、ジプロディアセリアタ（Ｄｉｐｌｏｄｉａ　ｓｅｒｉａｔａ）、ガイグナルディ
アビドウェリイ（Ｇｕｉｇｎａｒｄｉａ　ｂｉｄｗｅｌｌｉｉ）、ボトリチスシネレア（
Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）、ボトリオチニアアリイ（Ｂｏｔｒｙｏｔｉｎｉａ
　ａｌｌｉｉ）、ボトリオチニアファビ（Ｂｏｔｒｙｏｔｉｎｉａ　ｆａｂａｅ）、フシ
コクムアミグダリ（Ｆｕｓｉｃｏｃｃｕｍ　ａｍｙｇｄａｌｉ）、ラシオジプロディアテ
オブロマエ（Ｌａｓｉｏｄｉｐｌｏｄｉａ　ｔｈｅｏｂｒｏｍａｅ）、マクロフォーマテ
イコラ（Ｍａｃｒｏｐｈｏｍａ　ｔｈｅｉｃｏｌａ）、マクロフォミナファセオリナ（Ｍ
ａｃｒｏｐｈｏｍｉｎａ　ｐｈａｓｅｏｌｉｎａ）、フィロスティクタククルビタセアル
ム（Ｐｈｙｌｌｏｓｔｉｃｔａ　ｃｕｃｕｒｂｉｔａｃｅａｒｕｍ）などのボトリオスフ
ェリア目（Ｂｏｔｒｙｏｓｐｈａｅｒｉａｌｅｓ）によって引き起こされるものといった
かび類；例えばコレトトリカムグロエオスポリオイデス（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ
　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｉｄｅｓ）、コレトトリカムラゲナリウム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔ
ｒｉｃｈｕｍ　ｌａｇｅｎａｒｉｕｍ）、コレトトリカムゴッシピイ（Ｃｏｌｌｅｔｏｔ
ｒｉｃｈｕｍ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）、グロメレラシングラタ（Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ　ｃ
ｉｎｇｕｌａｔａ）およびコレトトリカムグラミニコラ（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ
　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ）などのグロメレラレス属（Ｇｌｏｍｍｅｒｅｌａｌｅｓ）に
よって引き起こされるものといった炭疽病；ならびに、例えばアクレモニウムストリクツ
ム（Ａｃｒｅｍｏｎｉｕｍ　ｓｔｒｉｃｔｕｍ）、クラビセプスプルプレア（Ｃｌａｖｉ
ｃｅｐｓ　ｐｕｒｐｕｒｅａ）、フザリウムクルモルム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｃｕｌｍｏ
ｒｕｍ）、フザリウムグラミネアルム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ）、
フザリウムビルグリホルメ（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｖｉｒｇｕｌｉｆｏｒｍｅ）、フザリウ
ムオキシスポルム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ）、フザリウムスブグルチナ
ンス（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｕｂｇｌｕｔｉｎａｎｓ）、フザリウムオキシスポルム（Ｆ
ｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ　ｆ．ｓｐ．ｃｕｂｅｎｓｅ）、ゲルラキアニバレ
（Ｇｅｒｌａｃｈｉａ　ｎｉｖａｌｅ）、ギベレラフジクロイ（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　
ｆｕｊｉｋｕｒｏｉ）、ギベレラゼアエ（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ）、グリオク
ラジウム属の一種（Ｇｌｉｏｃｌａｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ミロテシウムベルカリア（Ｍ
ｙｒｏｔｈｅｃｉｕｍ　ｖｅｒｒｕｃａｒｉａ）、ネクトリアラムラライエ（Ｎｅｃｔｒ
ｉａ　ｒａｍｕｌａｒｉａｅ）、トリコデルマビリデ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｖｉｒ
ｉｄｅ）、トリコテシウムロセウム（Ｔｒｉｃｈｏｔｈｅｃｉｕｍ　ｒｏｓｅｕｍ）およ
びベルチシリウムテオブロマエ（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｔｈｅｏｂｒｏｍａｅ）な
どの肉座菌目（Ｈｙｐｏｃｒｅａｌｅｓ）によって引き起こされるものといった萎凋病ま
たは胴枯れ病。
【０１２６】
　例えばウスチラギノイデアビレンス（Ｕｓｔｉｌａｇｉｎｏｉｄｅａ　ｖｉｒｅｎｓ）
、ウスチラゴヌダ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｎｕｄａ）、ウスチラゴトリティシ（Ｕｓｔｉｌ
ａｇｏ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、ウスチラゴゼアエ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｚｅａｅ）などのク
ロボキン目（Ｕｓｔｉｌａｇｉｎａｌｅｓ）によって引き起こされるものといった黒穂病
菌を含む担子菌綱（Ｂａｓｉｄｉｏｍｙｃｅｔｅ）、例えばセロテリウムフィチ（Ｃｅｒ
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ｏｔｅｌｉｕｍ　ｆｉｃｉ）、クリソミクサアルクトスタフィリ（Ｃｈｒｙｓｏｍｙｘａ
　ａｒｃｔｏｓｔａｐｈｙｌｉ）、コレオスポリウムイポモエアエ（Ｃｏｌｅｏｓｐｏｒ
ｉｕｍ　ｉｐｏｍｏｅａｅ）、ヘミレイアバスタトリクス（Ｈｅｍｉｌｅｉａ　ｖａｓｔ
ａｔｒｉｘ）、プッシニアアラキディス（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ａｒａｃｈｉｄｉｓ）、プ
ッシニアカカバタ（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｃａｃａｂａｔａ）、プッシニアグラミニス（Ｐ
ｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、プッシニアレコンディタ（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒ
ｅｃｏｎｄｉｔａ）、プッシニアソルギ（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｏｒｇｈｉ）、プッシニ
アホルデイ（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｈｏｒｄｅｉ）、プッシニアストリイフォルミス（Ｐｕ
ｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ　ｆ．ｓｐ．Ｈｏｒｄｅｉ）、プッシニアストリ
イフォルミス（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ　ｆ．ｓｐ．Ｓｅｃａｌｉｓ
）、プッシニアストルムコリリ（Ｐｕｃｃｉｎｉａｓｔｒｕｍ　ｃｏｒｙｌｉ）などのサ
ビキン目（Ｐｕｃｃｉｎｉａｌｅｓ）、または、クロナルチウムリビコラ（Ｃｒｏｎａｒ
ｔｉｕｍ　ｒｉｂｉｃｏｌａ）、ジムノスポランギウムジュニペリ－ビジニアネ（Ｇｙｍ
ｎｏｓｐｏｒａｎｇｉｕｍ　ｊｕｎｉｐｅｒｉ－ｖｉｇｉｎｉａｎａｅ）、メランプソラ
メデュサエ（Ｍｅｌａｍｐｓｏｒａ　ｍｅｄｕｓａｅ）、ファコプソラパチリジ（Ｐｈａ
ｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）、フラグミジウムムクロナツム（Ｐｈｒａｇｍ
ｉｄｉｕｍ　ｍｕｃｒｏｎａｔｕｍ）、フィソペラアンペロシディス（Ｐｈｙｓｏｐｅｌ
ｌａ　ａｍｐｅｌｏｓｉｄｉｓ）、トランスケリアディスコロル（Ｔｒａｎｚｓｃｈｅｌ
ｉａ　ｄｉｓｃｏｌｏｒ）およびウロマイセスビシエ－ファビエ（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ　ｖ
ｉｃｉａｅ－ｆａｂａｅ）などのサビキン目（Ｕｒｅｄｉｎａｌｅｓ）によって引き起こ
されるものといったサビ病菌；ならびに、クリプトコックス属の一種（Ｃｒｙｐｔｏｃｏ
ｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、エクソバシジウムベクサンス（Ｅｘｏｂａｓｉｄｉｕｍ　ｖｅｘ
ａｎｓ）、マラスミエルスイノデルマ（Ｍａｒａｓｍｉｅｌｌｕｓ　ｉｎｏｄｅｒｍａ）
、マイセナ属の一種（Ｍｙｃｅｎａ　ｓｐｐ．）、スファセロテカレイリアナ（Ｓｐｈａ
ｃｅｌｏｔｈｅｃａ　ｒｅｉｌｉａｎａ）、チフライシカリエンシス（Ｔｙｐｈｕｌａ　
ｉｓｈｉｋａｒｉｅｎｓｉｓ）、ウロシスチスアグロピリ（Ｕｒｏｃｙｓｔｉｓ　ａｇｒ
ｏｐｙｒｉ）、イテルソニリアペルプレキサンス（Ｉｔｅｒｓｏｎｉｌｉａ　ｐｅｒｐｌ
ｅｘａｎｓ）、クルチシウムインビスム（Ｃｏｒｔｉｃｉｕｍ　ｉｎｖｉｓｕｍ）、ラエ
チサリアフシホルミス（Ｌａｅｔｉｓａｒｉａ　ｆｕｃｉｆｏｒｍｉｓ）、ワイテアシル
シナタ（Ｗａｉｔｅａ　ｃｉｒｃｉｎａｔａ）、イネ紋枯病菌（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ
　ｓｏｌａｎｉ）、テンサイ根腐病菌（Ｔｈａｎｅｔｅｐｈｏｒｕｓ　ｃｕｃｕｒｍｅｒ
ｉｓ）、エンチロマダリアエ（Ｅｎｔｙｌｏｍａ　ｄａｈｌｉａｅ）、エンチロメラミク
ロスポラ（Ｅｎｔｙｌｏｍｅｌｌａ　ｍｉｃｒｏｓｐｏｒａ）、ネオボシアモリニアエ（
Ｎｅｏｖｏｓｓｉａ　ｍｏｌｉｎｉａｅ）およびチレチアカリエス（Ｔｉｌｌｅｔｉａ　
ｃａｒｉｅｓ）によって引き起こされるものなどの他の腐敗病および病害。
【０１２７】
　フィソデルママイディス（Ｐｈｙｓｏｄｅｒｍａ　ｍａｙｄｉｓ）などのコウマクノウ
キン目（Ｂｌａｓｔｏｃｌａｄｉｏｍｙｃｅｔｅｓ）。
【０１２８】
　コアネフォラククリビタルム（Ｃｈｏａｎｅｐｈｏｒａ　ｃｕｃｕｒｂｉｔａｒｕｍ）
；ムコール属の一種（Ｍｕｃｏｒ　ｓｐｐ．）；リゾプスアルヒズス（Ｒｈｉｚｏｐｕｓ
　ａｒｒｈｉｚｕｓ）などのケカビ綱（Ｍｕｃｏｒｏｍｙｃｅｔｅｓ）。
　ならびに、上記に列挙されているものと近縁の他の種および属によって引き起こされる
病害。
【０１２９】
　その殺菌活性に追加して、化合物およびこれらを含む組成物はまた、エルウィニアアミ
ロボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ）、エルウィニアカラトボラ（Ｅｒｗｉｎ
ｉａ　ｃａｒａｔｏｖｏｒａ）、キサントモナスカムペストリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａ
ｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）、シュードモナスシリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓ
ｙｒｉｎｇａｅ）、ストルプトマイセススカビイス（Ｓｔｒｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｃａｂ
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ｉｅｓ）などのバクテリアおよび他の関連する種、ならびに、一定の原生動物に対する活
性を有し得る。
【０１３０】
　本発明の範囲内においては、保護されるべき標的作物および／または有用な植物は、典
型的には、例えばブラックベリー、ブルーベリー、クランベリー、ラズベリーおよびイチ
ゴといった液果植物；例えばオオムギ、トウモロコシ（コーン）、キビ、カラスムギ、イ
ネ、ライ麦、モロコシ属（ｓｏｒｇｈｕｍ）ライコムギおよびコムギといった穀類；例え
ば綿、亜麻、アサ、ジュートおよびサイザルといった繊維植物；例えば糖質および飼料ビ
ート、コーヒー、ホップ、マスタード、アブラナ（カノーラ）、ケシ、サトウキビ、ヒマ
ワリ、チャおよびタバコといった農作物；例えばリンゴ、アンズ、アボカド、バナナ、サ
クランボ、柑橘類、ネクタリン、モモ、セイヨウナシおよびセイヨウスモモといった果樹
；例えばバミューダグラス、イチゴツナギ、ベントグラス、センチピードグラス、ウシノ
ケグサ、ライグラス、アメリカシバおよびノシバといった草；バジル、ルリジサ、チャイ
ブ、コリアンダー、ラベンダー、ラベージ、ミント、オレガノ、パセリ、ローズマリー、
セージおよびタイムなどのハーブ；例えばインゲンマメ、レンズマメ、エンドウマメおよ
びダイズ、インゲンマメといったマメ科植物；例えばアーモンド、カシュー、落花生、ヘ
ーゼルナッツ、ピーナッツ、ペカン、ピスタチオおよびクルミといった堅果；例えばアブ
ラヤシといったヤシ；例えば花、低木および高木といった観賞用植物；例えばカカオ、コ
コナツ、オリーヴおよびゴムといった他の高木；例えばアスパラガス、ナス、ブロッコリ
、キャベツ、ニンジン、キュウリ、ニンニク、レタス、ペポカボチャ、メロン、オクラ、
タマネギ、コショウ、ジャガイモ、カボチャ、ダイオウ、ホウレンソウおよびトマトとい
った野菜；ならびに、例えばブドウといったつる植物などの多年生および１年生作物を含
む。
【０１３１】
　本発明に係る有用な植物および／または標的作物は、例えば、昆虫抵抗性（例えばＢｔ
．およびＶＩＰ品種）ならびに病害抵抗性、除草剤耐性（商品名ＲｏｕｎｄｕｐＲｅａｄ
ｙ（登録商標）およびＬｉｂｅｒｔｙＬｉｎｋ（登録商標）で市販されている例えばグリ
ホサート－およびグルホシネート－耐性トウモロコシ品種）および線虫抵抗性品種などの
従来の品種、ならびに、遺伝子的に強化または遺伝子操作された品種を含む。一例として
、好適に遺伝子的に強化または遺伝子操作された品種は、Ｓｔｏｎｅｖｉｌｌｅ　５５９
９ＢＲ綿およびＳｔｏｎｅｖｉｌｌｅ　４８９２ＢＲ綿品種を含む。
【０１３２】
　「有用な植物」および／または「標的作物」という用語は、従来の交配または遺伝子操
作方法によって、ブロモキシニルのような除草剤、または、ある分類の除草剤（例えば、
ＨＰＰＤ抑制剤、ＡＬＳ抑制剤、例えばプリミスルフロン、プロスルフロンおよびトリフ
ロキシスルフロン、ＥＰＳＰＳ（５－エノール－ピロビル－シキメート－３－リン酸塩－
シンターゼ）抑制剤、ＧＳ（グルタミンシンテターゼ）抑制剤またはＰＰＯ（プロトポル
フィリノーゲン－オキシダーゼ）抑制剤など）に対する耐性がもたらされた有用な植物を
も含むと理解されるべきである。従来の交配方法（突然変異誘発）によって、例えばイマ
ザモックスといったイミダゾリノンに対する耐性がもたらされた作物の一例は、Ｃｌｅａ
ｒｆｉｅｌｄ（登録商標）夏ナタネ（カノーラ）である。遺伝子操作方法によって除草剤
またはあるクラスの除草剤に対する耐性がもたらされた作物の例としては、商品名Ｒｏｕ
ｎｄｕｐＲｅａｄｙ（登録商標）、Ｈｅｒｃｕｌｅｘ　Ｉ（登録商標）およびＬｉｂｅｒ
ｔｙＬｉｎｋ（登録商標）で市販されているグリホサート－およびグルホシネート－耐性
トウモロコシ品種が挙げられる。
【０１３３】
　「有用な植物」および／または「標的作物」という用語は、自然発生的なもの、または
、有害な昆虫に対する抵抗性が与えられたものを含むと理解されるべきである。これは、
トキシン－産生バクテリア由来として公知であるものなどの１種以上の選択的に作用する
トキシンの合成能を例えば有するよう、組換えＤＮＡ技術を用いることで形質転換された
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植物を含む。発現されることが可能であるトキシンの例としては、δ－エンドトキシン、
栄養型殺虫性タンパク質（Ｖｉｐ）、線虫共生バクテリアの殺虫性タンパク質、ならびに
、サソリ、蛛形類、大型のハチ（ｗａｓｐ）および菌類によって産生されるトキシンが挙
げられる。バチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）トキシンを発現するよう変性された作物の一例は、ＢｔトウモロコシＫｎｏｃｋＯｕ
ｔ（登録商標）（Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ）である。殺虫性耐性をコードする２種
以上の遺伝子を含み、それ故、２種以上のトキシンを発現する作物の一例は、ＶｉｐＣｏ
ｔ（登録商標）（Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ）である。作物またはその種子材料もま
た、複数種の有害生物に対して耐性であることが可能である（いわゆる、遺伝子修飾によ
り形成される場合の重畳的なトランスジェニックイベント）。例えば、植物は、例えばＨ
ｅｒｃｕｌｅｘ　Ｉ（登録商標）（Ｄｏｗ　ＡｇｒｏＳｃｉｅｎｃｅｓ，Ｐｉｏｎｅｅｒ
　Ｈｉ－Ｂｒｅｄ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ）のように除草剤耐性であると同時に、
殺虫性タンパク質の発現能を有していることが可能である。
【０１３４】
　用語「有用な植物」および／または「標的作物」は、例えば、いわゆる「感染特異的タ
ンパク質」（ＰＲＰ、例えば欧州特許出願公開第０　３９２　２２５号明細書を参照のこ
と）などの選択的な作用を有する抗病原性物質を合成することが可能であるよう組換えＤ
ＮＡ技術を用いて形質転換された有用な植物をも含むと理解されるべきである。このよう
な抗病原性物質およびこのような抗病原性物質を合成可能である形質転換植物の例は、例
えば、欧州特許出願公開第０　３９２　２２５号明細書、国際公開第９５／３３８１８号
パンフレットおよび欧州特許出願公開第０　３５３　１９１号明細書から公知である。こ
のような形質転換植物を製造する方法は一般に当業者に公知であると共に、例えば、上記
の公報に記載されている。
【０１３５】
　形質転換植物によって発現されることが可能であるトキシンとしては、例えば、セレウ
ス菌（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）またはバチルスポピリエ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　
ｐｏｐｉｌｌｉａｅ）由来の殺虫性タンパク質；または、例えばＣｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１
Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆ、Ｃｒｙ１Ｆａ２、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ３Ａ、Ｃｒｙ３Ｂｂ１もしく
はＣｒｙ９Ｃといったδ－エンドトキシンなどのバチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）由来の殺虫性タンパク質、または、例えばＶｉ
ｐ１、Ｖｉｐ２、Ｖｉｐ３もしくはＶｉｐ３Ａといった栄養型殺虫性タンパク質（Ｖｉｐ
）；または、フォトラブダスルミネッセンス（Ｐｈｏｔｏｒｈａｂｄｕｓ　ｌｕｍｉｎｅ
ｓｃｅｎｓ）、ゼノラブダスネマトフィルス（Ｘｅｎｏｒｈａｂｄｕｓ　ｎｅｍａｔｏｐ
ｈｉｌｕｓ）などの、例えばフォトラブダス属の一種（Ｐｈｏｔｏｒｈａｂｄｕｓ　ｓｐ
ｐ．）もしくはゼノラブダス属の一種（Ｘｅｎｏｒｈａｂｄｕｓ　ｓｐｐ．）といった線
虫共生バクテリアの殺虫性タンパク質；サソリトキシン、クモトキシン、大型のハチ（ｗ
ａｓｐ）トキシンおよび他の昆虫特異的神経トキシンなどの動物によって生成されるトキ
シン；ストレプトミセス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｔｅ）トキシンなどの菌類によって生
成されるトキシン、エンドウマメレクチン、オオムギレクチンまたはマツユキソウレクチ
ンなどの植物レクチン；アグルチニン；トリプシン抑制剤、セリンタンパク分解酵素抑制
剤、パタチン、シスタチン、パパイン抑制剤などのプロテイナーゼ抑制剤；リシン、トウ
モロコシ－ＲＩＰ、アブリン、ルフィン、サポリンまたはブリオジンなどのリボソーム－
不活性化タンパク質（ＲＩＰ）；３－ヒドロキシステロイドキシダーゼ、エクジステロイ
ド－ＵＤＰ－グリコシル－トランスフェラーゼ、コレステロールオキシダーゼ、エクジソ
ン抑制剤、ＨＭＧ－ＣＯＡ－レダクターゼなどのステロイド代謝酵素、ナトリウムまたは
カルシウム遮断剤などのイオンチャネル遮断剤、幼虫ホルモンエステラーゼ、利尿ホルモ
ン受容体、スチルベンシンターゼ、ビベンジルシンターゼ、キチナーゼおよびグルカナー
ゼが挙げられる。
【０１３６】
　さらに、本発明の文脈においては、例えばＣｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆ、
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Ｃｒｙ１Ｆａ２、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ３Ａ、Ｃｒｙ３Ｂｂ１もしくはＣｒｙ９Ｃといっ
たδ－エンドトキシン、または、例えばＶｉｐ１、Ｖｉｐ２、Ｖｉｐ３もしくはＶｉｐ３
Ａといった栄養型殺虫性タンパク質（Ｖｉｐ）とは、特にハイブリッドトキシン、切断型
トキシンおよび修飾トキシンでもあることが理解されるべきである。ハイブリッドトキシ
ンは、これらのタンパク質の異なるドメインの新たな組み合わせによって組換えで生成さ
れる（例えば、国際公開第０２／１５７０１号パンフレットを参照のこと）。例えば切断
型Ｃｒｙ１Ａｂといった切断型トキシンが公知である。修飾トキシンの場合、天然トキシ
ンの１種以上のアミノ酸が置換される。このようなアミノ酸置換において、好ましくは自
然に存在しないタンパク分解酵素認識配列がトキシンに挿入され、例えば、Ｃｒｙ３Ａ０
５５の場合には、カテプシン－Ｇ－認識配列がＣｒｙ３Ａトキシンに挿入される（国際公
開第０３／０１８８１０号パンフレットを参照のこと）。
【０１３７】
　このようなトキシン、または、このようなトキシンを合成可能な形質転換植物のさらな
る例が、例えば、欧州特許出願公開第Ａ－０　３７４　７５３号明細書、国際公開第９３
／０７２７８号パンフレット、国際公開第９５／３４６５６号パンフレット、欧州特許出
願公開第Ａ－０　４２７　５２９号明細書、欧州特許出願公開第Ａ－４５１　８７８号明
細書および国際公開第０３／０５２０７３号パンフレットに開示されている。
【０１３８】
　このような形質転換植物の調製プロセスは一般に当業者に公知であり、例えば、上記の
刊行物において記載されている。ＣｒｙＩ－タイプデオキシリボ核酸およびその調製は、
例えば、国際公開第９５／３４６５６号パンフレット、欧州特許出願公開第Ａ－０　３６
７　４７４号明細書、欧州特許出願公開第Ａ－０　４０１　９７９号明細書および国際公
開第９０／１３６５１号パンフレットから公知である。
【０１３９】
　形質転換植物に含有されるトキシンは、有害な昆虫に対する耐性を植物に付与する。こ
のような昆虫は昆虫の分類群のいずれかのものであることが可能であるが、特に、甲虫（
鞘翅目）、双翅昆虫（双翅目）および蝶（鱗翅目）に通例見出される。
【０１４０】
　殺虫耐性をコードし、１種以上のトキシンを発現する１種以上の遺伝子を含有する形質
転換植物は公知であり、そのいくつかは市販されている。このような植物の例は：Ｙｉｅ
ｌｄＧａｒｄ（登録商標）（Ｃｒｙ１Ａｂトキシンを発現するトウモロコシ品種）；Ｙｉ
ｅｌｄＧａｒｄ　Ｒｏｏｔｗｏｒｍ（登録商標）（Ｃｒｙ３Ｂｂ１トキシンを発現するト
ウモロコシ品種）；ＹｉｅｌｄＧａｒｄ　Ｐｌｕｓ（登録商標）（Ｃｒｙ１ＡｂおよびＣ
ｒｙ３Ｂｂ１トキシンを発現するトウモロコシ品種）；Ｓｔａｒｌｉｎｋ（登録商標）（
Ｃｒｙ９Ｃトキシンを発現するトウモロコシ品種）；Ｈｅｒｃｕｌｅｘ　Ｉ（登録商標）
（Ｃｒｙ１Ｆａ２トキシンおよび酵素ホスフィノトリシンＮ－アセチルトランスフェラー
ゼ（ＰＡＴ）を発現して除草剤グルホシネートアンモニウムに対する耐性を達成されてい
るトウモロコシ品種）；ＮｕＣＯＴＮ　３３Ｂ（登録商標）（Ｃｒｙ１Ａｃトキシンを発
現する綿品種）；Ｂｏｌｌｇａｒｄ　Ｉ（登録商標）（Ｃｒｙ１Ａｃトキシンを発現する
綿品種）；Ｂｏｌｌｇａｒｄ　ＩＩ（登録商標）（Ｃｒｙ１ＡｃおよびＣｒｙ２Ａｂトキ
シンを発現する綿品種）；ＶｉｐＣｏｔ（登録商標）（Ｖｉｐ３ＡおよびＣｒｙ１Ａｂト
キシンを発現する綿品種）；ＮｅｗＬｅａｆ（登録商標）（Ｃｒｙ３Ａトキシンを発現す
るジャガイモ品種）；ＮａｔｕｒｅＧａｒｄ（登録商標）、Ａｇｒｉｓｕｒｅ（登録商標
）ＧＴ　Ａｄｖａｎｔａｇｅ（ＧＡ２１グリホサート－耐性形質）、Ａｇｒｉｓｕｒｅ（
登録商標）ＣＢ　Ａｄｖａｎｔａｇｅ（Ｂｔ１１コーン穿孔性害虫（ＣＢ）形質）および
Ｐｒｏｔｅｃｔａ（登録商標）である。
【０１４１】
　このような形質転換作物のさらなる例は以下のとおりである。
【０１４２】
　１．Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ　ＳＡＳ，Ｃｈｅｍｉｎ　ｄｅ　ｌ’Ｈｏｂｉｔ　
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２７，Ｆ－３１　７９０　Ｓｔ．Ｓａｕｖｅｕｒ，Ｆｒａｎｃｅ製Ｂｔ１１トウモロコシ
、登録番号Ｃ／ＦＲ／９６／０５／１０。切断型Ｃｒｙ１Ａｂトキシンのトランスジェニ
ック発現により、アワノメイガ（ヨーロッパアワノメイガ（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉ
ｌａｌｉｓ）およびセサミアノナグリオイデス（Ｓｅｓａｍｉａ　ｎｏｎａｇｒｉｏｉｄ
ｅｓ））に対する耐性が付与された遺伝子操作されたトウモロコシ（Ｚｅａ　ｍａｙｓ）
。Ｂｔ１１トウモロコシはまた、酵素ＰＡＴをトランスジェニック発現して除草剤グルホ
シネートアンモニウムに対する耐性を達成している。
【０１４３】
　２．Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ　ＳＡＳ，Ｃｈｅｍｉｎ　ｄｅ　ｌ’Ｈｏｂｉｔ　
２７，Ｆ－３１　７９０　Ｓｔ．Ｓａｕｖｅｕｒ，Ｆｒａｎｃｅ製Ｂｔ１７６トウモロコ
シ、登録番号Ｃ／ＦＲ／９６／０５／１０。Ｃｒｙ１Ａｂトキシンのトランスジェニック
発現によって、アワノメイガ（ヨーロッパアワノメイガ（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉｌ
ａｌｉｓ）およびセサミアノナグリオイデス（Ｓｅｓａｍｉａ　ｎｏｎａｇｒｉｏｉｄｅ
ｓ））に対する耐性が付与された遺伝子操作されたトウモロコシ（Ｚｅａ　ｍａｙｓ）。
Ｂｔ１７６トウモロコシはまた、酵素ＰＡＴをトランスジェニック発現して除草剤グルホ
シネートアンモニウムに対する耐性を達成している。
【０１４４】
　３．Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ　ＳＡＳ，Ｃｈｅｍｉｎ　ｄｅ　ｌ’Ｈｏｂｉｔ　
２７，Ｆ－３１　７９０　Ｓｔ．Ｓａｕｖｅｕｒ，Ｆｒａｎｃｅ製ＭＩＲ６０４トウモロ
コシ、登録番号Ｃ／ＦＲ／９６／０５／１０。修飾Ｃｒｙ３Ａトキシンのトランスジェニ
ック発現により昆虫耐性が付与されたトウモロコシ。このトキシンは、カテプシン－Ｇ－
タンパク分解酵素認識配列の挿入により修飾されたＣｒｙ３Ａ０５５である。このような
形質転換トウモロコシ植物の調製は、国際公開第０３／０１８８１０号パンフレットに記
載されている。
【０１４５】
　４．Ｍｏｎｓａｎｔｏ　Ｅｕｒｏｐｅ　Ｓ．Ａ．２７０－２７２　Ａｖｅｎｕｅ　ｄｅ
　Ｔｅｒｖｕｒｅｎ，Ｂ－１１５０　Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，Ｂｅｌｇｉｕｍ製ＭＯＮ８６３
トウモロコシ、登録番号Ｃ／ＤＥ／０２／９。ＭＯＮ８６３は、Ｃｒｙ３Ｂｂ１トキシン
を発現し、一定の鞘翅目昆虫に対する耐性を有する。
【０１４６】
　５．Ｍｏｎｓａｎｔｏ　Ｅｕｒｏｐｅ　Ｓ．Ａ．２７０－２７２　Ａｖｅｎｕｅ　ｄｅ
　Ｔｅｒｖｕｒｅｎ，Ｂ－１１５０　Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，Ｂｅｌｇｉｕｍ製ＩＰＣ５３１
綿、登録番号Ｃ／ＥＳ／９６／０２。
【０１４７】
　６．Ｐｉｏｎｅｅｒ　Ｏｖｅｒｓｅａｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ａｖｅｎｕｅ　Ｔ
ｅｄｅｓｃｏ，７　Ｂ－１１６０　Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，Ｂｅｌｇｉｕｍ製１５０７トウモ
ロコシ、登録番号Ｃ／ＮＬ／００／１０。一定の鱗翅目昆虫に対する耐性を達成するタン
パク質Ｃｒｙ１Ｆの発現、および、除草剤グルホシネートアンモニウムに対する耐性を達
成するためのＰＡＴタンパク質の発現のために遺伝子操作されたトウモロコシ。
【０１４８】
　７．Ｍｏｎｓａｎｔｏ　Ｅｕｒｏｐｅ　Ｓ．Ａ．２７０－２７２　Ａｖｅｎｕｅ　ｄｅ
　Ｔｅｒｖｕｒｅｎ，Ｂ－１１５０　Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，Ｂｅｌｇｉｕｍ製ＮＫ６０３×
ＭＯＮ８１０トウモロコシ、登録番号Ｃ／ＧＢ／０２／Ｍ３／０３。遺伝子操作品種ＮＫ
６０３およびＭＯＮ８１０を交配させることによる従来交配型ハイブリッドトウモロコシ
品種からなる。ＮＫ６０３×ＭＯＮ８１０トウモロコシは、アグロバクテリウム属の一種
（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐ．）の菌株ＣＰ４から得られるタンパク質ＣＰ４　
ＥＰＳＰＳをトランスジェニック発現し、これにより、除草剤Ｒｏｕｎｄｕｐ（登録商標
）（グリホサートを含有）に対する耐性が付与され、また、バチルスチューリンゲンシス
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．ｋｕｒｓｔａｋｉ）か
ら得られるＣｒｙ１Ａｂトキシンをトランスジェニック発現し、これにより、アワノメイ
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ガを含む一定の鱗翅目に対する耐性がもたらされる。
【０１４９】
　本明細書において用いられるところ、「生息地（locus）」という用語は、植物が成長
している圃場、または、栽培されている植物の種子が播種された圃場、または、種子が土
壌に蒔かれることとなる圃場を意味する。これは、土壌、種子および実生、ならびに、確
立した植生を含む。
【０１５０】
　「植物」という用語は、種子、実生、苗、根、塊茎、茎、柄、群葉および果実を含む植
物のすべての物理的な部分を指す。
【０１５１】
　「植物繁殖体（plant propagation material）」という用語は、その増殖に用いられる
ことが可能である種子などの植物の生殖部、および、挿し木もしくは例えばジャガイモと
いった塊茎などの栄養体を表すと理解される。例えば種子（厳密な意味で）、根、果実、
塊茎、鱗茎、根茎および植物の部分が挙げられ得る。発芽後もしくは土壌から出芽した後
に移植されることとなる発芽した植物および若芽もまた挙げられる。これらの若芽は、移
植前に浸漬による完全または部分的な処置によって保護されてもよい。好ましくは、「植
物繁殖体」は種子を表すと理解される。
【０１５２】
　慣用名を用いて本明細書において言及される有害生物防除剤は、例えば、“Ｔｈｅ　Ｐ
ｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ”，１５ｔｈ　Ｅｄ．，Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐ
ｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ　２００９から公知である。
【０１５３】
　式Ｉの化合物は、そのままの形態で、または、好ましくは、配合技術分野において簡便
に採用される補助剤と一緒に用いられ得る。この目的のためにこれらは、公知の様式で、
乳化性濃縮物、コーティング用ペースト、直接噴射可能もしくは希釈可能な溶液または懸
濁液、希釈エマルジョン、水和剤、可溶性粉末、粉剤、粒質物、および、例えば高分子物
質中のカプセルに簡便に配合され得る。組成物のタイプと同様に、吹付け、霧吹き、散粉
、散布、コーティングまたは掛け流しなどの適用方法が、意図される目的およびその時点
での状況に応じて選択される。組成物はまた、安定化剤、消泡剤、粘度調節剤、バインダ
または粘着剤、ならびに、肥料、微量元素の供給源、または、特別な効果を得るための他
の配合物などのさらなる補助剤を含有していてもよい。
【０１５４】
　例えば農業に用いられる好適なキャリアおよび補助剤は、固体または液体であることが
可能であり、配合技術において有用な物質であり、例えば天然もしくは再生ミネラル物質
、溶剤、分散剤、湿潤剤、粘着剤、増粘剤、バインダまたは肥料である。このようなキャ
リアは、例えば国際公開第９７／３３８９０号パンフレットに記載されている。
【０１５５】
　懸濁液濃縮物は、活性な化合物の微細な固体粒子が懸濁した水性配合物である。このよ
うな配合物は沈降防止剤および分散剤を含むと共に、活性を高めるために湿潤剤、ならび
に、消泡剤および結晶成長抑制剤をさらに含み得る。使用においては、これらの濃縮物は
水中で希釈され、通常は処理されるべき領域にスプレーで適用される。活性成分の量は濃
縮物の０．５％～９５％の範囲内であり得る。
【０１５６】
　水和剤は、水または他の液体キャリア中に容易に分散する微細粒子の形態である。これ
らの粒子は、固体マトリックスに保持された活性成分を含有する。典型的な固体マトリッ
クスとしては、フーラー土、カオリンクレイ、シリカおよび他の易湿性の有機もしくは無
機固形分が挙げられる。水和剤は通常、５％～９５％の活性成分と少量の湿潤剤、分散剤
または乳化剤とを含有する。
【０１５７】
　乳化性濃縮物は水または他の液体中に分散性である均質な液体組成物であって、活性な
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化合物と液体もしくは固体乳化剤とからのみ構成されていてもよく、または、キシレン、
高沸点芳香族ナフサ、イソホロンおよび他の不揮発性有機溶剤などの液体キャリアを含有
していてもよい。使用においては、これらの濃縮物は水または他の液体中に分散され、通
常は処理されるべき領域にスプレーで適用される。活性成分の量は濃縮物の０．５％～９
５％の範囲内であり得る。
【０１５８】
　粒状配合物は押出物および比較的粗大な粒子の両方を含み、通常は、処理が必要とされ
る領域に希釈されることなく適用される。粒状配合物に係る典型的なキャリアとしては、
活性な化合物を吸収するか活性な化合物でコーティング可能である、砂、フーラー土、ア
タパルジャイトクレイ、ベントナイトクレイ、モンモリロナイトクレイ、バーミキュライ
ト、パーライト、炭酸カルシウム、れんが、軽石、葉ろう石、カオリン、ドロマイト、焼
き石膏、木粉、粉砕したトウモロコシ穂軸、粉砕したピーナッツの外殻、砂糖、塩化ナト
リウム、硫酸ナトリウム、ナトリウムケイ酸、ホウ酸ナトリウム、マグネシア、雲母、酸
化鉄、酸化亜鉛、酸化チタン、酸化アンチモン、氷晶石、石膏、珪藻土、硫酸カルシウム
および他の有機もしくは無機材料が挙げられる。粒状配合物は通常５％～２５％の活性成
分を含有し、これは、高沸点芳香族ナフサ、ケロシンおよび他の石油留分などの表面活性
剤、もしくは、植物油；ならびに／または、デキストリン、膠もしくは合成樹脂などの展
着剤を含んでいてもよい。
【０１５９】
　粉剤は、活性成分と、分散剤およびキャリアとして作用するタルク、クレイ、粉末なら
びに他の有機および無機固形分などの微細固形分との易流動性の混和物である。
【０１６０】
　マイクロカプセルは、典型的には、内包された材料を制御された速度で周囲に放出させ
ることが可能である不活性の多孔性シェルに内包された活性成分の小滴または顆粒である
。カプセル化された小滴は、直径が典型的には１～５０ミクロンである。内包された液体
は典型的には、カプセルの重量の５０～９５％を構成し、活性な化合物に追加して溶剤を
含んでいてもよい。カプセル化された顆粒は一般に、顆粒の孔部開口をシールして、液体
形態の活性種を顆粒の孔部内に保持する多孔性メンブランを有する多孔性顆粒である。顆
粒は典型的には、直径が１ミリメートル～１センチメートル、好ましくは１～２ミリメー
トルの範囲内である。顆粒は、押出し成形、凝塊もしくはプリルによって形成されるか、
または、天然のものである。このような材料の例は、バーミキュライト、焼成クレイ、カ
オリン、アタパルジャイトクレイ、おがくずおよび粒状炭素である。シェルまたはメンブ
ラン材料は、天然および合成ゴム、セルロース系材料、スチレン－ブタジエンコポリマー
、ポリアクリロニトリル、ポリアクリレート、ポリエステル、ポリアミド、ポリウレア、
ポリウレタンおよびデンプンザンデートを含む。
【０１６１】
　農芸化学用途に係る他の有用な配合物は、アセトン、アルキル化ナフタレン、キシレン
および他の有機溶剤などの、所望の濃度での完全な溶解が達成される溶剤中における活性
成分の単なる溶液を含む。低沸点分散剤溶剤キャリアの蒸発に伴って活性成分が微細に分
離された形態に散布される加圧散布機もまた用いられ得る。
【０１６２】
　上記の配合物タイプの本発明の組成物の配合に有用である好適な農業用補助剤およびキ
ャリアは、当業者に周知である。
【０１６３】
　利用可能である液体キャリアとしては、例えば、水、トルエン、キシレン、石油ナフサ
油、作物油、アセトン、メチルエチルケトン、シクロヘキサノン、無水酢酸、アセトニト
リル、アセトフェノン、酢酸アミル、２－ブタノン、クロロベンゼン、シクロヘキサン、
シクロヘキサノール、アルキル酢酸塩、ジアセトンアルコール、１，２－ジクロロプロパ
ン、ジエタノールアミン、ｐ－ジエチルベンゼン、ジエチレングリコール、ジエチレング
リコールアビエテート、ジエチレングリコールブチルエーテル、ジエチレングリコールエ
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チルエーテル、ジエチレングリコールメチルエーテル、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、
ジメチルスルホキシド、１，４－ジオキサン、ジプロピレングリコール、ジプロピレング
リコールメチルエーテル、ジプロピレングリコールジベンゾエート、ジプロキシトール、
アルキルピロリジノン、酢酸エチル、２－エチルヘキサノール、エチレンカーボネート、
１，１，１－トリクロロエタン、２－ヘプタノン、αピネン、ｄ－リモネン、エチレング
リコール、エチレングリコールブチルエーテル、エチレングリコールメチルエーテル、γ
－ブチロラクトン、グリセロール、グリセロール二酢酸、グリセロール一酢酸、グリセロ
ールトリアセテート、ヘキサデカン、ヘキシレングリコール、酢酸イソアミル、酢酸イソ
ボルニル、イソオクタン、イソホロン、イソプロピルベンゼン、ミリスチン酸イソプロピ
ル、乳酸、ラウリルアミン、メシチルオキシド、メトキシ－プロパノール、メチルイソア
ミルケトン、メチルイソブチルケトン、ラウリン酸メチル、オクタン酸メチル、オレイン
酸メチル、塩化メチレン、ｍ－キシレン、ｎ－ヘキサン、ｎ－オクチルアミン、クタデカ
ン酸、オクチルアミンアセテート、オレイン酸、オレイルアミン、ｏ－キシレン、フェノ
ール、ポリエチレングリコール（ＰＥＧ４００）、プロピオン酸、プロピレングリコール
、プロピレングリコールモノメチルエーテル、ｐ－キシレン、トルエン、リン酸トリエチ
ル、トリエチレングリコール、キシレンスルホン酸、パラフィン、鉱油、トリクロロエチ
レン、パークロロエチレン、酢酸エチル、酢酸アミル、酢酸ブチル、メタノール、エタノ
ール、イソプロパノール、および、アミルアルコール、テトラヒドロフルフリルアルコー
ル、ヘキサノール、オクタノール等などの高分子量アルコール、エチレングリコール、プ
ロピレングリコール、グリセリンおよびＮ－メチル－２－ピロリジノンが挙げられる。濃
縮物の希釈には、水が一般的に選択されるキャリアである。
【０１６４】
　好適な固体キャリアとしては、例えば、タルク、二酸化チタン、葉ろう石クレイ、シリ
カ、アタパルジャイトクレイ、キースラガー、チョーク、珪藻土、石灰、炭酸カルシウム
、ベントナイトクレイ、フーラー土、綿実の外殻、小麦粉、ダイズ粉、軽石、木粉、クル
ミの外殻粉およびリグニンが挙げられる。
【０１６５】
　幅広い範囲の表面活性剤が、特に適用前にキャリアで希釈されるよう設計されたものと
いった、前記液体および固体組成物の両方において有利に利用される。これらの表面活性
剤は通常、使用される際、０．１％～１５重量％の配合物を含む。これらはアニオン性、
カチオン性、ノニオン性または高分子特性であることが可能であり、乳化剤、湿潤剤、懸
濁剤として、または、他の目的のために利用されることが可能である。典型的な表面活性
剤としては、ラウリル硫酸ジエタノールアンモニウムなどのアルキル硫酸塩；ドデシルベ
ンゼンスルホン酸カルシウムなどのアルキルアリールスルホネート塩；ノニルフェノール
－Ｃ．ｓｕｂ．１８エトキシレートなどのアルキルフェノール－アルキレンオキシド付加
生成物；トリデシルアルコール－Ｃ．ｓｕｂ．１６エトキシレートなどのアルコール－ア
ルキレンオキシド付加生成物；ステアリン酸ナトリウムなどの石鹸；ジブチルナフタレン
スルホン酸ナトリウムなどのアルキルナフタレンスルホン酸塩；ジ（２－エチルヘキシル
）スルホコハク酸ナトリウムなどのスルホコハク酸塩のジアルキルエステル；ソルビトー
ルオレエートなどのソルビトールエステル；ラウリルトリメチル塩化アンモニウムなどの
第４級アミン；ステアリン酸ポリエチレングリコールなどの脂肪酸のポリエチレングリコ
ールエステル；エチレンオキシドおよびプロピレンオキシドのブロックコポリマー；なら
びに、モノおよびジアルキルリン酸エステルの塩が挙げられる。
【０１６６】
　農業用組成物において通例利用される他の補助剤としては、結晶化抑制剤、粘度変性剤
、懸濁剤、噴霧粒調節剤、顔料、酸化防止剤、発泡剤、消泡剤、遮光剤、相溶化剤、消泡
剤、金属イオン封鎖剤、中和剤および緩衝剤、腐食抑制剤、染料、臭気剤、展着剤、浸透
助剤、微量元素、緩和剤、潤滑剤および固着剤が挙げられる。
【０１６７】
　さらに加えて、他の殺生性活性成分または組成物を、本発明の組成物と組み合わせ、本
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発明の方法において用い、および、本発明の組成物と同時にまたは順次に適用してもよい
。同時に適用する場合、これらのさらなる活性成分は、本発明の組成物と一緒に配合され
ても、または、例えば、噴霧タンク中で一緒に混合されてもよい。これらのさらなる殺生
物性活性成分は、殺菌剤（殺真菌剤）（fungicide）、除草剤、殺虫剤、殺菌剤（bacteri
cide）、殺ダニ剤、殺線虫剤および／または植物成長調節剤であり得る。
【０１６８】
　加えて、本発明の組成物はまた、１種以上の全身獲得抵抗性誘導物質（「ＳＡＲ」誘導
物質）と一緒に適用され得る。ＳＡＲ誘導物質は公知であって、例えば米国特許第６，９
１９，２９８号明細書に記載されており、例えば、サリチル酸塩および市販されているＳ
ＡＲ誘導物質であるアシベンゾラル－Ｓ－メチルが挙げられる。
【０１６９】
　式Ｉの化合物は通常組成物の形態で用いられ、処理されるべき作物領域または植物に、
さらなる化合物と同時に、または、順次に適用されることが可能である。これらのさらな
る化合物は、例えば肥料もしくは微量元素供与物、または、植物の成長に影響を及ぼす他
の調製物であることが可能である。これらはまた、選択的な除草剤もしくは非選択的な除
草剤、ならびに、殺虫剤、殺菌剤（殺真菌剤）（fungicide）、殺菌剤（bactericide）、
殺線虫剤、軟体動物駆除剤であることが可能であり、または、これらの調製物の数種の混
合物であって、所望の場合には配合物の分野において慣例的に利用されるさらなるキャリ
ア、界面活性剤もしくは適用促進補助剤を伴う混合物であることが可能である。
【０１７０】
　式Ｉの化合物は、活性成分として少なくとも１種の式Ｉの化合物を含む、植物病原性微
生物に対する防除もしくは保護のための（殺菌性）組成物の形態で用いられ得、または、
遊離形態もしくは農芸化学的に使用可能な塩形態の上記に定義されている少なくとも１種
の好ましい個別の化合物と、上記の補助剤の少なくとも１種との形態で用いられ得る。
【０１７１】
　本発明は従って、少なくとも１種の式Ｉの化合物、農学的に許容可能なキャリア、およ
び、任意選択により補助剤を含む、組成物、好ましくは殺菌性組成物を提供する。農学的
に許容可能なキャリアは、例えば農業用途に好適なキャリアである。農業用キャリアは技
術分野において周知である。好ましくは、前記組成物は、式Ｉの化合物に追加して、少な
くとも１種以上の有害生物防除的に活性な化合物、例えば追加の殺菌性活性成分を含んで
いてもよい。
【０１７２】
　式（Ｉ）の化合物は、組成物における唯一の活性成分であってもよく、また、適切な場
合、有害生物防除剤、殺菌剤、共力剤、除草剤または植物成長調節剤などの１種以上の追
加の活性成分と混合されてもよい。追加の活性成分は、いくつかの場合において、予期し
ない相乗的活性をもたらし得る。
【０１７３】
　好適な追加の活性成分の例としては、以下のアシルアミノ酸殺菌剤、脂肪族窒素殺菌剤
、アミド殺菌剤、アニリド殺菌剤、抗生物質殺菌剤、芳香族殺菌剤、ヒ素殺菌剤、アリー
ルフェニルケトン殺菌剤、ベンズアミド殺菌剤、ベンズアニリド殺菌剤、ベンズイミダゾ
ール殺菌剤、ベンゾチアゾール殺菌剤、植物学的殺菌剤、架橋ジフェニル殺菌剤、カルバ
メート殺菌剤、カルバニレート殺菌剤、コナゾール殺菌剤、銅殺菌剤、ジカルボキシイミ
ド殺菌剤、ジニトロフェノール殺菌剤、ジチオカルバメート殺菌剤、ジチオラン殺菌剤、
フラミド殺菌剤、フラニリド殺菌剤、ヒドラジド殺菌剤、イミダゾール殺菌剤、水銀殺菌
剤、モルホリン殺菌剤、有機リン殺菌剤、有機スズ殺菌剤、オキサチイン殺菌剤、オキサ
ゾール殺菌剤、フェニルスルファミド殺菌剤、ポリスルフィド殺菌剤、ピラゾール殺菌剤
、ピリジン殺菌剤、ピリミジン殺菌剤、ピロール殺菌剤、第４級アンモニウム殺菌剤、キ
ノリン殺菌剤、キノン殺菌剤、キノキサリン殺菌剤、ストロビルリン殺菌剤、スルホンア
ニリド殺菌剤、チアジアゾール殺菌剤、チアゾール殺菌剤、チアゾリジン殺菌剤、チオカ
ルバメート殺菌剤、チオフェン殺菌剤、トリアジン殺菌剤、トリアゾール殺菌剤、トリア
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ゾロピリミジン殺菌剤、尿素殺菌剤、バリンアミド殺菌剤および亜鉛殺菌剤が挙げられる
。
【０１７４】
　好適な追加の活性成分の例としてはまた、以下が挙げられる：３－ジフルオロメチル－
１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボン酸（９－ジクロロメチレン－１，２，３，
４－テトラヒドロ－１，４－メタノ－ナフタレン－５－イル）－アミド、３－ジフルオロ
メチル－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボン酸メトキシ－［１－メチル－２－
（２，４，６－トリクロロフェニル）－エチル］－アミド、１－メチル－３－ジフルオロ
メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボン酸（２－ジクロロメチレン－３－エチル－１－
メチル－インダン－４－イル）－アミド（１０７２９５７－７１－１）、１－メチル－３
－ジフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボン酸（４’－メチルスルファニル－
ビフェニル－２－イル）－アミド、１－メチル－３－ジフルオロメチル－４Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボン酸［２－（２，４－ジクロロ－フェニル）－２－メトキシ－１－メチル
－エチル］－アミド、（５－クロロ－２，４－ジメチル－ピリジン－３－イル）－（２，
３，４－トリメトキシ－６－メチル－フェニル）－メタノン、（５－ブロモ－４－クロロ
－２－メトキシ－ピリジン－３－イル）－（２，３，４－トリメトキシ－６－メチル－フ
ェニル）－メタノン、２－｛２－［（Ｅ）－３－（２，６－ジクロロ－フェニル）－１－
メチル－プロプ－２－エン－（Ｅ）－イリデンアミノオキシメチル］－フェニル｝－２－
［（Ｚ）－メトキシイミノ］－Ｎ－メチル－アセトアミド、３－［５－（４－クロロ－フ
ェニル）－２，３－ジメチル－イソキサゾリン－３－イル］－ピリジン、（Ｅ）－Ｎ－メ
チル－２－［２－（２，５－ジメチルフェノキシメチル）フェニル］－２－メトキシ－イ
ミノアセタミド、４－ブロモ－２－シアノ－Ｎ，Ｎ－ジメチル－６－トリフルオロメチル
ベンズイミダゾール－１－スルホンアミド、ａ－［Ｎ－（３－クロロ－２、６－キシリル
）－２－メトキシアセタミド］－ｙ－ブチロラクトン、４－クロロ－２－シアノ－Ｎ、－
ジメチル－５－ｐ－トリルイミダゾール－１－スルホンアミド、Ｎ－アリル－４、５，－
ジメチル－２－トリメチルシリルチオフェン－３－カルボキサミド、Ｎ－（ｌ－シアノ－
１、２－ジメチルプロピル）－２－（２，４－ジクロロフェノキシ）プロピオンアミド、
Ｎ－（２－メトキシ－５－ピリジル）－シクロプロパンカルボキサミド、（．＋－．）－
ｃｉｓ－１－（４－クロロフェニル）－２－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イ
ル）－シクロヘプタノール、２－（１－ｔ－ブチル）－１－（２－クロロフェニル）－３
－（１，２，４－トリアゾール－１－イル）－プロパン－２－オール、２’，６’－ジブ
ロモ－２－メチル－４－トリフルオロメトキシ－４’－トリフルオロメチル－１，３－チ
アゾール－５－カルボキシアニリド、１－イミダゾリル－１－（４’－クロロフェノキシ
）－３，３－ジメチルブタン－２－オン、メチル（Ｅ）－２－［２－［６－（２－シアノ
フェノキシ）ピリミジン－４－イルオキシ］フェニル］３－メトキシアクリレート、メチ
ル（Ｅ）－２－［２－［６－（２－チオアミドフェノキシ）ピリミジン－４－イルオキシ
］フェニル］－３－メトキシアクリレート、メチル（Ｅ）－２－［２－［６－（２－フル
オロフェノキシ）ピリミジン－４－イルオキシ］フェニル］－３－メトキシアクリレート
、メチル（Ｅ）－２－［２－［６－（２，６－ジフルオロフェノキシ）ピリミジン－４－
イルオキシ］フェニル］－３－メトキシアクリレート、メチル（Ｅ）－２－［２－［３－
（ピリミジン－２－イルオキシ）フェノキシ］フェニル］－３－メトキシアクリレート、
メチル（Ｅ）－２－［２－［３－（５－メチルピリミジン－２－イルオキシ）－フェノキ
シ］フェニル］－３－メトキシアクリレート、メチル（Ｅ）－２－［２－［３－（フェニ
ル－スルホニルオキシ）フェノキシ］フェニル－３－メトキシアクリレート、メチル（Ｅ
）－２－［２－［３－（４－ニトロフェノキシ）フェノキシ］フェニル］－３－メトキシ
アクリレート、メチル（Ｅ）－２－［２－フェノキシフェニル］－３－メトキシアクリレ
ート、メチル（Ｅ）－２－［２－（３，５－ジメチル－ベンゾイル）ピロール－１－イル
］－３－メトキシアクリレート、メチル（Ｅ）－２－［２－（３－メトキシフェノキシ）
フェニル］－３－メトキシアクリレート、メチル（Ｅ）－２［２－（２－フェニルエテン
－１－イル）－フェニル］－３－メトキシアクリレート、メチル（Ｅ）－２－［２－（３
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，５－ジクロロフェノキシ）ピリジン－３－イル］－３－メトキシアクリレート、メチル
（Ｅ）－２－（２－（３－（１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ）フェノキシ）フ
ェニル）－３－メトキシアクリレート、メチル（Ｅ）－２－（２－［３－（α－ヒドロキ
シベンジル）フェノキシ］フェニル）－３－メトキシアクリレート、メチル（Ｅ）－２－
（２－（４－フェノキシピリジン－２－イルオキシ）フェニル）－３－メトキシアクリレ
ート、メチル（Ｅ）－２－［２－（３－ｎ－プロピルオキシ－フェノキシ）フェニル］３
－メトキシアクリレート、メチル（Ｅ）－２－［２－（３－イソプロピルオキシフェノキ
シ）フェニル］－３－メトキシアクリレート、メチル（Ｅ）－２－［２－［３－（２－フ
ルオロフェノキシ）フェノキシ］フェニル］－３－メトキシアクリレート、メチル（Ｅ）
－２－［２－（３－エトキシフェノキシ）フェニル］－３－メトキシアクリレート、メチ
ル（Ｅ）－２－［２－（４－ｔ－ブチル－ピリジン－２－イルオキシ）フェニル］－３－
メトキシアクリレート、メチル（Ｅ）－２－［２－［３－（３－シアノフェノキシ）フェ
ノキシ］フェニル］－３－メトキシアクリレート、メチル（Ｅ）－２－［２－［（３－メ
チル－ピリジン－２－イルオキシメチル）フェニル］－３－メトキシアクリレート、メチ
ル（Ｅ）－２－［２－［６－（２－メチル－フェノキシ）ピリミジン－４－イルオキシ］
フェニル］－３－メトキシアクリレート、メチル（Ｅ）－２－［２－（５－ブロモ－ピリ
ジン－２－イルオキシメチル）フェニル］－３－メトキシアクリレート、メチル（Ｅ）－
２－［２－（３－（３－ヨードピリジン－２－イルオキシ）フェノキシ）フェニル］－３
－メトキシアクリレート、メチル（Ｅ）－２－［２－［６－（２－クロロピリジン－３－
イルオキシ）ピリミジン－４－イルオキシ］フェニル］－３－メトキシアクリレート、メ
チル（Ｅ），（Ｅ）－２－［２－（５，６－ジメチルピラジン－２－イルメチルオキシミ
ノメチル）フェニル］－３－メトキシアクリレート、メチル（Ｅ）－２－｛２－［６－（
６－メチルピリジン－２－イルオキシ）ピリミジン－４－イルオキシ］フェニル｝－３－
メトキシ－アクリレート、メチル（Ｅ），（Ｅ）－２－｛２－（３－メトキシフェニル）
メチルオキシミノメチル］－フェニル｝－３－メトキシアクリレート、メチル（Ｅ）－２
－｛２－（６－（２－アジドフェノキシ）－ピリミジン－４－イルオキシ］フェニル｝－
３－メトキシアクリレート、メチル（Ｅ），（Ｅ）－２－｛２－［６－フェニルピリミジ
ン－４－イル）－メチルオキシミノメチル］フェニル｝－３－メトキシアクリレート、メ
チル（Ｅ），（Ｅ）－２－｛２－［（４－クロロフェニル）－メチルオキシミノメチル］
－フェニル｝－３－メトキシアクリレート、メチル（Ｅ）－２－｛２－［６－（２－ｎ－
プロピルフェノキシ）－１，３，５－トリアジン－４－イルオキシ］フェニル｝－３－メ
トキシアクリレート、メチル（Ｅ），（Ｅ）－２－｛２－［（３－ニトロフェニル）メチ
ルオキシミノメチル］フェニル｝－３－メトキシアクリレート、３－クロロ－７－（２－
アザ－２，７，７－トリメチル－オクタ－３－エン－５－イン）、２，６－ジクロロ－Ｎ
－（４－トリフルオロメチルベンジル）－ベンズアミド、３－ヨード－２－プロピニルア
ルコール、４－クロロフェニル－３－ヨードプロパルギルホルマル、３－ブロモ－２，３
－ジヨード－２－プロペニルエチルカルバメート、２，３，３－トリヨードアリルアルコ
ール、３－ブロモ－２，３－ジヨード－２－プロペニルアルコール、３－ヨード－２－プ
ロピニルｎ－ブチルカルバメート、３－ヨード－２－プロピニルｎ－ヘキシルカルバメー
ト、３－ヨード－２－プロピニルシクロヘキシル－カルバメート、３－ヨード－２－プロ
ピニルフェニルカルバメート；トリブロモフェノール、テトラクロロフェノール、３－メ
チル－４－クロロフェノール、３，５－ジメチル－４－クロロフェノール、フェノキシエ
タノール、ジクロロフェン、ｏ－フェニルフェノール、ｍ－フェニルフェノール、ｐ－フ
ェニルフェノール、２－ベンジル－４－クロロフェノール、５－ヒドロキシ－２（５Ｈ）
－フラノンなどのフェノール；４，５－ジクロロジチアゾリノン、４，５－ベンゾジチア
ゾリノン、４，５－トリメチレンジチアゾリノン、４，５－ジクロロ－（３Ｈ）－１，２
－ジチオール－３－オン、３，５－ジメチル－テトラヒドロ－１，３，５－チアジアジン
－２－チオン、Ｎ－（２－ｐ－クロロベンゾイルエチル）－ヘキサミニウムクロリド、ア
シベンゾラル、アシペタックス、アラニカルブ、アルベンダゾール、アルジモルフ、アリ
シン、アリルアルコール、アメトクトラジン、アミスルブロム、アモバム、アンプロピル
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ホス、アニラジン、アソメート、オーレオフンギン、アザコナゾール、アザフェンジン、
アジチラム、アゾキシストロビン、バリウムポリスルフィド、ベナラキシル、ベナラキシ
ル－Ｍ、ベノダニル、ベノミル、ベンキノックス、ベンタルロン、ベンチアバリカルブ、
ベンチアゾール、塩化ベンザルコニウム、ベンザマクリル、ベンザモルフ、ベンゾヒドロ
キサム酸、ベルベリン、ベトキサジン、ビロキサゾール、ビナパクリル、ビフェニル、ビ
テルタノール、ビチオノール、ビキサフェン、ブラストサイジン－Ｓ、ボスカリド、ブロ
モタロニル、ブロムコナゾール、ブピリメート、ブチオベート、ブチルアミン多硫酸カル
シウム、カプタホール、キャプタン、カルバモルフ、カルベンダジム、カルベンダジムク
ロリドレート、カルボキシン、カルプロパミド、カルボン、ＣＧＡ４１３９６、ＣＧＡ４
１３９７、キノメチオネート、キトサン、クロベンチアゾン、クロラニホルメタン、クロ
ラニル、クロルフェナゾール、クロロネブ、クロルピクリン、クロロタロニル、クロロゾ
リネート、クロゾリネート、クリンバゾール、クロトリマゾール、クロジラコン、酢酸銅
、炭酸銅、水酸化銅、ナフテン酸銅、オレイン酸銅、オキシ塩化銅、オキシキノリン酸銅
、ケイ酸銅、硫酸銅、タル油酸銅、クロム酸銅亜鉛およびボルドー液などの銅含有化合物
、クレゾール、クフラエブ、クプロバム、酸化第一銅、シアゾファミド、シクラフラミド
、シクロヘキシミド、シフルフェナミド、シモキサニル、シペンダゾール、シプロコナゾ
ール、シプロジニル、ダゾメット、デバカルブ、デカフェンチン、デヒドロ酢酸、ジ－２
－ピリジルジスルフィド１，１’－ジオキシド、ジクロフルアニド、ジクロメジン、ジク
ロン、ジクロラン、ジクロロフェン、ジクロゾリン、ジクロブトラゾール、ジクロシメッ
ト、ジエトフェンカルブ、ジフェノコナゾール、ジフェンゾコート、ジフルメトリム、Ｏ
，Ｏ－ジ－イソ－プロピル－Ｓ－ベンジルチオホスフェート、ジメフルアゾール、ジメタ
クロン、ジメトコナゾール、ジメトモルフ、ジメチリモール、ジニコナゾール、ジニコナ
ゾール－Ｍ、ジノブトン、ジノカップ、ジノクトン、ジノペントン、ジノスルホン、ジノ
テルボン、ジフェニルアミン、ジピリチオン、ジスルフィラム、ジタリムホス、ジチアノ
ン、ジチオエーテル、ドデシルジメチル塩化アンモニウム、ドデモルフ、ドジチン、ドジ
ン、ドグアジン、ドラゾキソロン、エディフェンホス、エネストロブリン、エポキシコナ
ゾール、エタコナゾール、エテム、エタボキサム、エチリモール、エトキシキン、エチリ
シン、エチル（Ｚ）－Ｎ－ベンジル－Ｎ（［メチル（メチル－チオエチリデンアミノ－オ
キシカルボニル）アミノ］チオ）－β－アラニナト、エトリジアゾール、ファモキサドン
、フェンアミドン、フェナミノスルフ、フェナパニル、フェナリモル、フェンブコナゾー
ル、フェンフラム、フェンヘキサミド、フェニトロパン、フェノキサニル、フェンピクロ
ニ
ル、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、フェンピラザミン、酢酸トリフェニルスズ
、トリフェニルスズヒドロキシド、フェルバム、フェリムゾン、フルアジナム、フルジオ
キソニル、フルメトベル（ｆｌｕｍｅｔｏｖｅｒ）、フルモルフ、フルピコリド、フルオ
ピラム、フルオロイミド、フルトリマゾール、フルオキサストロビン、フルキンコナゾー
ル、フルシラゾール、フルスルファミド、フルタニル、フルトラニル、フルトリアホール
、フルキサピロキサド、ホルペット、ホルムアルデヒド、ホセチル、フベリダゾール、フ
ララキシル、フラメトピル、フルカルバニル、フルコナゾール、ルフラール、フルメシク
ロックス、フロファネート、グリオジン、グリセオフラビン、グアザチン、ハラクリネー
ト、ヘキサクロロベンゼン、ヘキサクロロブタジエン、ヘキサクロロフェン、ヘキサコナ
ゾール、ヘキシルチオホス、ヒドラルガフェン、ヒドロキシイソキサゾール、ヒメキサゾ
ール、イマザリル、硫酸イマザリル、イミベンコナゾール、イミノクタジン、三酢酸イミ
ノクタジン、イネジン、ヨードカルブ、イプコナゾール、イプロベンホス、イプロジオン
、イプロバリカルブ、イソプロパニルブチルカルバメート、イソプロチオラン、イソピラ
ザム、イソチアニル、イソバレジオン、イゾパムホス、カスガマイシン、クレソキシム－
メチル、ＬＹ１８６０５４、ＬＹ２１１７９５、ＬＹ２４８９０８、マンコゼブ、マンジ
プロパミド、マンネブ、メベニル、メカルビンジド、メフェノキサム、メパニピリム、メ
プロニル、塩化第二水銀、塩化第一水銀、メプチルジノカップ、メタラキシル、メタラキ
シル－Ｍ、メタム、メタゾキソロン、メトコナゾール、メタスルホカルブ、メタフロキサ
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ム、臭化メチル、ヨウ化メチル、メチルイソチオシアネート、メチラム、メチラム－亜鉛
、メトミノストロビン、メトラフェノン、メツルホバクス、ミルネブ、モロキシジン、ミ
クロブタニル、ミクロゾリン、ナーバム、ナタミシン、ネオアソジン、ジメチルジチオカ
ルバミン酸ニッケル、ニトロスチレン、ニトロタル－イソ－プロピル、ヌアリモル、オク
チリノン、オフレース、有機水銀化合物、オリザストロビン、オストール、オキサジキシ
ル、オキサスルフロン、オキシン銅、オキソリン酸、オキスポコナゾール、オキシカルボ
キシン、パリノール、ペフラゾエート、ペンコナゾール、ペンシクロン、ペンフルフェン
、ペンタクロロフェノール、ペンチオピラド、フェナマクリル、フェナジンオキシド、ホ
スジフェン、ホセチル－Ａｌ、リン酸、フタリド、ピコキシストロビン、ピペラリン、ポ
リカルバメート、ポリオキシンＤ、ポリオキシリム、ポリラム、プロベナゾール、プロク
ロラズ、プロシミドン、プロパミジン、プロパモカルブ、プロピコナゾール、プロピネブ
、プロピオン酸、プロキナジド、プロチオカルブ、プロチオコナゾール、ピラカルボリド
、ピラクロストロビン、ピラメトロストロビン、ピラオキシストロビン、ピラゾホス、ピ
リベンカルブ、ピリジニトリル、ピリフェノックス、ピリメタニル、ピリオフェノン、ピ
ロキロン、ピロキシクロール、ピロキシフル、ピロールニトリン、第４級アンモニウム化
合物、キナセトール、キナザミド、キンコナゾール、キノメチオネート、キノキシフェン
、キントゼン、ラベンザゾール、サントニン、セダキサン、シルチオファム、シメコナゾ
ール、シプコナゾール、５塩化石炭酸ナトリウム、ソラテノール、スピロキサミン、スト
レプトマイシン、硫黄、スルトロペン、テブコナゾール、テブフロキン、テクロフタラム
、テクナゼン、テコラム、テトラコナゾール、チアベンダゾール、チアジフロル、チシオ
フェン、チフルザミド、２－（チオシアノメチルチオ）ベンゾチアゾール、チオファネー
ト－メチル、チオキノックス、チラム、チアジニル、チミベンコナゾール、チオキサミド
、トルコホス－メチル、トリルフルアニド、トリアジメホン、トリアジメノール、トリア
ミホス、トリアリモル、トリアズブチル、トリアゾキシド、トリシクラゾール、トリデモ
ルフ、トリフロキシストロビン、トリフルマゾール、トリホリン、トリフルミゾール、ト
リチコナゾール、ウニコナゾール、ウルバシド、バリダマイシン、バリフェナレート、バ
パム、ビンクロゾリン、ザリルアミド、ジネブ、ジラム、およびゾキサミド。
【０１７５】
　本発明の化合物はまた、駆虫薬薬剤との組み合わせで用いられ得る。このような駆虫薬
としては、欧州特許第３５７４６０号明細書、欧州特許第４４４９６４号明細書および欧
州特許第５９４２９１号明細書に記載されているとおり、イベルメクチン、アベルメクチ
ン、アバメクチン、エマメクチン、エピリノメクチン、ドラメクチン、セラメクチン、モ
キシデクチン、ネマデクチンおよびミルベマイシン誘導体などの化合物の大環式ラクトン
クラスから選択される化合物が挙げられる。追加の駆虫薬としては、米国特許第５０１５
６３０号明細書、国際公開第９４１５９４４号パンフレットおよび国際公開第９５２２５
５２号パンフレットに記載されているものなどの半合成および生合成アベルメクチン／ミ
ルベマイシン誘導体が挙げられる。追加の駆虫薬としては、アルベンダゾール、カンベン
ダゾール、フェンベンダゾール、フルベンダゾール、メベンダゾール、オキシフェンダゾ
ール、オキシベンダゾール、パルベンダゾール、および、このクラスの他の構成要素など
のベンズイミダゾールが挙げられる。追加の駆虫薬としては、イミダゾチアゾール、およ
び、テトラミソール、レバミゾール、パモ酸ピランテル（ｐｙｒａｎｔｅｌ　ｐａｍｏａ
ｔｅ）、オキサンテルまたはモランテルなどのテトラヒドロピリミジンが挙げられる。追
加の駆虫薬としては、トリクラベンダゾールおよびクロルスロンなどのフルキシド、なら
びに、プラジカンテルおよびエプシプランテルなどのセストサイド（ｃｅｓｔｏｃｉｄｅ
）が挙げられる。
【０１７６】
　本発明の化合物は、パラヘルクアミド／マルクホルチンクラスの駆虫薬の誘導体および
類似体、ならびに、米国特許第５４７８８５５号明細書、米国特許第４６３９７７１号明
細書および独国特許第１９５２０９３６号明細書に開示されているものなどの抗寄生虫性
オキサゾリンとの組み合わせで用いられ得る。
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【０１７７】
　本発明の化合物は、国際公開第９６１５１２１号パンフレットに記載されている一般的
なクラスのジオキソモルホリン抗寄生虫性薬剤の誘導体および類似体との組み合わせで、
また、国際公開第９６１１９４５号パンフレット、国際公開第９３１９０５３号パンフレ
ット、国際公開第９３２５５４３号パンフレット、欧州特許第６２６３７５号明細書、欧
州特許第３８２１７３号明細書、国際公開第９４１９３３４号パンフレット、欧州特許第
３８２１７３号明細書、および、欧州特許第５０３５３８号明細書に記載のものなどの駆
虫活性環式デプシペプチドとの組み合わせで用いられ得る。
【０１７８】
　本発明の化合物は、他の外寄生生物撲滅薬；例えば、フィプロニル；ピレスロイド；有
機リン酸エステル；ルフェヌロンなどの昆虫成長調節剤；テブフェノジド等などのエクジ
ソンアゴニスト；イミダクロプリド等などのネオニコチノイドとの組み合わせで用いられ
得る。
【０１７９】
　本発明の化合物は、例えば国際公開第９５／１９３６３号パンフレットまたは国際公開
第０４／７２０８６号パンフレットに記載のものといったテルペンアルカロイドであって
、特にこれらに開示の化合物との組み合わせで用いられ得る。
【０１８０】
　本発明の化合物が組み合わされて用いられ得るこのような生物学的に有効な化合物の他
の例としては、これらに限定されることはないが、以下が挙げられる。
　有機リン酸エステル：アセフェート、アザメチホス、アジンホス－エチル、アジンホス
－メチル、ブロモホス、ブロモホス－エチル、カズサホス、クロルエトキシホス、クロル
ピリホス、クロルフェンビンホス、クロルメホス、デメトン、デメトン－Ｓ－メチル、デ
メトン－Ｓ－メチルスルホン、ジアリホス、ダイアジノン、ジクロルボス、ジクロトホス
、ジメトエート、ジスルホトン、エチオン、エトプロホス、エトリムホス、ファンファー
、フェナミホス、フェニトロチオン、フェンスルホチオン、フェンチオン、フルピラゾホ
ス、フォノホス、ホルモチオン、ホスチアゼート、ヘプテノホス、イサゾホス、イソチオ
エート、イソキサチオン、マラチオン、メタクリホス、メタミドホス、メチダチオン、メ
チル－パラチオン、メビンホス、モノクロトホス、ナレド、オメトエート、オキシデメト
ン－メチル、パラオキソン、パラチオン、パラチオン－メチル、フェントエート、ホサロ
ン、ホスホラン、ホスホカルブ、ホスメット、ホスファミドン、ホレート、ホキシム、ピ
リミホス、ピリミホス－メチル、プロフェノホス、プロパホス、プロエタムホス、プロチ
オホス、ピラクロホス、ピリダペンチオン、キナルホス、スルプロホス、テメホス、テル
ブホス、テブピリムホス、テトラクロルビンホス、チメトン（ｔｈｉｍｅｔｏｎ）、トリ
アゾホス、トリクロルホン、バミドチオン。
【０１８１】
　カルバメート：アラニカルブ、アルジカルブ、２－ｓｅｃ－ブチルフェニルメチルカル
バメート、ベンフラカルブ、カルバリル、カルボフラン、カルボスルファン、クロエトカ
ルブ、エチオフェンカルブ、フェノキシカルブ、フェンチオカルブ、フラチオカルブ、Ｈ
ＣＮ－８０１、イソプロカルブ、インドキサカルブ、メチオカルブ、メソミル、５－メチ
ル－ｍ－クメニルブチリル（メチル）カルバメート、オキサミル、ピリミカーブ、プロポ
キスル、チオジカルブ、チオファノックス、トリアザメート、ＵＣ－５１７１７。
【０１８２】
　ピレスロイド：アクリナチン（ａｃｒｉｎａｔｈｉｎ）、アレトリン、アルファメトリ
ン（ａｌｐｈａｍｅｔｒｉｎ）、５－ベンジル－３－フリルメチル（Ｅ）－（１Ｒ）－シ
ス－２，２－ジメチル－３－（２－オキソチオラン－３－イリデンメチル）シクロプロパ
ンカルボキシレート、ビフェントリン、β－シフルトリン、シフルトリン、α－シペルメ
トリン、β－シペルメトリン、ビオアレトリン、ビオアレトリン（（Ｓ）－シクロペンチ
ル異性体）、ビオレスメトリン、ビフェントリン、ＮＣＩ－８５１９３、シクロプロトリ
ン、シハロトリン、シチトリン、シフェノトリン、デルタメトリン、エムペントリン、エ
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スフェンバレレート、エトフェンプロクス、フェンフルトリン、フェンプロパトリン、フ
ェンバレレート、フルシトリネート、フルメトリン、フルバリネート（Ｄ異性体）、イミ
プロトリン、シハロトリン、λ－シハロトリン、ペルメトリン、フェノトリン、プラレト
リン、ピレトリン（天然生成物）、レスメスリン、テトラメトリン、トランスフルトリン
、θ－シペルメトリン、シラフルオフェン、ｔ－フルバリネート、テフルトリン、トラロ
メトリン、ζ－シペルメトリン。
【０１８３】
　節足動物成長調節剤：ａ）キチン合成抑制剤：ベンゾイル尿素：クロルフルアズロン、
ジフルベンズロン、フルアズロン、フルシクロクスロン、フルフェノクスロン、ヘキサフ
ルムロン、ルフェヌロン、ノバルロン、テフルベンズロン、トリフルムロン、ブプロフェ
ジン、ジオフェノラン、ヘキシチアゾクス、エトキサゾール、クロルフェンタジン；ｂ）
エクジソンアンタゴニスト：ハロフェノジド、メトキシフェノジド、テブフェノジド；ｃ
）ジュベノイド：ピリプロキシフェン、メトプレン（Ｓ－メトプレンを含む）、フェノキ
シカルブ；ｄ）脂質生合成抑制剤：スピロジクロフェン。
【０１８４】
　他の抗寄生虫薬：アセキノシル、アミトラズ、ＡＫＤ－１０２２、ＡＮＳ－１１８、ア
ザジラクチン、バチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎ
ｓｉｓ）、ベンサルタップ、ビフェナゼート、ビナパクリル、ブロモプロピレート、ＢＴ
Ｇ－５０４、ＢＴＧ－５０５、カンフェクロール、カルタップ、クロロベンジレート、ク
ロルジメホルム、クロルフェナピル、クロマフェノジド、クロチアニジン（ｃｌｏｔｈｉ
ａｎｉｄｉｎｅ）、シロマジン、ジアクロデン、ジアフェンチウロン、ＤＢＩ－３２０４
、ジナクチン、ジヒドロキシメチルジヒドロキシピロリジン、ジノブトン、ジノカップ、
エンドスルファン、エチプロール、エトフェンプロクス、フェナザキン、フルマイト、Ｍ
ＴＩ－８００、フェンピロキシメート、フルアクリピリム、フルベンジミン、フルブロシ
トリネート、フルフェンジン、フルフェンプロックス、フルプロキシフェン、ハロフェン
プロックス（ｈａｌｏｆｅｎｐｒｏｘ）、ヒドラメチルノン、ＩＫＩ－２２０、カネマイ
ト、ＮＣ－１９６、ニームガード、ニジノルテルフラン、ニテンピラム、ＳＤ－３５６５
１、ＷＬ－１０８４７７、ピリダリル、プロパルギット、プロトリフェンブト、ピメトロ
ジン（ｐｙｍｅｔｈｒｏｚｉｎｅ）、ピリダベン、ピリミジフェン、ＮＣ－１１１１、Ｒ
－１９５、ＲＨ－０３４５、ＲＨ－２４８５、ＲＹＩ－２１０、Ｓ－１２８３、Ｓ－１８
３３、ＳＩ－８６０１、シラフルオフェン、シロマジン、スピノサド、テブフェンピラド
、テトラジホン、テトラナクチン（ｔｅｔｒａｎａｃｔｉｎ）、チアクロプリド、チオシ
クラム、チアメトキサム、トルフェンピラド、トリアザメート、トリエトキシスピノシン
、トリナクチン、ベルブチン、ベルタレク、ＹＩ－５３０１。
【０１８５】
　生物剤：バチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ　ｓｓｐ　ａｉｚａｗａｉ，ｋｕｒｓｔａｋｉ）、バチルスチューリンゲンシス（Ｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）δエンドトキシン、バキュロウイルス、昆
虫病原性バクテリア、ウイルスおよび菌類。
【０１８６】
　殺菌剤：クロルテトラサイクリン、オキシテトラサイクリン、ストレプトマイシン。
【０１８７】
　他の生物剤：エンロフロキサシン、フェバンテル、ペネタメート、モロキシカム、セフ
ァレキシン、カナマイシン、ピモベンダン、クレンブテロール、オメプラゾール、チアム
リン、ベナゼプリル、ピリプロール、セフキノム、フロルフェニコール、ブセレリン、セ
フォベシン、ツラスロマイシン、セフチオウル、カルプロフェン、メタフルミゾン、プラ
ジクアランテル、トリクラベンダゾール。
【０１８８】
　式Ｉの化合物と活性成分との以下の混合物が好ましい（「ＴＸ」という略記は、「本発
明のＡ１～Ａ１８（上記）に記載の化合物からなる群から選択される１種の化合物」を意
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味する）。
石油（代替名）（６２８）＋ＴＸから構成される物質群から選択される補助剤、
１，１－ビス（４－クロロフェニル）－２－エトキシエタノール（ＩＵＰＡＣ名）（９１
０）＋ＴＸ、２，４－ジクロロフェニルベンゼンスルホネート（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１０５９）＋ＴＸ、２－フルオロ－Ｎ－メチル－Ｎ－
１－ナフチルアセタミド（ＩＵＰＡＣ名）（１２９５）＋ＴＸ、４－クロロフェニルフェ
ニルスルホン（ＩＵＰＡＣ名）（９８１）＋ＴＸ、アバメクチン（１）＋ＴＸ、アセキノ
シル（３）＋ＴＸ、アセトプロール［ＣＣＮ］＋ＴＸ、アクリナトリン（９）＋ＴＸ、ア
ルジカルブ（１６）＋ＴＸ、アルドキシカルブ（８６３）＋ＴＸ、α－シペルメトリン（
２０２）＋ＴＸ、アミジチオン（８７０）＋ＴＸ、アミドフルメト［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ア
ミドチオエート（８７２）＋ＴＸ、アミトン（８７５）＋ＴＸ、シュウ酸水素アミトン（
８７５）＋ＴＸ、アミトラズ（２４）＋ＴＸ、アラマイト（８８１）＋ＴＸ、三酸化ヒ素
（８８２）＋ＴＸ、ＡＶＩ３８２（化合物コード）＋ＴＸ、ＡＺ６０５４１（化合物コー
ド）＋ＴＸ、アジンホスエチル（４４）＋ＴＸ、アジンホスメチル（４５）＋ＴＸ、アゾ
ベンゼン（ＩＵＰＡＣ名）（８８８）＋ＴＸ、アゾシクロチン（４６）＋ＴＸ、アゾトエ
ート（８８９）＋ＴＸ、ベノミル（６２）＋ＴＸ、ベノキサホス（代替名）［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、ベンゾキメート（７１）＋ＴＸ、ベンジル安息香酸塩（ＩＵＰＡＣ名）［ＣＣＮ］
＋ＴＸ、ビフェナゼート（７４）＋ＴＸ、ビフェントリン（７６）＋ＴＸ、ビナパクリル
（９０７）＋ＴＸ、ブロフェンバレレート（代替名）＋ＴＸ、ブロモシクレン（９１８）
＋ＴＸ、ブロモホス（９２０）＋ＴＸ、ブロモホスエチル（９２１）＋ＴＸ、ブロモプロ
ピレート（９４）＋ＴＸ、ブプロフェジン（９９）＋ＴＸ、ブトカルボキシム（１０３）
＋ＴＸ、ブトキシカルボキシム（１０４）＋ＴＸ、ブチルピリダベン（代替名）＋ＴＸ、
多硫酸カルシウム（ＩＵＰＡＣ名）（１１１）＋ＴＸ、カンフェクロール（９４１）＋Ｔ
Ｘ、カルバノレート（９４３）＋ＴＸ、カルバリル（１１５）＋ＴＸ、カルボフラン（１
１８）＋ＴＸ、カルボフェノチオン（９４７）＋ＴＸ、ＣＧＡ５０’４３９（開発コード
）（１２５）＋ＴＸ、チノメチオナート（１２６）＋ＴＸ、クロルベンシド（９５９）＋
ＴＸ、クロルジメホルム（９６４）＋ＴＸ、クロルジメホルムヒドロクロリド（９６４）
＋ＴＸ、クロルフェナピル（１３０）＋ＴＸ、クロルフェネトール（９６８）＋ＴＸ、ク
ロルフェンソン（９７０）＋ＴＸ、クロルフェンスルフィド（９７１）＋ＴＸ、クロルフ
ェンビンホス（１３１）＋ＴＸ、クロロベンジラート（９７５）＋ＴＸ、クロロメブホル
ム（９７７）＋ＴＸ、クロロメチウロン（９７８）＋ＴＸ、クロロプロピレート（９８３
）＋ＴＸ、クロルピリホス（１４５）＋ＴＸ、クロルピリホスメチル（１４６）＋ＴＸ、
クロルチオホス（９９４）＋ＴＸ、シネリンＩ（６９６）＋ＴＸ、シネリンＩＩ（６９６
）＋ＴＸ、シネリンス（６９６）＋ＴＸ、クロフェンテジン（１５８）＋ＴＸ、クロサン
テル（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、クマホス（１７４）＋ＴＸ、クロタミトン（代替名）
［ＣＣＮ］＋ＴＸ、クロトキシホス（１０１０）＋ＴＸ、クフラエブ（１０１３）＋ＴＸ
、シアントエート（１０２０）＋ＴＸ、シフルメトフェン（ＣＡＳ登録番号：４００８８
２－０７－７）＋ＴＸ、シハロトリン（１９６）＋ＴＸ、シヘキサチン（１９９）＋ＴＸ
、シペルメトリン（２０１）＋ＴＸ、ＤＣＰＭ（１０３２）＋ＴＸ、ＤＤＴ（２１９）＋
ＴＸ、デメフィオン（１０３７）＋ＴＸ、デメフィオン－Ｏ（１０３７）＋ＴＸ、デメフ
ィオン－Ｓ（１０３７）＋ＴＸ、デメトン（１０３８）＋ＴＸ、デメトンメチル（２２４
）＋ＴＸ、デメトン－Ｏ（１０３８）＋ＴＸ、デメトン－Ｏ－メチル（２２４）＋ＴＸ、
デメトン－Ｓ（１０３８）＋ＴＸ、デメトン－Ｓ－メチル（２２４）＋ＴＸ、デメトン－
Ｓ－メチルスルホン（１０３９）＋ＴＸ、ジアフェンチウロン（２２６）＋ＴＸ、ジアリ
ホス（１０４２）＋ＴＸ、ダイアジノン（２２７）＋ＴＸ、ジクロフルアニド（２３０）
＋ＴＸ、ジクロルボス（２３６）＋ＴＸ、ジクリホス（代替名）＋ＴＸ、ジコホル（２４
２）＋ＴＸ、ジクロトホス（２４３）＋ＴＸ、ジエノクロル（１０７１）＋ＴＸ、ジメホ
クス（１０８１）＋ＴＸ、ジメトエート（２６２）＋ＴＸ、ジナクチン（代替名）（６５
３）＋ＴＸ、ジネクス（１０８９）＋ＴＸ、ジネクスジクレキシン（１０８９）＋ＴＸ、
ジノブトン（２６９）＋ＴＸ、ジノカップ（２７０）＋ＴＸ、ジノカップ－４［ＣＣＮ］
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＋ＴＸ、ジノカップ－６［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジノクトン（１０９０）＋ＴＸ、ジノペント
ン（１０９２）＋ＴＸ、ジノスルホン（１０９７）＋ＴＸ、ジノテルボン（１０９８）＋
ＴＸ、ジオキサチオン（１１０２）＋ＴＸ、ジフェニルスルホン（ＩＵＰＡＣ名）（１１
０３）＋ＴＸ、ジスルフィラム（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジスルホトン（２７８）＋
ＴＸ、ＤＮＯＣ（２８２）＋ＴＸ、ドフェナピン（１１１３）＋ＴＸ、ドラメクチン（代
替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エンドスルファン（２９４）＋ＴＸ、エンドチオン（１１２１
）＋ＴＸ、ＥＰＮ（２９７）＋ＴＸ、エピリノメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エ
チオン（３０９）＋ＴＸ、エトエートメチル（１１３４）＋ＴＸ、エトキサゾール（３２
０）＋ＴＸ、エトリムホス（１１４２）＋ＴＸ、フェナザフロル（１１４７）＋ＴＸ、フ
ェナザキン（３２８）＋ＴＸ、酸化フェンブタスズ（３３０）＋ＴＸ、フェノチオカルブ
（３３７）＋ＴＸ、フェンプロパトリン（３４２）＋ＴＸ、フェンピラド（代替名）＋Ｔ
Ｘ、フェンピロキシメート（３４５）＋ＴＸ、フェンソン（１１５７）＋ＴＸ、フェント
リファニル（１１６１）＋ＴＸ、フェンバレレート（３４９）＋ＴＸ、フィプロニル（３
５４）＋ＴＸ、フルアクリピリム（３６０）＋ＴＸ、フルアズロン（１１６６）＋ＴＸ、
フルベンジミン（１１６７）＋ＴＸ、フルシクロクスロン（３６６）＋ＴＸ、フルシトリ
ネート（３６７）＋ＴＸ、フルエネチル（１１６９）＋ＴＸ、フルフェノクスロン（３７
０）＋ＴＸ、フルメトリン（３７２）＋ＴＸ、フルオルベンシド（１１７４）＋ＴＸ、フ
ルバリネート（１１８４）＋ＴＸ、ＦＭＣ１１３７（開発コード）（１１８５）＋ＴＸ、
ホルメタネート（４０５）＋ＴＸ、ホルメタネートヒドロクロリド（４０５）＋ＴＸ、ホ
ルモチオン（１１９２）＋ＴＸ、ホルムパラネート（１１９３）＋ＴＸ、γ－ＨＣＨ（４
３０）＋ＴＸ、グリオジン（１２０５）＋ＴＸ、ハルフェンプロクス（４２４）＋ＴＸ、
ヘプテノホス（４３２）＋ＴＸ、ヘキサデシルシクロプロパンカルボキシレート（ＩＵＰ
ＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１２１６）＋ＴＸ、ヘキシチアゾク
ス（４４１）＋ＴＸ、ヨードメタン（ＩＵＰＡＣ名）（５４２）＋ＴＸ、イソカルボホス
（代替名）（４７３）＋ＴＸ、イソプロピルＯ－（メトキシアミノチオホスホリル）サリ
チレート（ＩＵＰＡＣ名）（４７３）＋ＴＸ、イベルメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、ジャスモリンＩ（６９６）＋ＴＸ、ジャスモリンＩＩ（６９６）＋ＴＸ、ジョドフェ
ンホス（１２４８）＋ＴＸ、リンダン（４３０）＋ＴＸ、ルフェヌロン（４９０）＋ＴＸ
、マラチオン（４９２）＋ＴＸ、マロノベン（１２５４）＋ＴＸ、メカルバム（５０２）
＋ＴＸ、メホスフォラン（１２６１）＋ＴＸ、メスルフェン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ
、メタクリホス（１２６６）＋ＴＸ、メタミドホス（５２７）＋ＴＸ、メチダチオン（５
２９）＋ＴＸ、メチオカルブ（５３０）＋ＴＸ、メソミル（５３１）＋ＴＸ、臭化メチル
（５３７）＋ＴＸ、メトルカルブ（５５０）＋ＴＸ、メビンホス（５５６）＋ＴＸ、メキ
サカルベート（１２９０）＋ＴＸ、ミルベメクチン（５５７）＋ＴＸ、ミルベマイシンオ
キシム（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ミパホクス（１２９３）＋ＴＸ、モノクロトホス（
５６１）＋ＴＸ、モルホチオン（１３００）＋ＴＸ、モキシデクチン（代替名）［ＣＣＮ
］＋ＴＸ、ナレド（５６７）＋ＴＸ、ＮＣ－１８４（化合物コード）＋ＴＸ、ＮＣ－５１
２（化合物コード）＋ＴＸ、ニフルリジド（１３０９）＋ＴＸ、ニッコマイシン（代替名
）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ニトリラカルブ（１３１３）＋ＴＸ、ニトリラカルブ１：１塩化亜
鉛錯体（１３１３）＋ＴＸ、ＮＮＩ－０１０１（化合物コード）＋ＴＸ、ＮＮＩ－０２５
０（化合物コード）＋ＴＸ、オメトエート（５９４）＋ＴＸ、オキサミル（６０２）＋Ｔ
Ｘ、オキシデプロホス（１３２４）＋ＴＸ、オキシジスルホトン（１３２５）＋ＴＸ、ｐ
ｐ’－ＤＤＴ（２１９）＋ＴＸ、パラチオン（６１５）＋ＴＸ、ペルメトリン（６２６）
＋ＴＸ、石油（代替名）（６２８）＋ＴＸ、フェンカプトン（１３３０）＋ＴＸ、フェン
トエート（６３１）＋ＴＸ、ホレート（６３６）＋ＴＸ、ホサロン（６３７）＋ＴＸ、ホ
スホラン（１３３８）＋ＴＸ、ホスメット（６３８）＋ＴＸ、ホスファミドン（６３９）
＋ＴＸ、ホキシム（６４２）＋ＴＸ、ピリミホスメチル（６５２）＋ＴＸ、ポリクロロテ
ルペン（慣習名）（１３４７）＋ＴＸ、ポリナクチン（代替名）（６５３）＋ＴＸ、プロ
クロノール（１３５０）＋ＴＸ、プロフェノホス（６６２）＋ＴＸ、プロマシル（１３５
４）＋ＴＸ、プロパルギット（６７１）＋ＴＸ、プロペタムホス（６７３）＋ＴＸ、プロ
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ポキスル（６７８）＋ＴＸ、プロチダチオン（１３６０）＋ＴＸ、プロトエート（１３６
２）＋ＴＸ、ピレトリンＩ（６９６）＋ＴＸ、ピレトリンＩＩ（６９６）＋ＴＸ、ピレト
リン（６９６）＋ＴＸ、ピリダベン（６９９）＋ＴＸ、ピリダフェンチオン（７０１）＋
ＴＸ、ピリミジフェン（７０６）＋ＴＸ、ピリミテート（１３７０）＋ＴＸ、キナルホス
（７１１）＋ＴＸ、キンチオホス（１３８１）＋ＴＸ、Ｒ－１４９２（開発コード）（１
３８２）＋ＴＸ、ＲＡ－１７（開発コード）（１３８３）＋ＴＸ、ロテノン（７２２）＋
ＴＸ、シュラダン（１３８９）＋ＴＸ、セブホス（代替名）＋ＴＸ、セラメクチン（代替
名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ＳＩ－０００９（化合物コード）＋ＴＸ、ソファミド（１４０２
）＋ＴＸ、スピロジクロフェン（７３８）＋ＴＸ、スピロメシフェン（７３９）＋ＴＸ、
ＳＳＩ－１２１（開発コード）（１４０４）＋ＴＸ、スルフィラム（代替名）［ＣＣＮ］
＋ＴＸ、スルフラミド（７５０）＋ＴＸ、スルホテプ（７５３）＋ＴＸ、スルフル（７５
４）＋ＴＸ、ＳＺＩ－１２１（開発コード）（７５７）＋ＴＸ、τ－フルバリネート（３
９８）＋ＴＸ、テブフェンピラド（７６３）＋ＴＸ、ＴＥＰＰ（１４１７）＋ＴＸ、テル
バム（代替名）＋ＴＸ、テトラクロルビンホス（７７７）＋ＴＸ、テトラジホン（７８６
）＋ＴＸ、テトラナクチン（代替名）（６５３）＋ＴＸ、テトラスル（１４２５）＋ＴＸ
、チアフェノクス（代替名）＋ＴＸ、チオカルボキシム（１４３１）＋ＴＸ、チオファノ
ックス（８００）＋ＴＸ、チオメトン（８０１）＋ＴＸ、チオキノックス（１４３６）＋
ＴＸ、ツリンギエンシン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、トリアミホス（１４４１）＋ＴＸ
、トリアラテン（１４４３）＋ＴＸ、トリアゾホス（８２０）＋ＴＸ、トリアズロン（代
替名）＋ＴＸ、トリクロルホン（８２４）＋ＴＸ、トリフェノホス（１４５５）＋ＴＸ、
トリナクチン（代替名）（６５３）＋ＴＸ、バミドチオン（８４７）＋ＴＸ、バニリプロ
ール［ＣＣＮ］およびＹＩ－５３０２（化合物コード）＋ＴＸから構成される物質群から
選択される殺ダニ剤、
ベトキサジン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ニオクタノン酸銅（ＩＵＰＡＣ名）（１７０）＋ＴＸ、
硫酸銅（１７２）＋ＴＸ、シブトリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジクロン（１０５２）＋ＴＸ、
ジクロロフェン（２３２）＋ＴＸ、エンドタール（２９５）＋ＴＸ、フェンチン（３４７
）＋ＴＸ、消石灰［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ナーバム（５６６）＋ＴＸ、キノクラミン（７１４
）＋ＴＸ、キノンアミド（１３７９）＋ＴＸ、シマジン（７３０）＋ＴＸ、酢酸トリフェ
ニルスズ（ＩＵＰＡＣ名）（３４７）および水酸化トリフェニルスズ（ＩＵＰＡＣ名）（
３４７）＋ＴＸから構成される物質群から選択される殺藻剤、
アバメクチン（１）＋ＴＸ、クルホメート（１０１１）＋ＴＸ、ドラメクチン（代替名）
［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エマメクチン（２９１）＋ＴＸ、エマメクチン安息香酸塩（２９１）
＋ＴＸ、エピリノメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、イベルメクチン（代替名）［Ｃ
ＣＮ］＋ＴＸ、ミルベマイシンオキシム（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、モキシデクチン（
代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ピペラジン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、セラメクチン（代替名）［Ｃ
ＣＮ］＋ＴＸ、スピノサド（７３７）およびチオファネート（１４３５）＋ＴＸから構成
される物質群から選択される駆虫薬、
クロラロース（１２７）＋ＴＸ、エンドリン（１１２２）＋ＴＸ、フェンチオン（３４６
）＋ＴＸ、ピリジン－４－アミン（ＩＵＰＡＣ名）（２３）およびストリキニン（７４５
）＋ＴＸから構成される物質群から選択される殺鳥剤、
１－ヒドロキシ－１Ｈ－ピリジン－２－チオン（ＩＵＰＡＣ名）（１２２２）＋ＴＸ、４
－（キノキサリン－２－イルアミノ）ベンゼンスルホンアミド（ＩＵＰＡＣ名）（７４８
）＋ＴＸ、８－硫酸ヒドロキシキノリン（４４６）＋ＴＸ、ブロノポール（９７）＋ＴＸ
、ニオクタノン酸銅（ＩＵＰＡＣ名）（１７０）＋ＴＸ、水酸化銅（ＩＵＰＡＣ名）（１
６９）＋ＴＸ、クレゾール［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジクロロフェン（２３２）＋ＴＸ、ジピリ
チオン（１１０５）＋ＴＸ、ドジチン（１１１２）＋ＴＸ、フェナミノスルフ（１１４４
）＋ＴＸ、ホルムアルデヒド（４０４）＋ＴＸ、ヒドラルガフェン（代替名）［ＣＣＮ］
＋ＴＸ、カスガマイシン（４８３）＋ＴＸ、カスガマイシンヒドロクロリド水和物（４８
３）＋ＴＸ、ニッケルビス（ジメチルジチオカルバメート）（ＩＵＰＡＣ名）（１３０８
）＋ＴＸ、ニトラピリン（５８０）＋ＴＸ、オクチリノン（５９０）＋ＴＸ、オキソリン
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酸（６０６）＋ＴＸ、オキシテトラサイクリン（６１１）＋ＴＸ、硫酸ヒドロキシキノリ
ンカリウム（４４６）＋ＴＸ、プロベナゾール（６５８）＋ＴＸ、ストレプトマイシン（
７４４）＋ＴＸ、ストレプトマイシンセスキスルフェート（７４４）＋ＴＸ、テクロフタ
ラム（７６６）＋ＴＸ、およびチオメルサール（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸから構成され
る物質群から選択される殺バクテリア剤、
リンゴコカクモンハマキ（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａｎａ）ＧＶ（代替名）（１２）
＋ＴＸ、アグロバクテリウムラジオバクター（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｒａｄｉｏ
ｂａｃｔｅｒ）（代替名）（１３）＋ＴＸ、　　　　アムブリセイウス属の一種（Ａｍｂ
ｌｙｓｅｉｕｓ　ｓｐｐ．）（代替名）（１９）＋ＴＸ、アナグラファファルシフェラ（
Ａｎａｇｒａｐｈａ　ｆａｌｃｉｆｅｒａ）ＮＰＶ（代替名）（２８）＋ＴＸ、アングル
スアトムス（Ａｎａｇｒｕｓ　ａｔｏｍｕｓ）（代替名）（２９）＋ＴＸ、アブラコバチ
（Ａｐｈｅｌｉｎｕｓ　ａｂｄｏｍｉｎａｌｉｓ）（代替名）（３３）＋ＴＸ、コレマン
アブラバチ（Ａｐｈｉｄｉｕｓ　ｃｏｌｅｍａｎｉ）（代替名）（３４）＋ＴＸ、ショク
ガタマバエ（Ａｐｈｉｄｏｌｅｔｅｓ　ａｐｈｉｄｉｍｙｚａ）（代替名）（３５）＋Ｔ
Ｘ、オートグラファカリホルニカ（Ａｕｔｏｇｒａｐｈａ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａ　Ｎ
ＰＶ）（代替名）（３８）＋ＴＸ、バシラスフィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕ
ｓ）（代替名）（４８）＋ＴＸ、バシラススファエリクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａ
ｅｒｉｃｕｓ　Ｎｅｉｄｅ）（学名）（４９）＋ＴＸ、バチルスチューリンゲンシス（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　Ｂｅｒｌｉｎｅｒ）（学名）（５１）＋
ＴＸ、バチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　
ｓｕｂｓｐ．ａｉｚａｗａｉ）（学名）（５１）＋ＴＸ、バチルスチューリンゲンシス（
Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉｓ
）（学名）（５１）＋ＴＸ、バチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒ
ｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．ｊａｐｏｎｅｎｓｉｓ）（学名）（５１）＋ＴＸ、バ
チルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓ
ｐ．ｋｕｒｓｔａｋｉ）（学名）（５１）＋ＴＸ、バチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）（学
名）（５１）＋ＴＸ、ベアウベリアバッシアナ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂａｓｓｉａｎａ
）（代替名）（５３）＋ＴＸ、ベアウベリアブロングニアルチイ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　
ｂｒｏｎｇｎｉａｒｔｉｉ）（代替名）（５４）＋ＴＸ、ヤマトクサカゲロウ（Ｃｈｒｙ
ｓｏｐｅｒｌａ　ｃａｒｎｅａ）（代替名）（１５１）＋ＴＸ、ツマアカオオヒメテント
ウ（Ｃｒｙｐｔｏｌａｅｍｕｓ　ｍｏｎｔｒｏｕｚｉｅｒｉ）（代替名）（１７８）＋Ｔ
Ｘ、コドリンガ（Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）ＧＶ（代替名）（１９１）＋ＴＸ、
ハモグリコマユバチ（Ｄａｃｎｕｓａ　ｓｉｂｉｒｉｃａ）（代替名）（２１２）＋ＴＸ
、イサエアヒメコバチ（Ｄｉｇｌｙｐｈｕｓ　ｉｓａｅａ）（代替名）（２５４）＋ＴＸ
、オンシツツヤコバチ（Ｅｎｃａｒｓｉａ　ｆｏｒｍｏｓａ）（学名）（２９３）＋ＴＸ
、サバクツヤコバチ（Ｅｒｅｔｍｏｃｅｒｕｓ　ｅｒｅｍｉｃｕｓ）（代替名）（３００
）＋ＴＸ、アメリカタバコガ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｚｅａ）ＮＰＶ（代替名）（４
３１）＋ＴＸ、ヘテロルハブジチスバクテリオホラ（Ｈｅｔｅｒｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　
ｂａｃｔｅｒｉｏｐｈｏｒａ）およびＨ．メギジス（Ｈ．ｍｅｇｉｄｉｓ）（代替名）（
４３３）＋ＴＸ、ヒポダミアコンベルゲンス（Ｈｉｐｐｏｄａｍｉａ　ｃｏｎｖｅｒｇｅ
ｎｓ）（代替名）（４４２）＋ＴＸ、フジコナヒゲナガトビコバチ（Ｌｅｐｔｏｍａｓｔ
ｉｘ　ｄａｃｔｙｌｏｐｉｉ）（代替名）（４８８）＋ＴＸ、マクロロフスカリジノサス
（Ｍａｃｒｏｌｏｐｈｕｓ　ｃａｌｉｇｉｎｏｓｕｓ）（代替名）（４９１）＋ＴＸ、ヨ
トウガ（Ｍａｍｅｓｔｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）ＮＰＶ（代替名）（４９４）＋ＴＸ、
メタフィクスヘルボルス（Ｍｅｔａｐｈｙｃｕｓ　ｈｅｌｖｏｌｕｓ）（代替名）（５２
２）＋ＴＸ、メタリジウムアニソプリアエ（Ｍｅｔａｒｈｉｚｉｕｍ　ａｎｉｓｏｐｌｉ
ａｅ　ｖａｒ．ａｃｒｉｄｕｍ）（学名）（５２３）＋ＴＸ、メタリジウムアニソプリア
エ（Ｍｅｔａｒｈｉｚｉｕｍ　ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ　ｖａｒ．ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ）
（学名）（５２３）＋ＴＸ、マツノキハバチ（Ｎｅｏｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｅｒｔｉｆｅｒ
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　ＮＰＶ）およびＮ．レコンテイ（Ｎ．ｌｅｃｏｎｔｅｉ　ＮＰＶ）（代替名）（５７５
）＋ＴＸ、ヒメハナカメムシ属の一種（Ｏｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）（代替名）（５９６）＋
ＴＸ、パエシロマイセスフモソロセウス（Ｐａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｆｕｍｏｓｏｒｏ
ｓｅｕｓ）（代替名）（６１３）＋ＴＸ、チリカブリダニ（Ｐｈｙｔｏｓｅｉｕｌｕｓ　
ｐｅｒｓｉｍｉｌｉｓ）（代替名）（６４４）＋ＴＸ、シロイチモジヨトウ（Ｓｐｏｄｏ
ｐｔｅｒａ　ｅｘｉｇｕａ）マルチカプシド核多角体ウイルス（学名）（７４１）＋ＴＸ
、ステイネルネマビビオニス（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｂｉｂｉｏｎｉｓ）（代替名）
（７４２）＋ＴＸ、ステイネルネマカルポカプサエ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｃａｒｐ
ｏｃａｐｓａｅ）（代替名）（７４２）＋ＴＸ、ステイネルネマフェルチアエ（Ｓｔｅｉ
ｎｅｒｎｅｍａ　ｆｅｌｔｉａｅ）（代替名）（７４２）＋ＴＸ、ステイネルネマグラセ
リ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｇｌａｓｅｒｉ）（代替名）（７４２）＋ＴＸ、ステイネ
ルネマリオブラエｂ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｒｉｏｂｒａｖｅ）（代替名）（７４２
）＋ＴＸ、ステイネルネマリオブラビス（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｒｉｏｂｒａｖｉｓ
）（代替名）（７４２）＋ＴＸ、ステイネルネマスカプテリスキ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍ
ａ　ｓｃａｐｔｅｒｉｓｃｉ）（代替名）（７４２）＋ＴＸ、ステイネルネマ属の一種（
Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｓｐｐ．）（代替名）（７４２）＋ＴＸ、トリコグラマ属の一
種（Ｔｒｉｃｈｏｇｒａｍｍａ　ｓｐｐ．）（代替名）（８２６）＋ＴＸ、チフロドロム
スオクシデンタリス（Ｔｙｐｈｌｏｄｒｏｍｕｓ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）（代替名
）（８４４）およびベルチシリウムレカニイ（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｌｅｃａｎｉ
ｉ）（代替名）（８４８）＋ＴＸから構成される物質群から選択される生物剤、
ヨードメタン（ＩＵＰＡＣ名）（５４２）および臭化メチル（５３７）＋ＴＸから構成さ
れる物質群から選択される土壌不毛剤、
アホレート［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ビサジル（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ブスルファン（代
替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジフルベンズロン（２５０）＋ＴＸ、ジマチフ（代替名）［Ｃ
ＣＮ］＋ＴＸ、ヘメル［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ヘムパ［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メテパ［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、メチオテパ［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メチルアホレート［ＣＣＮ］＋ＴＸ、モルジド［Ｃ
ＣＮ］＋ＴＸ、ペンフルロン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、テパ［ＣＣＮ］＋ＴＸ、チオ
ヘムパ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、チオテパ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、トレタミン
（代替名）［ＣＣＮ］およびウレデパ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸから構成される物質群
から選択される不妊化剤、
（Ｅ）－デカ－５－エン－１－イルアセテートを伴う（Ｅ）－デカ－５－エン－１－オー
ル（ＩＵＰＡＣ名）（２２２）＋ＴＸ、（Ｅ）－トリデカ－４－エン－１－イルアセテー
ト（ＩＵＰＡＣ名）（８２９）＋ＴＸ、（Ｅ）－６－メチルヘプタ－２－エン－４－オー
ル（ＩＵＰＡＣ名）（５４１）＋ＴＸ、（Ｅ，Ｚ）－テトラデカ－４，１０－ジエン－１
－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（７７９）＋ＴＸ、（Ｚ）－ドデカ－７－エン－１－
イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（２８５）＋ＴＸ、（Ｚ）－ヘキサデカ－１１－エナル
（ＩＵＰＡＣ名）（４３６）＋ＴＸ、（Ｚ）－ヘキサデカ－１１－エン－１－イルアセテ
ート（ＩＵＰＡＣ名）（４３７）＋ＴＸ、（Ｚ）－ヘキサデカ－１３－エン－１１－イン
－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（４３８）＋ＴＸ、（Ｚ）－イコス－１３－エン
－１０－オン（ＩＵＰＡＣ名）（４４８）＋ＴＸ、（Ｚ）－テトラデカ－７－エン－１－
アル（ＩＵＰＡＣ名）（７８２）＋ＴＸ、（Ｚ）－テトラデカ－９－エン－１－オール（
ＩＵＰＡＣ名）（７８３）＋ＴＸ、（Ｚ）－テトラデカ－９－エン－１－イルアセテート
（ＩＵＰＡＣ名）（７８４）＋ＴＸ、（７Ｅ，９Ｚ）－ドデカ－７，９－ジエン－１－イ
ルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（２８３）＋ＴＸ、（９Ｚ，１１Ｅ）－テトラデカ－９，
１１－ジエン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（７８０）＋ＴＸ、（９Ｚ，１２Ｅ
）－テトラデカ－９，１２－ジエン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（７８１）＋
ＴＸ、１４－メチルオクタデカ－１－エン（ＩＵＰＡＣ名）（５４５）＋ＴＸ、４－メチ
ルノナン－５－オールを伴う４－メチルノナン－５－オン（ＩＵＰＡＣ名）（５４４）＋
ＴＸ、α－ムルチストリアチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ブレビコミン（代替名）［
ＣＣＮ］＋ＴＸ、コドレルレ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、コドレモン（代替名）（１６



(63) JP 6662901 B2 2020.3.11

10

20

30

40

50

７）＋ＴＸ、クエルレ（代替名）（１７９）＋ＴＸ、ジスパールア（２７７）＋ＴＸ、ド
デカ－８－エン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（２８６）＋ＴＸ、ドデカ－９－
エン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（２８７）＋ＴＸ、ドデカ－８＋ＴＸ、１０
－ジエン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（２８４）＋ＴＸ、ドミニカルア（代替
名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エチル４－メチルオクタノエート（ＩＵＰＡＣ名）（３１７）＋
ＴＸ、オイゲノール（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、フロンタリン（代替名）［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、ゴシップルア（代替名）（４２０）＋ＴＸ、グランドルア（４２１）＋ＴＸ、グラ
ンドルアＩ（代替名）（４２１）＋ＴＸ、グランドルアＩＩ（代替名）（４２１）＋ＴＸ
、グランドルアＩＩＩ（代替名）（４２１）＋ＴＸ、グランドルアＩＶ（代替名）（４２
１）＋ＴＸ、ヘキサルア［ＣＣＮ］＋ＴＸ、イプスジエノール（代替名）［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、イプセノール（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジャポニルア（代替名）（４８１）＋Ｔ
Ｘ、リネアチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、リトルア（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ル
ープルア（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メドルア［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メガトモ酸（代替名
）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メチルオイゲノール（代替名）（５４０）＋ＴＸ、ムスカルア（５
６３）＋ＴＸ、オクタデカ－２，１３－ジエン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（
５８８）＋ＴＸ、オクタデカ－３，１３－ジエン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）
（５８９）＋ＴＸ、オルフラルア（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、オリクタルア（代替名）
（３１７）＋ＴＸ、オストラモン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、シグルア［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、ソルジジン（代替名）（７３６）＋ＴＸ、スルカトール（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ
、テトラデカ－１１－エン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（７８５）＋ＴＸ、ト
リメドルア（８３９）＋ＴＸ、トリメドルアＡ（代替名）（８３９）＋ＴＸ、トリメドル
アＢ1（代替名）（８３９）＋ＴＸ、トリメドルアＢ2（代替名）（８３９）＋ＴＸ、トリ
メドルアＣ（代替名）（８３９）およびトランクコール（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸから
構成される物質群から選択される昆虫フェロモン、
２－（オクチルチオ）－エタノール（ＩＵＰＡＣ名）（５９１）＋ＴＸ、ブトピロノキシ
ル（９３３）＋ＴＸ、ブトキシ（ポリプロピレングリコール）（９３６）＋ＴＸ、ジブチ
ルアジペート（ＩＵＰＡＣ名）（１０４６）＋ＴＸ、フタル酸ジブチル（１０４７）＋Ｔ
Ｘ、ジブチルコハク酸塩（ＩＵＰＡＣ名）（１０４８）＋ＴＸ、ジエチルトルアミド［Ｃ
ＣＮ］＋ＴＸ、ジメチルカルベート［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジメチルフタレート［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、エチルヘキサンジオール（１１３７）＋ＴＸ、ヘキサミド［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メト
キンブチル（１２７６）＋ＴＸ、メチルネオデカンアミド［ＣＣＮ］＋ＴＸ、オキサメー
ト［ＣＣＮ］およびピカリジン［ＣＣＮ］＋ＴＸから構成される物質群から選択される昆
虫忌避剤、
１－ジクロロ－１－ニトロエタン（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ
名）（１０５８）＋ＴＸ、１，１－ジクロロ－２，２－ビス（４－エチルフェニル）－エ
タン（ＩＵＰＡＣ名）（１０５６）、＋ＴＸ、１，２－ジクロロプロパン（ＩＵＰＡＣ／
Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１０６２）＋ＴＸ、１，２－ジクロロプロ
パンを伴う１，３－ジクロロプロペン（ＩＵＰＡＣ名）（１０６３）＋ＴＸ、１－ブロモ
－２－クロロエタン（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（９１６
）＋ＴＸ、２，２，２－トリクロロ－１－（３，４－ジクロロフェニル）酢酸エチル（Ｉ
ＵＰＡＣ名）（１４５１）＋ＴＸ、２，２－ジクロロビニル２－エチルスルフィニルエチ
ルメチルリン酸（ＩＵＰＡＣ名）（１０６６）＋ＴＸ、２－（１，３－ジチオラン－２－
イル）フェニルジメチルカルバメート（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃ
ｔｓ名）（１１０９）＋ＴＸ、２－（２－ブトキシエトキシ）エチルチオシアネート（Ｉ
ＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（９３５）＋ＴＸ、２－（４，５
－ジメチル－１，３－ジオキソラン－２－イル）フェニルメチルカルバメート（ＩＵＰＡ
Ｃ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１０８４）＋ＴＸ、２－（４－クロロ
－３，５－キシリルオキシ）エタノール（ＩＵＰＡＣ名）（９８６）＋ＴＸ、２－クロロ
ビニルジエチルリン酸（ＩＵＰＡＣ名）（９８４）＋ＴＸ、２－イミダゾリドン（ＩＵＰ
ＡＣ名）（１２２５）＋ＴＸ、２－イソバレリルインダン－１，３－ジオン（ＩＵＰＡＣ
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名）（１２４６）＋ＴＸ、２－メチル（プロプ－２－イニル）アミノフェニルメチルカル
バメート（ＩＵＰＡＣ名）（１２８４）＋ＴＸ、２－チオシアナトエチルラウレート（Ｉ
ＵＰＡＣ名）（１４３３）＋ＴＸ、３－ブロモ－１－クロロプロプ－１－エン（ＩＵＰＡ
Ｃ名）（９１７）＋ＴＸ、３－メチル－１－フェニルピラゾール－５－イルジメチルカル
バメート（ＩＵＰＡＣ名）（１２８３）＋ＴＸ、４－メチル（プロプ－２－イニル）アミ
ノ－３，５－キシリルメチルカルバメート（ＩＵＰＡＣ名）（１２８５）＋ＴＸ、５，５
－ジメチル－３－オキソシクロヘキサ－１－エニルジメチルカルバメート（ＩＵＰＡＣ名
）（１０８５）＋ＴＸ、アバメクチン（１）＋ＴＸ、アセフェート（２）＋ＴＸ、アセタ
ミプリド（４）＋ＴＸ、アセチオン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、アセトプロール［ＣＣ
Ｎ］＋ＴＸ、アクリナトリン（９）＋ＴＸ、アクリロニトリル（ＩＵＰＡＣ名）（８６１
）＋ＴＸ、アラニカルブ（１５）＋ＴＸ、アルジカルブ（１６）＋ＴＸ、アルドキシカル
ブ（８６３）＋ＴＸ、アルドリン（８６４）＋ＴＸ、アレトリン（１７）＋ＴＸ、アロサ
ミジン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、アリキシカルブ（８６６）＋ＴＸ、α－シペルメト
リン（２０２）＋ＴＸ、α－エクジソン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、リン化アルミニウ
ム（６４０）＋ＴＸ、アミジチオン（８７０）＋ＴＸ、アミドチオエート（８７２）＋Ｔ
Ｘ、アミノカルブ（８７３）＋ＴＸ、アミトン（８７５）＋ＴＸ、シュウ酸水素アミトン
（８７５）＋ＴＸ、アミトラズ（２４）＋ＴＸ、アナバシン（８７７）＋ＴＸ、アチダチ
オン（８８３）＋ＴＸ、ＡＶＩ３８２（化合物コード）＋ＴＸ、ＡＺ６０５４１（化合物
コード）＋ＴＸ、アザジラクチン（代替名）（４１）＋ＴＸ、アザメチホス（４２）＋Ｔ
Ｘ、アジンホスエチル（４４）＋ＴＸ、アジンホスメチル（４５）＋ＴＸ、アゾトエート
（８８９）＋ＴＸ、バチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉ
ｅｎｓｉｓ）δエンドトキシン（代替名）（５２）＋ＴＸ、バリウムヘキサフルオロシリ
ケート（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、バリウムポリスルフィド（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（８９２）＋ＴＸ、バルトリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、バイ
エル２２／１９０（開発コード）（８９３）＋ＴＸ、バイエル２２４０８（開発コード）
（８９４）＋ＴＸ、ベンジオカルブ（５８）＋ＴＸ、ベンフラカルブ（６０）＋ＴＸ、ベ
ンサルタップ（６６）＋ＴＸ、β－シフルトリン（１９４）＋ＴＸ、β－シペルメトリン
（２０３）＋ＴＸ、ビフェントリン（７６）＋ＴＸ、ビオアレトリン（７８）＋ＴＸ、ビ
オアレトリンＳ－シクロペンテニル異性体（代替名）（７９）＋ＴＸ、バイオエタノメト
リン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ビオパーメトリン（９０８）＋ＴＸ、ビオレスメトリン（８０）
＋ＴＸ、ビス（２－クロロエチル）エーテル（ＩＵＰＡＣ名）（９０９）＋ＴＸ、ビスト
リフルロン（８３）＋ＴＸ、ホウ酸ナトリウム（８６）＋ＴＸ、ブロフェンバレレート（
代替名）＋ＴＸ、ブロムフェンビンホス（９１４）＋ＴＸ、ブロモシクレン（９１８）＋
ＴＸ、ブロモ－ＤＤＴ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ブロモホス（９２０）＋ＴＸ、ブロ
モホスエチル（９２１）＋ＴＸ、ブフェンカルブ（９２４）＋ＴＸ、ブプロフェジン（９
９）＋ＴＸ、ブタカルブ（９２６）＋ＴＸ、ブタチオホス（９２７）＋ＴＸ、ブトカルボ
キシム（１０３）＋ＴＸ、ブトネート（９３２）＋ＴＸ、ブトキシカルボキシム（１０４
）＋ＴＸ、ブチルピリダベン（代替名）＋ＴＸ、カズサホス（１０９）＋ＴＸ、ヒ酸カル
シウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、シアン化カルシウム（４４４）＋ＴＸ、多硫酸カルシウム（Ｉ
ＵＰＡＣ名）（１１１）＋ＴＸ、カンフェクロール（９４１）＋ＴＸ、カルバノレート（
９４３）＋ＴＸ、カルバリル（１１５）＋ＴＸ、カルボフラン（１１８）＋ＴＸ、二硫化
炭素（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（９４５）＋ＴＸ、四塩
化炭素（ＩＵＰＡＣ名）（９４６）＋ＴＸ、カルボフェノチオン（９４７）＋ＴＸ、カル
ボスルファン（１１９）＋ＴＸ、カルタップ（１２３）＋ＴＸ、カルタップヒドロクロリ
ド（１２３）＋ＴＸ、セバジン（代替名）（７２５）＋ＴＸ、クロルビシクレン（９６０
）＋ＴＸ、クロルダン（１２８）＋ＴＸ、クロルデコン（９６３）＋ＴＸ、クロルジメホ
ルム（９６４）＋ＴＸ、クロルジメホルムヒドロクロリド（９６４）＋ＴＸ、クロルエト
キシホス（１２９）＋ＴＸ、クロルフェナピル（１３０）＋ＴＸ、クロルフェンビンホス
（１３１）＋ＴＸ、クロルフルアズロン（１３２）＋ＴＸ、クロルメホス（１３６）＋Ｔ
Ｘ、クロロホルム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、クロルピクリン（１４１）＋ＴＸ、クロルホキシム
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（９８９）＋ＴＸ、クロルプラゾホス（９９０）＋ＴＸ、クロルピリホス（１４５）＋Ｔ
Ｘ、クロルピリホスメチル（１４６）＋ＴＸ、クロルチオホス（９９４）＋ＴＸ、クロマ
フェノジド（１５０）＋ＴＸ、シネリンＩ（６９６）＋ＴＸ、シネリンＩＩ（６９６）＋
ＴＸ、シネリンス（６９６）＋ＴＸ、ｃｉｓ－レスメスリン（代替名）＋ＴＸ、シスメト
リン（８０）＋ＴＸ、クロシトリン（代替名）＋ＴＸ、クロエトカルブ（９９９）＋ＴＸ
、クロサンテル（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、クロチアニジン（１６５）＋ＴＸ、アセト
亜ヒ酸銅［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ヒ酸銅［ＣＣＮ］＋ＴＸ、オレイン酸銅［ＣＣＮ］＋ＴＸ、
クマホス（１７４）＋ＴＸ、クミトエート（１００６）＋ＴＸ、クロタミトン（代替名）
［ＣＣＮ］＋ＴＸ、クロトキシホス（１０１０）＋ＴＸ、クルホメート（１０１１）＋Ｔ
Ｘ、氷晶石（代替名）（１７７）＋ＴＸ、ＣＳ７０８（開発コード）（１０１２）＋ＴＸ
、シアノフェンホス（１０１９）＋ＴＸ、シアノホス（１８４）＋ＴＸ、シアントエート
（１０２０）＋ＴＸ、シクレトリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、シクロプロトリン（１８８）＋Ｔ
Ｘ、シフルトリン（１９３）＋ＴＸ、シハロトリン（１９６）＋ＴＸ、シペルメトリン（
２０１）＋ＴＸ、シフェノトリン（２０６）＋ＴＸ、シロマジン（２０９）＋ＴＸ、シチ
オエート（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ｄ－リモネン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ｄ－
テトラメトリン（代替名）（７８８）＋ＴＸ、ＤＡＥＰ（１０３１）＋ＴＸ、ダゾメット
（２１６）＋ＴＸ、ＤＤＴ（２１９）＋ＴＸ、デカルボフラン（１０３４）＋ＴＸ、デル
タメトリン（２２３）＋ＴＸ、デメフィオン（１０３７）＋ＴＸ、デメフィオン－Ｏ（１
０３７）＋ＴＸ、デメフィオン－Ｓ（１０３７）＋ＴＸ、デメトン（１０３８）＋ＴＸ、
デメトンメチル（２２４）＋ＴＸ、デメトン－Ｏ（１０３８）＋ＴＸ、デメトン－Ｏ－メ
チル（２２４）＋ＴＸ、デメトン－Ｓ（１０３８）＋ＴＸ、デメトン－Ｓ－メチル（２２
４）＋ＴＸ、デメトン－Ｓ－メチルスルホン（１０３９）＋ＴＸ、ジアフェンチウロン（
２２６）＋ＴＸ、ジアリホス（１０４２）＋ＴＸ、ジアミダホス（１０４４）＋ＴＸ、ダ
イアジノン（２２７）＋ＴＸ、ジカプトン（１０５０）＋ＴＸ、ジクロロフェンチオン（
１０５１）＋ＴＸ、ジクロルボス（２３６）＋ＴＸ、ジクリホス（代替名）＋ＴＸ、ジク
レシル（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジクロトホス（２４３）＋ＴＸ、ジシクラニル（２
４４）＋ＴＸ、ディルドリン（１０７０）＋ＴＸ、ジエチル５－メチルピラゾール－３－
イルリン酸（ＩＵＰＡＣ名）（１０７６）＋ＴＸ、ジフルベンズロン（２５０）＋ＴＸ、
ジロール（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジメフルトリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジメホクス（
１０８１）＋ＴＸ、ジメタン（１０８５）＋ＴＸ、ジメトエート（２６２）＋ＴＸ、ジメ
トリン（１０８３）＋ＴＸ、ジメチルビンホス（２６５）＋ＴＸ、ジメチラン（１０８６
）＋ＴＸ、ジネクス（１０８９）＋ＴＸ、ジネクスジクレキシン（１０８９）＋ＴＸ、ジ
ノプロプ（１０９３）＋ＴＸ、ジノサム（１０９４）＋ＴＸ、ジノセブ（１０９５）＋Ｔ
Ｘ、ジノテフラン（２７１）＋ＴＸ、ジオフェノラン（１０９９）＋ＴＸ、ジオキサベン
ゾホス（１１００）＋ＴＸ、ジオキサカルブ（１１０１）＋ＴＸ、ジオキサチオン（１１
０２）＋ＴＸ、ジスルホトン（２７８）＋ＴＸ、ジチクロホス（１１０８）＋ＴＸ、ＤＮ
ＯＣ（２８２）＋ＴＸ、ドラメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ＤＳＰ（１１１５）
＋ＴＸ、エクジステロン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ＥＩ１６４２（開発コード）（１
１１８）＋ＴＸ、エマメクチン（２９１）＋ＴＸ、エマメクチン安息香酸塩（２９１）＋
ＴＸ、ＥＭＰＣ（１１２０）＋ＴＸ、エムペントリン（２９２）＋ＴＸ、エンドスルファ
ン（２９４）＋ＴＸ、エンドチオン（１１２１）＋ＴＸ、エンドリン（１１２２）＋ＴＸ
、ＥＰＢＰ（１１２３）＋ＴＸ、ＥＰＮ（２９７）＋ＴＸ、エポフェノナン（１１２４）
＋ＴＸ、エピリノメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エスフェンバレレート（３０２
）＋ＴＸ、エタホス（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エチオフェンカルブ（３０８）＋ＴＸ
、エチオン（３０９）＋ＴＸ、エチプロール（３１０）＋ＴＸ、エトエートメチル（１１
３４）＋ＴＸ、エトプロホス（３１２）＋ＴＸ、ギ酸エチル（ＩＵＰＡＣ名）［ＣＣＮ］
＋ＴＸ、エチル－ＤＤＤ（代替名）（１０５６）＋ＴＸ、エチレンジブロミド（３１６）
＋ＴＸ、ジクロロエタン（化学名）（１１３６）＋ＴＸ、エチレンオキシド［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、エトフェンプロックス（３１９）＋ＴＸ、エトリムホス（１１４２）＋ＴＸ、ＥＸ
Ｄ（１１４３）＋ＴＸ、ファンファー（３２３）＋ＴＸ、フェナミホス（３２６）＋ＴＸ



(66) JP 6662901 B2 2020.3.11

10

20

30

40

50

、フェナザフロル（１１４７）＋ＴＸ、フェンクロルホス（１１４８）＋ＴＸ、フェネタ
カルブ（１１４９）＋ＴＸ、フェンフルトリン（１１５０）＋ＴＸ、フェニトロチオン（
３３５）＋ＴＸ、フェノブカルブ（３３６）＋ＴＸ、フェノキサクリム（１１５３）＋Ｔ
Ｘ、フェノキシカルブ（３４０）＋ＴＸ、フェンピリトリン（１１５５）＋ＴＸ、フェン
プロパトリン（３４２）＋ＴＸ、フェンピラド（代替名）＋ＴＸ、フェンスルホチオン（
１１５８）＋ＴＸ、フェンチオン（３４６）＋ＴＸ、フェンチオンエチル［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、フェンバレレート（３４９）＋ＴＸ、フィプロニル（３５４）＋ＴＸ、フロニカミド
（３５８）＋ＴＸ、フルベンジアミド（ＣＡＳ登録番号：２７２４５１－６５－７）＋Ｔ
Ｘ、フルコフロン（１１６８）＋ＴＸ、フルシクロクスロン（３６６）＋ＴＸ、フルシト
リネート（３６７）＋ＴＸ、フルエネチル（１１６９）＋ＴＸ、フルフェネリム［ＣＣＮ
］＋ＴＸ、フルフェノクスロン（３７０）＋ＴＸ、フルフェンプロックス（１１７１）＋
Ｔ
Ｘ、フルメトリン（３７２）＋ＴＸ、フルバリネート（１１８４）＋ＴＸ、ＦＭＣ１１３
７（開発コード）（１１８５）＋ＴＸ、フォノホス（１１９１）＋ＴＸ、ホルメタネート
（４０５）＋ＴＸ、ホルメタネートヒドロクロリド（４０５）＋ＴＸ、ホルモチオン（１
１９２）＋ＴＸ、ホルムパラネート（１１９３）＋ＴＸ、ホスメチラン（１１９４）＋Ｔ
Ｘ、ホスピレート（１１９５）＋ＴＸ、ホスチアゼート（４０８）＋ＴＸ、ホスチエタン
（１１９６）＋ＴＸ、フラチオカルブ（４１２）＋ＴＸ、フレトリン（１２００）＋ＴＸ
、γ－シハロトリン（１９７）＋ＴＸ、γ－ＨＣＨ（４３０）＋ＴＸ、グアザチン（４２
２）＋ＴＸ、グアザチン酢酸塩（４２２）＋ＴＸ、ＧＹ－８１（開発コード）（４２３）
＋ＴＸ、ハルフェンプロクス（４２４）＋ＴＸ、ハロフェノジド（４２５）＋ＴＸ、ＨＣ
Ｈ（４３０）＋ＴＸ、ＨＥＯＤ（１０７０）＋ＴＸ、ヘプタクロル（１２１１）＋ＴＸ、
ヘプテノホス（４３２）＋ＴＸ、ヘテロホス［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ヘキサフルムロン（４３
９）＋ＴＸ、ＨＨＤＮ（８６４）＋ＴＸ、ヒドラメチルノン（４４３）＋ＴＸ、シアン化
水素（４４４）＋ＴＸ、ヒドロプレン（４４５）＋ＴＸ、ヒキンカルブ（１２２３）＋Ｔ
Ｘ、イミダクロプリド（４５８）＋ＴＸ、イミプロトリン（４６０）＋ＴＸ、インドキサ
カルブ（４６５）＋ＴＸ、ヨードメタン（ＩＵＰＡＣ名）（５４２）＋ＴＸ、ＩＰＳＰ（
１２２９）＋ＴＸ、イサゾホス（１２３１）＋ＴＸ、イソベンザン（１２３２）＋ＴＸ、
イソカルボホス（代替名）（４７３）＋ＴＸ、イソドリン（１２３５）＋ＴＸ、イソフェ
ンホス（１２３６）＋ＴＸ、イソラン（１２３７）＋ＴＸ、イソプロカルブ（４７２）＋
ＴＸ、イソプロピルＯ－（メトキシアミノチオホスホリル）サリチレート（ＩＵＰＡＣ名
）（４７３）＋ＴＸ、イソプロチオラン（４７４）＋ＴＸ、イソチオエート（１２４４）
＋ＴＸ、イソキサチオン（４８０）＋ＴＸ、イベルメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ
、ジャスモリンＩ（６９６）＋ＴＸ、ジャスモリンＩＩ（６９６）＋ＴＸ、ジョドフェン
ホス（１２４８）＋ＴＸ、幼虫ホルモンＩ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、幼虫ホルモンＩ
Ｉ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、幼虫ホルモンＩＩＩ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ケレ
バン（１２４９）＋ＴＸ、キノプレン（４８４）＋ＴＸ、λ－シハロトリン（１９８）＋
ＴＸ、砒酸鉛［ＣＣＮ］＋ＴＸ、レピメクチン（ＣＣＮ）＋ＴＸ、レプトホス（１２５０
）＋ＴＸ、リンダン（４３０）＋ＴＸ、リリムホス（１２５１）＋ＴＸ、ルフェヌロン（
４９０）＋ＴＸ、リチダチオン（１２５３）＋ＴＸ、ｍ－クメニルメチルカルバメート（
ＩＵＰＡＣ名）（１０１４）＋ＴＸ、リン化マグネシウム（ＩＵＰＡＣ名）（６４０）＋
ＴＸ、マラチオン（４９２）＋ＴＸ、マロノベン（１２５４）＋ＴＸ、マジドクス（１２
５５）＋ＴＸ、メカルバム（５０２）＋ＴＸ、メカルホン（１２５８）＋ＴＸ、メナゾン
（１２６０）＋ＴＸ、メホスフォラン（１２６１）＋ＴＸ、塩化第一水銀（５１３）＋Ｔ
Ｘ、メスルフェンホス（１２６３）＋ＴＸ、メタフルミゾン（ＣＣＮ）＋ＴＸ、メタム（
５１９）＋ＴＸ、メタムカリウム（代替名）（５１９）＋ＴＸ、メタムナトリウム（５１
９）＋ＴＸ、メタクリホス（１２６６）＋ＴＸ、メタミドホス（５２７）＋ＴＸ、ノルニ
コチン（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１２６８）＋ＴＸ、
メチダチオン（５２９）＋ＴＸ、メチオカルブ（５３０）＋ＴＸ、メトクロトホス（１２
７３）＋ＴＸ、メソミル（５３１）＋ＴＸ、メトプレン（５３２）＋ＴＸ、メトキンブチ
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ル（１２７６）＋ＴＸ、メトトリン（代替名）（５３３）＋ＴＸ、メトキシクロル（５３
４）＋ＴＸ、メトキシフェノジド（５３５）＋ＴＸ、臭化メチル（５３７）＋ＴＸ、メチ
ルイソチオシアネート（５４３）＋ＴＸ、メチルクロロホルム（代替名）［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、塩化メチレン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メトフルトリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メトルカルブ（
５５０）＋ＴＸ、メトキサジアゾン（１２８８）＋ＴＸ、メビンホス（５５６）＋ＴＸ、
メキサカルベート（１２９０）＋ＴＸ、ミルベメクチン（５５７）＋ＴＸ、ミルベマイシ
ンオキシム（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ミパホクス（１２９３）＋ＴＸ、ミレックス（
１２９４）＋ＴＸ、モノクロトホス（５６１）＋ＴＸ、モルホチオン（１３００）＋ＴＸ
、モキシデクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ナフタロホス（代替名）［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、ナレド（５６７）＋ＴＸ、ナフタレン（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒ
ａｃｔｓ名）（１３０３）＋ＴＸ、ＮＣ－１７０（開発コード）（１３０６）＋ＴＸ、Ｎ
Ｃ－１８４（化合物コード）＋ＴＸ、ニコチン（５７８）＋ＴＸ、ニコチンスルフェート
（５７８）＋ＴＸ、ニフルリジド（１３０９）＋ＴＸ、ニテンピラム（５７９）＋ＴＸ、
ニチアジン（１３１１）＋ＴＸ、ニトリラカルブ（１３１３）＋ＴＸ、ニトリラカルブ１
：１塩化亜鉛錯体（１３１３）＋ＴＸ、ＮＮＩ－０１０１（化合物コード）＋ＴＸ、ＮＮ
Ｉ－０２５０（化合物コード）＋ＴＸ、ノルニコチン（慣習名）（１３１９）＋ＴＸ、ノ
バルロン（５８５）＋ＴＸ、ノビフルムロン（５８６）＋ＴＸ、Ｏ－５－ジクロロ－４－
ヨードフェニルＯ－エチルエチルホスホノチオエート（ＩＵＰＡＣ名）（１０５７）＋Ｔ
Ｘ、Ｏ，Ｏ－ジエチルＯ－４－メチル－２－オキソ－２Ｈ－クロメン－７－イルホスホロ
チオネート（ＩＵＰＡＣ名）（１０７４）＋ＴＸ、Ｏ，Ｏ－ジエチルＯ－６－メチル－２
－プロピルピリミジン－４－イルホスホロチオネート（ＩＵＰＡＣ名）（１０７５）＋Ｔ
Ｘ、Ｏ，Ｏ，Ｏ’，Ｏ’－テトラプロピルジチオピロホスフェート（ＩＵＰＡＣ名）（１
４２４）＋ＴＸ、オレイン酸（ＩＵＰＡＣ名）（５９３）＋ＴＸ、オメトエート（５９４
）＋ＴＸ、オキサミル（６０２）＋ＴＸ、オキシデメトンメチル（６０９）＋ＴＸ、オキ
シデプロホス（１３２４）＋ＴＸ、オキシジスルホトン（１３２５）＋ＴＸ、ｐｐ’－Ｄ
ＤＴ（２１９）＋ＴＸ、パラ－ジクロロベンゼン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、パラチオン（６１５
）＋ＴＸ、パラチオンメチル（６１６）＋ＴＸ、ペンフルロン（代替名）［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、ペンタクロロフェノール（６２３）＋ＴＸ、ラウリン酸ペンタクロロフェニル（ＩＵ
ＰＡＣ名）（６２３）＋ＴＸ、ペルメトリン（６２６）＋ＴＸ、石油（代替名）（６２８
）＋ＴＸ、ＰＨ６０－３８（開発コード）（１３２８）＋ＴＸ、フェンカプトン（１３３
０）＋ＴＸ、フェノトリン（６３０）＋ＴＸ、フェントエート（６３１）＋ＴＸ、ホレー
ト（６３６）＋ＴＸ、ホサロン（６３７）＋ＴＸ、ホスホラン（１３３８）＋ＴＸ、ホス
メット（６３８）＋ＴＸ、ホスニクロル（１３３９）＋ＴＸ、ホスファミドン（６３９）
＋ＴＸ、ホスフィン（ＩＵＰＡＣ名）（６４０）＋ＴＸ、ホキシム（６４２）＋ＴＸ、ホ
キシムメチル（１３４０）＋ＴＸ、ピリメタホス（１３４４）＋ＴＸ、ピリミカーブ（６
５１）＋ＴＸ、ピリミホスエチル（１３４５）＋ＴＸ、ピリミホスメチル（６５２）＋Ｔ
Ｘ、ポリクロロジシクロペンタジエン異性体（ＩＵＰＡＣ名）（１３４６）＋ＴＸ、ポリ
クロロテルペン（慣習名）（１３４７）＋ＴＸ、亜ヒ酸カリウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、カリ
ウムチオシアネート［ＣＣＮ］＋ＴＸ、プラレトリン（６５５）＋ＴＸ、プレコセンＩ（
代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、プレコセンＩＩ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、プレコセンＩ
ＩＩ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、プリミドホス（１３４９）＋ＴＸ、プロフェノホス（
６６２）＋ＴＸ、プロフルトリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、プロマシル（１３５４）＋ＴＸ、プ
ロメカルブ（１３５５）＋ＴＸ、プロパホス（１３５６）＋ＴＸ、プロペタムホス（６７
３）＋ＴＸ、プロポキスル（６７８）＋ＴＸ、プロチダチオン（１３６０）＋ＴＸ、プロ
チオホス（６８６）＋ＴＸ、プロトエート（１３６２）＋ＴＸ、プロトリフェンブト［Ｃ
ＣＮ］＋ＴＸ、ピメトロジン（６８８）＋ＴＸ、ピラクロホス（６８９）＋ＴＸ、ピラゾ
ホス（６９３）＋ＴＸ、ピレスメトリン（１３６７）＋ＴＸ、ピレトリンＩ（６９６）＋
ＴＸ、ピレトリンＩＩ（６９６）＋ＴＸ、ピレトリン（６９６）＋ＴＸ、ピリダベン（６
９９）＋ＴＸ、ピリダリル（７００）＋ＴＸ、ピリダフェンチオン（７０１）＋ＴＸ、ピ
リミジフェン（７０６）＋ＴＸ、ピリミテート（１３７０）＋ＴＸ、ピリプロキシフェン
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（７０８）＋ＴＸ、カッシア（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、キナルホス（７１１）＋ＴＸ
、キナルホスメチル（１３７６）＋ＴＸ、キノチオン（１３８０）＋ＴＸ、キンチオホス
（１３８１）＋ＴＸ、Ｒ－１４９２（開発コード）（１３８２）＋ＴＸ、ラホキサニド（
代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、レスメスリン（７１９）＋ＴＸ、ロテノン（７２２）＋ＴＸ
、ＲＵ１５５２５（開発コード）（７２３）＋ＴＸ、ＲＵ２５４７５（開発コード）（１
３８６）＋ＴＸ、リアニア（代替名）（１３８７）＋ＴＸ、リアノジン（慣習名）（１３
８７）＋ＴＸ、サバジラ（代替名）（７２５）＋ＴＸ、シュラダン（１３８９）＋ＴＸ、
セブホス（代替名）＋ＴＸ、セラメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ＳＩ－０００９
（化合物コード）＋ＴＸ、ＳＩ－０２０５（化合物コード）＋ＴＸ、ＳＩ－０４０４（化
合物コード）＋ＴＸ、ＳＩ－０４０５（化合物コード）＋ＴＸ、シラフルオフェン（７２
８）＋ＴＸ、ＳＮ７２１２９（開発コード）（１３９７）＋ＴＸ、亜ヒ酸ナトリウム［Ｃ
ＣＮ］＋ＴＸ、シアン化ナトリウム（４４４）＋ＴＸ、ナトリウムフッ化物（ＩＵＰＡＣ
／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１３９９）＋ＴＸ、ヘキサフルオロケイ
酸ナトリウム（１４００）＋ＴＸ、ペンタクロロフェノキシドナトリウム塩（６２３）＋
ＴＸ、セレン酸ナトリウム（ＩＵＰＡＣ名）（１４０１）＋ＴＸ、チオシアン酸ナトリウ
ム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ソファミド（１４０２）＋ＴＸ、スピノサド（７３７）＋ＴＸ、ス
ピロメシフェン（７３９）＋ＴＸ、スピロテトラマト（ＣＣＮ）＋ＴＸ、スルコフロン（
７４６）＋ＴＸ、スルコフロンナトリウム（７４６）＋ＴＸ、スルフラミド（７５０）＋
ＴＸ、スルホテプ（７５３）＋ＴＸ、スルフリルフッ化物（７５６）＋ＴＸ、スルプロホ
ス（１４０８）＋ＴＸ、タール油（代替名）（７５８）＋ＴＸ、τ－フルバリネート（３
９８）＋ＴＸ、チオナジン（１４１２）＋ＴＸ、ＴＤＥ（１４１４）＋ＴＸ、テブフェノ
ジド（７６２）＋ＴＸ、テブフェンピラド（７６３）＋ＴＸ、テブピリムホス（７６４）
＋ＴＸ、テフルベンズロン（７６８）＋ＴＸ、テフルトリン（７６９）＋ＴＸ、テメホス
（７７０）＋ＴＸ、ＴＥＰＰ（１４１７）＋ＴＸ、テラレスリン（１４１８）＋ＴＸ、テ
ルバム（代替名）＋ＴＸ、テルブホス（７７３）＋ＴＸ、テトラクロロエタン［ＣＣＮ］
＋ＴＸ、テトラクロルビンホス（７７７）＋ＴＸ、テトラメトリン（７８７）＋ＴＸ、θ
－シペルメトリン（２０４）＋ＴＸ、チアクロプリド（７９１）＋ＴＸ、チアフェノクス
（代替名）＋ＴＸ、チアメトキサム（７９２）＋ＴＸ、チクロホス（１４２８）＋ＴＸ、
チオカルボキシム（１４３１）＋ＴＸ、チオシクラム（７９８）＋ＴＸ、チオシクラム水
素オキサレート（７９８）＋ＴＸ、チオジカルブ（７９９）＋ＴＸ、チオファノックス（
８００）＋ＴＸ、チオメトン（８０１）＋ＴＸ、チオナジン（１４３４）＋ＴＸ、チオス
ルタップ（８０３）＋ＴＸ、チオスルタップナトリウム（８０３）＋ＴＸ、ツリンギエン
シン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、トルフェンピラド（８０９）＋ＴＸ、トラロメトリン
（８１２）＋ＴＸ、トランスフルトリン（８１３）＋ＴＸ、トランスパーメトリン（１４
４０）＋ＴＸ、トリアミホス（１４４１）＋ＴＸ、トリアザメート（８１８）＋ＴＸ、ト
リアゾホス（８２０）＋ＴＸ、トリアズロン（代替名）＋ＴＸ、トリクロルホン（８２４
）＋ＴＸ、トリクロルメタホス－３（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、トリクロロナト（１４
５２）＋ＴＸ、トリフェノホス（１４５５）＋ＴＸ、トリフルムロン（８３５）＋ＴＸ、
トリメタカルブ（８４０）＋ＴＸ、トリプレン（１４５９）＋ＴＸ、バミドチオン（８４
７）＋ＴＸ、バニリプロール［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ベラトリジン（代替名）（７２５）＋Ｔ
Ｘ
、ベラトリン（代替名）（７２５）＋ＴＸ、ＸＭＣ（８５３）＋ＴＸ、キシリルカルブ（
８５４）＋ＴＸ、ＹＩ－５３０２（化合物コード）＋ＴＸ、ζ－シペルメトリン（２０５
）＋ＴＸ、ζメトリン（代替名）＋ＴＸ、亜鉛ホスフィド（６４０）＋ＴＸ、ゾラプロホ
ス（１４６９）およびＺＸＩ８９０１（開発コード）（８５８）＋ＴＸ、シアントラニリ
プロール［７３６９９４－６３－１９＋ＴＸ、クロラントラニリプロール［５００００８
－４５－７］＋ＴＸ、シエノピラフェン［５６０１２１－５２－０］＋ＴＸ、シフルメト
フェン［４００８８２－０７－７］＋ＴＸ、ピリフルキナゾン［３３７４５８－２７－２
］＋ＴＸ、スピネトラム［１８７１６６－４０－１＋１８７１６６－１５－０］＋ＴＸ、
スピロテトラマト［２０３３１３－２５－１］＋ＴＸ、スルホキサフロル［９４６５７８
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－００－３］＋ＴＸ、フルフィプロール［７０４８８６－１８－０］＋ＴＸ、メペルフル
トリン［９１５２８８－１３－０］＋ＴＸ、テトラメチルフルトリン［８４９３７－８８
－２］＋ＴＸ、トリフルメゾピリム（国際公開第２０１２／０９２１１５号パンフレット
に開示されている）＋ＴＸから構成される物質群から選択される殺虫剤、
ビス（トリブチルスズ）オキシド（ＩＵＰＡＣ名）（９１３）＋ＴＸ、ブロモアセタミド
［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ヒ酸カルシウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、クロエトカルブ（９９９）＋ＴＸ
、アセト亜ヒ酸銅［ＣＣＮ］＋ＴＸ、硫酸銅（１７２）＋ＴＸ、フェンチン（３４７）＋
ＴＸ、第二鉄リン酸（ＩＵＰＡＣ名）（３５２）＋ＴＸ、メタアルデヒド（５１８）＋Ｔ
Ｘ、メチオカルブ（５３０）＋ＴＸ、ニクロスアミド（５７６）＋ＴＸ、ニクロスアミド
オラミン（５７６）＋ＴＸ、ペンタクロロフェノール（６２３）＋ＴＸ、ペンタクロロフ
ェノキシドナトリウム塩（６２３）＋ＴＸ、チオナジン（１４１２）＋ＴＸ、チオジカル
ブ（７９９）＋ＴＸ、酸化トリブチルスズ（９１３）＋ＴＸ、トリフェンモルフ（１４５
４）＋ＴＸ、トリメタカルブ（８４０）＋ＴＸ、酢酸トリフェニルスズ（ＩＵＰＡＣ名）
（３４７）および水酸化トリフェニルスズ（ＩＵＰＡＣ名）（３４７）＋ＴＸ、ピリプロ
ール［３９４７３０－７１－３］＋ＴＸから構成される物質群から選択される殺軟体動物
剤、
ＡＫＤ－３０８８（化合物コード）＋ＴＸ、１，２－ジブロモ－３－クロロプロパン（Ｉ
ＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１０４５）＋ＴＸ、１，２－ジ
クロロプロパン（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１０６２）
＋ＴＸ、１，２－ジクロロプロパンを伴う１，３－ジクロロプロペン（ＩＵＰＡＣ名）（
１０６３）＋ＴＸ、１，３－ジクロロプロペン（２３３）＋ＴＸ、３，４－ジクロロテト
ラヒドロチオフェン１，１－ジオキシド（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａ
ｃｔｓ名）（１０６５）＋ＴＸ、３－（４－クロロフェニル）－５－メチルロダニン（Ｉ
ＵＰＡＣ名）（９８０）＋ＴＸ、５－メチル－６－チオキソ－１，３，５－チアジアジナ
ン－３－イル酢酸（ＩＵＰＡＣ名）（１２８６）＋ＴＸ、６－イソペンテニルアミノプリ
ン（代替名）（２１０）＋ＴＸ、アバメクチン（１）＋ＴＸ、アセトプロール［ＣＣＮ］
＋ＴＸ、アラニカルブ（１５）＋ＴＸ、アルジカルブ（１６）＋ＴＸ、アルドキシカルブ
（８６３）＋ＴＸ、ＡＺ６０５４１（化合物コード）＋ＴＸ、ベンクロチアズ［ＣＣＮ］
＋ＴＸ、ベノミル（６２）＋ＴＸ、ブチルピリダベン（代替名）＋ＴＸ、カズサホス（１
０９）＋ＴＸ、カルボフラン（１１８）＋ＴＸ、二硫化炭素（９４５）＋ＴＸ、カルボス
ルファン（１１９）＋ＴＸ、クロルピクリン（１４１）＋ＴＸ、クロルピリホス（１４５
）＋ＴＸ、クロエトカルブ（９９９）＋ＴＸ、サイトカイニン（代替名）（２１０）＋Ｔ
Ｘ、ダゾメット（２１６）＋ＴＸ、ＤＢＣＰ（１０４５）＋ＴＸ、ＤＣＩＰ（２１８）＋
ＴＸ、ジアミダホス（１０４４）＋ＴＸ、ジクロロフェンチオン（１０５１）＋ＴＸ、ジ
クリホス（代替名）＋ＴＸ、ジメトエート（２６２）＋ＴＸ、ドラメクチン（代替名）［
ＣＣＮ］＋ＴＸ、エマメクチン（２９１）＋ＴＸ、エマメクチン安息香酸塩（２９１）＋
ＴＸ、エピリノメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エトプロホス（３１２）＋ＴＸ、
エチレンジブロミド（３１６）＋ＴＸ、フェナミホス（３２６）＋ＴＸ、フェンピラド（
代替名）＋ＴＸ、フェンスルホチオン（１１５８）＋ＴＸ、ホスチアゼート（４０８）＋
ＴＸ、ホスチエタン（１１９６）＋ＴＸ、ルフラール（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ＧＹ
－８１（開発コード）（４２３）＋ＴＸ、ヘテロホス［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ヨードメタン（
ＩＵＰＡＣ名）（５４２）＋ＴＸ、イサミドホス（１２３０）＋ＴＸ、イサゾホス（１２
３１）＋ＴＸ、イベルメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、カイネチン（代替名）（２
１０）＋ＴＸ、メカルホン（１２５８）＋ＴＸ、メタム（５１９）＋ＴＸ、メタムカリウ
ム（代替名）（５１９）＋ＴＸ、メタムナトリウム（５１９）＋ＴＸ、臭化メチル（５３
７）＋ＴＸ、メチルイソチオシアネート（５４３）＋ＴＸ、ミルベマイシンオキシム（代
替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、モキシデクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ミロテシウムベ
ルカリア（Ｍｙｒｏｔｈｅｃｉｕｍ　ｖｅｒｒｕｃａｒｉａ）組成物（代替名）（５６５
）＋ＴＸ、ＮＣ－１８４（化合物コード）＋ＴＸ、オキサミル（６０２）＋ＴＸ、ホレー
ト（６３６）＋ＴＸ、ホスファミドン（６３９）＋ＴＸ、ホスホカルブ［ＣＣＮ］＋ＴＸ
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、セブホス（代替名）＋ＴＸ、セラメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、スピノサド（
７３７）＋ＴＸ、テルバム（代替名）＋ＴＸ、テルブホス（７７３）＋ＴＸ、テトラクロ
ロチオフェン（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１４２２）＋
ＴＸ、チアフェノクス（代替名）＋ＴＸ、チオナジン（１４３４）＋ＴＸ、トリアゾホス
（８２０）＋ＴＸ、トリアズロン（代替名）＋ＴＸ、キシレノルス［ＣＣＮ］＋ＴＸ、Ｙ
Ｉ－５３０２（化合物コード）およびゼアチン（代替名）（２１０）＋ＴＸ、フルエンス
ルホン［３１８２９０－９８－１］＋ＴＸから構成される物質群から選択される殺線虫剤
、
エチルキサントゲン酸カリウム［ＣＣＮ］およびニトラピリン（５８０）＋ＴＸから構成
される物質群から選択される硝化抑制剤、
アシベンゾラル（６）＋ＴＸ、アシベンゾラル－Ｓ－メチル（６）＋ＴＸ、プロベナゾー
ル（６５８）およびオオイタドリ（Ｒｅｙｎｏｕｔｒｉａ　ｓａｃｈａｌｉｎｅｎｓｉｓ
）抽出物（代替名）（７２０）＋ＴＸから構成される物質群から選択される植物活性化剤
、
２－イソバレリルインダン－１，３－ジオン（ＩＵＰＡＣ名）（１２４６）＋ＴＸ、４－
（キノキサリン－２－イルアミノ）ベンゼンスルホンアミド（ＩＵＰＡＣ名）（７４８）
＋ＴＸ、α－クロロヒドリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、リン化アルミニウム（６４０）＋ＴＸ、
アンツ（８８０）＋ＴＸ、三酸化ヒ素（８８２）＋ＴＸ、炭酸バリウム（８９１）＋ＴＸ
、ビスチオセミ（９１２）＋ＴＸ、ブロジファクム（８９）＋ＴＸ、ブロマジオロン（９
１）＋ＴＸ、ブロメタリン（９２）＋ＴＸ、シアン化カルシウム（４４４）＋ＴＸ、クロ
ラロース（１２７）＋ＴＸ、クロロファシノン（１４０）＋ＴＸ、コレカルシフェロール
（代替名）（８５０）＋ＴＸ、クマクロル（１００４）＋ＴＸ、クマフリル（１００５）
＋ＴＸ、クマテトラリル（１７５）＋ＴＸ、クリミジン（１００９）＋ＴＸ、ジフェナク
ム（２４６）＋ＴＸ、ジフェチアロン（２４９）＋ＴＸ、ジファシノン（２７３）＋ＴＸ
、エルゴカルシフェロール（３０１）＋ＴＸ、フロクマフェン（３５７）＋ＴＸ、フルオ
ロアセタミド（３７９）＋ＴＸ、フルプロパジン（１１８３）＋ＴＸ、フルプロパジンヒ
ドロクロリド（１１８３）＋ＴＸ、γ－ＨＣＨ（４３０）＋ＴＸ、ＨＣＨ（４３０）＋Ｔ
Ｘ、シアン化水素（４４４）＋ＴＸ、ヨードメタン（ＩＵＰＡＣ名）（５４２）＋ＴＸ、
リンダン（４３０）＋ＴＸ、リン化マグネシウム（ＩＵＰＡＣ名）（６４０）＋ＴＸ、臭
化メチル（５３７）＋ＴＸ、ノルボルミド（１３１８）＋ＴＸ、ホスアセチム（１３３６
）＋ＴＸ、ホスフィン（ＩＵＰＡＣ名）（６４０）＋ＴＸ、リン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ピン
ドン（１３４１）＋ＴＸ、亜ヒ酸カリウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ピリヌロン（１３７１）＋
ＴＸ、シリロシド（１３９０）＋ＴＸ、亜ヒ酸ナトリウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、シアン化ナ
トリウム（４４４）＋ＴＸ、フルオロ酢酸ナトリウム（７３５）＋ＴＸ、ストリキニン（
７４５）＋ＴＸ、硫酸タリウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ワルファリン（８５１）および亜鉛ホ
スフィド（６４０）＋ＴＸから構成される物質群から選択される殺鼠剤、
２－（２－ブトキシエトキシ）－エチルピペロニレート（ＩＵＰＡＣ名）（９３４）＋Ｔ
Ｘ、５－（１，３－ベンゾジオキソール－５－イル）－３－ヘキシルシクロヘキサ－２－
エノン（ＩＵＰＡＣ名）（９０３）＋ＴＸ、ファルネソールを伴うネロリドール（代替名
）（３２４）＋ＴＸ、ＭＢ－５９９（開発コード）（４９８）＋ＴＸ、ＭＧＫ２６４（開
発コード）（２９６）＋ＴＸ、ピペロニルブトキシド（６４９）＋ＴＸ、ピプロタール（
１３４３）＋ＴＸ、プロピル異性体（１３５８）＋ＴＸ、Ｓ４２１（開発コード）（７２
４）＋ＴＸ、セサメックス（１３９３）＋ＴＸ、セサスモリン（１３９４）およびスルホ
キシド（１４０６）＋ＴＸから構成される物質群から選択される共力剤、
アントラキノン（３２）＋ＴＸ、クロラロース（１２７）＋ＴＸ、ナフテン酸銅［ＣＣＮ
］＋ＴＸ、オキシ塩化銅（１７１）＋ＴＸ、ダイアジノン（２２７）＋ＴＸ、ジシクロペ
ンタジエン（化学名）（１０６９）＋ＴＸ、グアザチン（４２２）＋ＴＸ、グアザチン酢
酸塩（４２２）＋ＴＸ、メチオカルブ（５３０）＋ＴＸ、ピリジン－４－アミン（ＩＵＰ
ＡＣ名）（２３）＋ＴＸ、チラム（８０４）＋ＴＸ、トリメタカルブ（８４０）＋ＴＸ、
ナフテン酸亜鉛［ＣＣＮ］およびジラム（８５６）＋ＴＸから構成される物質群から選択



(71) JP 6662901 B2 2020.3.11

10

20

30

40

50

される動物忌避剤、
イマニン（代替名）［ＣＣＮ］およびリバビリン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸから構成さ
れる物質群から選択される抗ウイルス剤、
酸化水銀（ＩＩ）（５１２）＋ＴＸ、オクチリノン（５９０）およびチオファネートメチ
ル（８０２）＋ＴＸから構成される物質群から選択される創傷保護剤、
ならびに、アザコナゾール（６０２０７－３１－０］＋ＴＸ、ビテルタノール［７０５８
５－３６－３］＋ＴＸ、ブロムコナゾール［１１６２５５－４８－２］＋ＴＸ、シプロコ
ナゾール［９４３６１－０６－５］＋ＴＸ、ジフェンコナゾール［１１９４４６－６８－
３］＋ＴＸ、ジニコナゾール［８３６５７－２４－３］＋ＴＸ、エポキシコナゾール［１
０６３２５－０８－０］＋ＴＸ、フェンブコナゾール［１１４３６９－４３－６］＋ＴＸ
、フルキンコナゾール［１３６４２６－５４－５］＋ＴＸ、フルシラゾール［８５５０９
－１９－９］＋ＴＸ、フルトリアホール［７６６７４－２１－０］＋ＴＸ、ヘキサコナゾ
ール［７９９８３－７１－４］＋ＴＸ、イマザリル［３５５５４－４４－０］＋ＴＸ、イ
ミベンコナゾール［８６５９８－９２－７］＋ＴＸ、イプコナゾール［１２５２２５－２
８－７］＋ＴＸ、メトコナゾール［１２５１１６－２３－６］＋ＴＸ、ミクロブタニル［
８８６７１－８９－０］＋ＴＸ、ペフラゾエート［１０１９０３－３０－４］＋ＴＸ、ペ
ンコナゾール［６６２４６－８８－６］＋ＴＸ、プロチオコナゾール［１７８９２８－７
０－６］＋ＴＸ、ピリフェノックス［８８２８３－４１－４］＋ＴＸ、プロクロラズ［６
７７４７－０９－５］＋ＴＸ、プロピコナゾール［６０２０７－９０－１］＋ＴＸ、シメ
コナゾール［１４９５０８－９０－７］＋ＴＸ、テブコナゾール［１０７５３４－９６－
３］＋ＴＸ、テトラコナゾール［１１２２８１－７７－３］＋ＴＸ、トリアジメホン［４
３１２１－４３－３］＋ＴＸ、トリアジメノール［５５２１９－６５－３］＋ＴＸ、トリ
フルミゾール［９９３８７－８９－０］＋ＴＸ、トリチコナゾール［１３１９８３－７２
－７］＋ＴＸ、アンシミドール［１２７７１－６８－５］＋ＴＸ、フェナリモル［６０１
６８－８８－９］＋ＴＸ、ヌアリモル［６３２８４－７１－９］＋ＴＸ、ブピリメート［
４１４８３－４３－６］＋ＴＸ、ジメチリモール［５２２１－５３－４］＋ＴＸ、エチリ
モール［２３９４７－６０－６］＋ＴＸ、ドデモルフ［１５９３－７７－７］＋ＴＸ、フ
ェンプロピジン［６７３０６－００－７］＋ＴＸ、フェンプロピモルフ［６７５６４－９
１－４］＋ＴＸ、スピロキサミン［１１８１３４－３０－８］＋ＴＸ、トリデモルフ［８
１４１２－４３－３］＋ＴＸ、シプロジニル［１２１５５２－６１－２］＋ＴＸ、メパニ
ピリム［１１０２３５－４７－７］＋ＴＸ、ピリメタニル［５３１１２－２８－０］＋Ｔ
Ｘ、フェンピクロニル［７４７３８－１７－３］＋ＴＸ、フルジオキソニル［１３１３４
１－８６－１］＋ＴＸ、ベナラキシル［７１６２６－１１－４］＋ＴＸ、フララキシル［
５７６４６－３０－７］＋ＴＸ、メタラキシル［５７８３７－１９－１］＋ＴＸ、Ｒ－メ
タラキシル［７０６３０－１７－０］＋ＴＸ、オフレース［５８８１０－４８－３］＋Ｔ
Ｘ、オキサジキシル［７７７３２－０９－３］＋ＴＸ、ベノミル［１７８０４－３５－２
］＋ＴＸ、カルベンダジム［１０６０５－２１－７］＋ＴＸ、デバカルブ［６２７３２－
９１－６］＋ＴＸ、フベリダゾール［３８７８－１９－１］＋ＴＸ、チアベンダゾール［
１４８－７９－８］＋ＴＸ、クロゾリネート［８４３３２－８６－５］＋ＴＸ、ジクロゾ
リン［２４２０１－５８－９］＋ＴＸ、イプロジオン［３６７３４－１９－７］＋ＴＸ、
ミクロゾリン［５４８６４－６１－８］＋ＴＸ、プロシミドン［３２８０９－１６－８］
＋ＴＸ、ビンクロゾリン［５０４７１－４４－８］＋ＴＸ、ボスカリド［１８８４２５－
８５－６］＋ＴＸ、カルボキシン［５２３４－６８－４］＋ＴＸ、フェンフラム［２４６
９１－８０－３］＋ＴＸ、フルトラニル［６６３３２－９６－５］＋ＴＸ、メプロニル［
５５８１４－４１－０］＋ＴＸ、オキシカルボキシン［５２５９－８８－１］＋ＴＸ、ペ
ンチオピラド［１８３６７５－８２－３］＋ＴＸ、チフルザミド［１３００００－４０－
７］＋ＴＸ、グアザチン［１０８１７３－９０－６］＋ＴＸ、ドジン［２４３９－１０－
３］［１１２－６５－２］（遊離塩基）＋ＴＸ、イミノクタジン［１３５１６－２７－３
］＋ＴＸ、アゾキシストロビン［１３１８６０－３３－８］＋ＴＸ、ジモキシストロビン
［１４９９６１－５２－４］＋ＴＸ、エネストロビン｛Ｐｒｏｃ．ＢＣＰＣ，Ｉｎｔ．Ｃ
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ｏｎｇｒ．，Ｇｌａｓｇｏｗ，２００３，１，９３｝＋ＴＸ、フルオキサストロビン［３
６１３７７－２９－９］＋ＴＸ、クレソキシムメチル［１４３３９０－８９－０］＋ＴＸ
、メトミノストロビン［１３３４０８－５０－１］＋ＴＸ、トリフロキシストロビン［１
４１５１７－２１－７］＋ＴＸ、オリザストロビン［２４８５９３－１６－０］＋ＴＸ、
ピコキシストロビン［１１７４２８－２２－５］＋ＴＸ、ピラクロストロビン［１７５０
１３－１８－０］＋ＴＸ、フェルバム［１４４８４－６４－１］＋ＴＸ、マンコゼブ［８
０１８－０１－７］＋ＴＸ、マンネブ［１２４２７－３８－２］＋ＴＸ、メチラム［９０
０６－４２－２］＋ＴＸ、プロピネブ［１２０７１－８３－９］＋ＴＸ、チラム［１３７
－２６－８］＋ＴＸ、ジネブ［１２１２２－６７－７］＋ＴＸ、ジラム［１３７－３０－
４］＋ＴＸ、カプタホール［２４２５－０６－１］＋ＴＸ、キャプタン［１３３－０６－
２］＋ＴＸ、ジクロフルアニド［１０８５－９８－９］＋ＴＸ、フルオロイミド［４１２
０５－２１－４］＋ＴＸ、ホルペット［１３３－０７－３］＋ＴＸ、トリルフルアニド［
７３１－２７－１］＋ＴＸ、ボルドー液［８０１１－６３－０］＋ＴＸ、水酸化銅（ＩＩ
）［２０４２７－５９－２］＋ＴＸ、塩化銅［１３３２－４０－７］＋ＴＸ、硫酸銅［７
７５８－９８－７］＋ＴＸ、酸化銅（ＩＩ）［１３１７－３９－１］＋ＴＸ、マンカッパ
ー［５３９８８－９３－５］＋ＴＸ、オキシン銅［１０３８０－２８－６］＋ＴＸ、ジノ
カップ［１３１－７２－６］＋ＴＸ、ニトロタルイソプロピル［１０５５２－７４－６］
＋ＴＸ、エディフェンホス［１７１０９－４９－８］＋ＴＸ、イプロベンホス［２６０８
７－４７－８］＋ＴＸ、イソプロチオラン［５０５１２－３５－１］＋ＴＸ、ホスジフェ
ン［３６５１９－００－３］＋ＴＸ、ピラゾホス［１３４５７－１８－６］＋ＴＸ、トル
コホスメチル［５７０１８－０４－９］＋ＴＸ、アシベンゾラル－Ｓ－メチル［１３５１
５８－５４－２］＋ＴＸ、アニラジン［１０１－０５－３］＋ＴＸ、ベンチアバリカルブ
［４１３６１５－３５－７］＋ＴＸ、ブラストサイジン－Ｓ［２０７９－００－７］＋Ｔ
Ｘ、チノメチオナート［２４３９－０１－２］＋ＴＸ、クロロネブ［２６７５－７７－６
］＋ＴＸ、クロロタロニル［１８９７－４５－６］＋ＴＸ、シフルフェナミド［１８０４
０９－６０－３］＋ＴＸ、シモキサニル［５７９６６－９５－７］＋ＴＸ、ジクロン［１
１７－８０－６］＋ＴＸ、ジクロシメット［１３９９２０－３２－４］＋ＴＸ、ジクロメ
ジン［６２８６５－３６－５］＋ＴＸ、ジクロラン［９９－３０－９］＋ＴＸ、ジエトフ
ェンカルブ［８７１３０－２０－９］＋ＴＸ、ジメトモルフ［１１０４８８－７０－５］
＋ＴＸ、ＳＹＰ－ＬＩ９０（フルモルフ）［２１１８６７－４７－９］＋ＴＸ、ジチアノ
ン［３３４７－２２－６］＋ＴＸ、エタボキサム［１６２６５０－７７－３］＋ＴＸ、エ
トリジアゾール［２５９３－１５－９］＋ＴＸ、ファモキサドン［１３１８０７－５７－
３］＋ＴＸ、フェンアミドン［１６１３２６－３４－７］＋ＴＸ、フェノキサニル［１１
５８５２－４８－７］＋ＴＸ、フェンチン［６６８－３４－８］＋ＴＸ、フェリムゾン［
８９２６９－６４－７］＋ＴＸ、フルアジナム［７９６２２－５９－６］＋ＴＸ、フルオ
ピコリド［２３９１１０－１５－７］＋ＴＸ、フルスルファミド［１０６９１７－５２－
６］＋ＴＸ、フェンヘキサミド［１２６８３３－１７－８］＋ＴＸ、ホセチルアルミニウ
ム［３９１４８－２４－８］＋ＴＸ、ヒメキサゾール［１０００４－４４－１］＋ＴＸ、
イプロバリカルブ［１４０９２３－１７－７］＋ＴＸ、ＩＫＦ－９１６（シアゾファミド
）［１２０１１６－８８－３］＋ＴＸ、カスガマイシン［６９８０－１８－３］＋ＴＸ、
メタスルホカルブ［６６９５２－４９－６］＋ＴＸ、メトラフェノン［２２０８９９－０
３－６］＋ＴＸ、ペンシクロン［６６０６３－０５－６］＋ＴＸ、フタリド［２７３５５
－２２－２］＋ＴＸ、ポリオキシン［１１１１３－８０－７］＋ＴＸ、プロベナゾール［
２７６０５－７６－１］＋ＴＸ、プロパモカルブ［２５６０６－４１－１］＋ＴＸ、プロ
キナジド［１８９２７８－１２－４］＋ＴＸ、ピロキロン［５７３６９－３２－１］＋Ｔ
Ｘ、キノキシフェン［１２４４９５－１８－７］＋ＴＸ、キントゼン［８２－６８－８］
＋ＴＸ、スルフル［７７０４－３４－９］＋ＴＸ、チアジニル［２２３５８０－５１－６
］＋ＴＸ、トリアゾキシド［７２４５９－５８－６］＋ＴＸ、トリシクラゾール［４１８
１４－７８－２］＋ＴＸ、トリホリン［２６６４４－４６－２］＋ＴＸ、バリダマイシン
［３７２４８－４７－８］＋ＴＸ、ゾキサミド（ＲＨ７２８１）［１５６０５２－６８－
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５］＋ＴＸ、マンジプロパミド［３７４７２６－６２－２］＋ＴＸ、イソピラザム［８８
１６８５－５８－１］＋ＴＸ、セダキサン［８７４９６７－６７－６］＋ＴＸ、３－ジフ
ルオロメチル－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボン酸（９－ジクロロメチレン
－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノンナフタレン－５－イル）－アミド（
国際公開第２００７／０４８５５６号パンフレットに開示されている）＋ＴＸ、３－ジフ
ルオロメチル－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボン酸（３’，４’，５’－ト
リフルオロ－ビフェニル－２－イル）－アミド（国際公開第２００６／０８７３４３号パ
ンフレットに開示されている）＋ＴＸ、［（３Ｓ，４Ｒ，４ａＲ，６Ｓ，６ａＳ，１２Ｒ
，１２ａＳ，１２ｂＳ）－３－［（シクロプロピルカルボニル）オキシ］－１，３，４，
４ａ，５，６，６ａ，１２，１２ａ，１２ｂ－デカヒドロ－６，１２－ジヒドロキシ－４
，６ａ，１２ｂ－トリメチル－１１－オキソ－９－（３－ピリジニル）－２Ｈ，１１Ｈナ
フト［２，１－ｂ］ピラノ［３，４－ｅ］ピラン－４－イル］メチル－シクロプロパンカ
ルボキシレート［９１５９７２－１７－７］＋ＴＸおよび１，３，５－トリメチル－Ｎ－
（２－メチル－１－オキソプロピル）－Ｎ－［３－（２－メチルプロピル）－４－［２，
２，２－トリフルオロ－１－メトキシ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］
－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド［９２６９１４－５５－８］＋ＴＸ。
　または、Ｎ－［（５－クロロ－２－イソプロピル－フェニル）メチル］－Ｎ－シクロプ
ロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－ピラゾール－４－カル
ボキサミド＋ＴＸ、２，６－ジメチル－１Ｈ，５Ｈ－［１，４］ジチイノ［２，３－ｃ：
５，６－ｃ’］ジピロール－１，３，５，７（２Ｈ，６Ｈ）－テトロン＋ＴＸ、４－（２
－ブロモ－４－フルオロ－フェニル）－Ｎ－（２－クロロ－６－フルオロ－フェニル）－
２，５－ジメチル－ピラゾール－３－アミン＋ＴＸ、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（
７－フルオロ－１，１，３－トリメチル－インダン－４－イル）－１－メチル－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド＋ＴＸ、ＣＡＳ８５０８８１－３０－０＋ＴＸ、３－（３，４－
ジクロロ－１，２－チアゾール－５－イルメトキシ）－１，２－ベンゾチアゾール１，１
－ジオキシド＋ＴＸ、２－［２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］フェニル］
－２－メトキシ－Ｎ－メチル－アセトアミド＋ＴＸ、３－（４，４－ジフルオロ－３，４
－ジヒドロ－３，３－ジメチルイソキノリン－１－イル）キノロン＋ＴＸ、２－［２－フ
ルオロ－６－［（８－フルオロ－２－メチル－３－キノリル）オキシ］フェニル］プロパ
ン－２－オール＋ＴＸ、オキサチアピプロリン＋ＴＸ、ｔ－ブチルＮ－［６－［［［（１
－メチルテトラゾール－５－イル）－フェニル－メチレン］アミノ］オキシメチル］－２
－ピリジル］カルバメート＋ＴＸ、Ｎ－［２－（３，４－ジフルオロフェニル）フェニル
］－３－（トリフルオロメチル）ピラジン－２－カルボキサミド＋ＴＸ、３－（ジフルオ
ロメチル）－１－メチル－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１，３－トリメチルインダン－４－イル
］ピラゾール－４－カルボキサミド＋ＴＸ、２，２，２－トリフルオロエチルＮ－［２－
メチル－１－［［（４－メチルベンゾイル）アミノ］メチル］プロピル］カルバメート＋
ＴＸ、（２ＲＳ）－２－［４－（４－ｃクロロフェノキシ）－α，α，α－トリフルオロ
－ｏ－トリル］－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）プロパン－２－オ
ール＋ＴＸ、（２ＲＳ）－２－［４－（４－ｃクロロフェノキシ）－α，α，α－トリフ
ルオロ－ｏ－トリル］－３－メチル－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル
）ブタン－２－オール＋ＴＸ、２－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［（３Ｒ）－３－エチル
－１，１－ジメチル－インダン－４－イル］ピリジン－３－カルボキサミド＋ＴＸ、Ｎ’
－（２，５－ジメチル－４－フェノキシ－フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルム
アミジン＋ＴＸ、Ｎ’－［４－（４，５－ジクロロチアゾール－２－イル）オキシ－２，
５－ジメチル－フェニル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジン＋ＴＸ、［２－［
３－［２－［１－［２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）ピラゾール－１－イル］ア
セチル］－４－ピペリジル］チアゾール－４－イル］－４，５－ジヒドロイソキサゾール
－５－イル］－３－クロロ－フェニル］メタンスルホン酸＋ＴＸ、ブタ－３－イニルＮ－
［６－［［（Ｚ）－［（１－メチルテトラゾール－５－イル）－フェニル－メチレン］ア
ミノ］オキシメチル］－２－ピリジル］カルバメート＋ＴＸ、メチルＮ－［［５－［４－
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（２，４－ジメチルフェニル）トリアゾール－２－イル］－２－メチル－フェニル］メチ
ル］カルバメート＋ＴＸ、３－クロロ－６－メチル－５－フェニル－４－（２，４，６－
トリフルオロフェニル）ピリダジン＋ＴＸ、３－クロロ－４－（２，６－ジフルオロフェ
ニル）－６－メチル－５－フェニル－ピリダジン＋ＴＸ、３－（ジフルオロメチル）－１
－メチル－Ｎ－［１，１，３－トリメチルインダン－４－イル］ピラゾール－４－カルボ
キサミド＋ＴＸ、１－［２－［［１－（４－クロロフェニル）ピラゾール－３－イル］オ
キシメチル］－３－メチル－フェニル］－４－メチル－テトラゾール－５－オン＋ＴＸ、
１－メチル－４－［３－メチル－２－［［２－メチル－４－（３，４，５－トリメチルピ
ラゾール－１－イル）フェノキシ］メチル］フェニル］テトラゾール－５－オン＋ＴＸお
よび
【化２７】

からなる群から選択される生物学的に有効な化合物。
【０１８９】
　例えば［３８７８－１９－１］といった有効成分に続く括弧中の参照は、Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ　Ｒｅｇｉｓｔｒｙ　ｎｕｍｂｅｒを指している。上記の混合
相手は公知である。有効成分が「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」［Ｔｈｅ
　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ－Ａ　Ｗｏｒｌｄ　Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ；Ｔｈｉ
ｒｔｅｅｎｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ；Ｅｄｉｔｏｒ：Ｃ．Ｄ．Ｓ．ＴｏｍＬｉｎ；Ｔｈｅ　
Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ］中に含まれている
場合、これらは、特定の化合物について本明細書中上記の丸括弧中に示されている項目番
号下でその中に記載されており；例えば、化合物「アバメクチン」は、項目番号（１）下
に記載されている。上記に記載の特定の化合物について「［ＣＣＮ］」が付記されている
場合、対象の化合物は［Ａ．Ｗｏｏｄ；Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ　ｏｆ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄ
ｅ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｎａｍｅｓ，Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ（著作権）１９９５－２００４］に
てインターネットを介してアクセス可能である「Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ　ｏｆ　Ｐｅｓｔ
ｉｃｉｄｅ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｎａｍｅｓ」に含まれており；例えば、化合物「アセトプロ
ール」は、インターネットアドレスｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ．ｎｅｔ／
ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ／ａｃｅｔｏｐｒｏｌｅ．ｈｔｍｌにおいて記載されている。
【０１９０】
　上記明細書において、上記の活性成分の大部分は、いわゆる「慣用名」、関連する「Ｉ
ＳＯ慣用名」または他の「慣用名」を個々の事例において用いることにより言及されてい
る。「慣用名」による呼称ではない場合、代わりに用いられる呼称の性質は特定の化合物
について丸括弧中に記載されており；この場合、ＩＵＰＡＣ名、ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名、「化学名」、「慣習名」、「化合物名」もしくは「開発
コード」が用いられており、または、これらの呼称もしくは「慣用名」のいずれも用いら
れていない場合には、「代替名」が採用されている。「ＣＡＳ登録番号」とは、Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ　Ｒｅｇｉｓｔｒｙ　Ｎｕｍｂｅｒを意味する。
【０１９１】
　Ａ１～Ａ１８（上記）から選択される式Ｉの化合物と、上記の活性成分との活性成分混
合物は、Ａ１～Ａ１８（上記）から選択される化合物と、上記の活性成分とを、１００：
１～１：６０００、特に５０：１～１：５０、特に２０：１～１：２０の比、特に１０：
１～１：１０、特に５：１～１：５の混合比で含んでいることが好ましく、２：１～１：
２の比が特に好ましく、および、４：１～２：１の比が同様に好ましく、とりわけ、１：
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１、または、５：１、または、５：２、または、５：３、または、５：４、または、４：
１、または、４：２、または、４：３、または、３：１、または、３：２、または、２：
１、または、１：５、または、２：５、または、３：５、または、４：５、または、１：
４、または、２：４、または、３：４、または、１：３、または、２：３、または、１：
２、または、１：６００、または、１：３００、または、１：１５０、または、１：３５
、または、２：３５、または、４：３５、または、１：７５、または、２：７５、または
、４：７５、または、１：６０００、または、１：３０００、または、１：１５００、ま
たは、１：３５０、または、２：３５０、または、４：３５０、または、１：７５０、ま
たは、２：７５０、または、４：７５０の比が好ましい。これらの混合比は、重量比であ
る。
【０１９２】
　上記の混合物は、上記の混合物を含む組成物を有害生物もしくはその環境に適用するス
テップを含む有害生物を防除する方法において用いられることが可能であるが、手術もし
くは治療によるヒトもしくは動物の身体の処置法、および、ヒトまたは動物の身体におい
て実施される診断法は除かれる。
【０１９３】
　Ａ１～Ａ１８（上記）から選択される式Ｉの化合物と、上記の１種以上の活性成分とを
含む混合物は、例えば、単一の「調合済み」形態で、単一の活性成分コンポーネントの個
々の配合物から組成される「タンク混合物」などの複合型噴霧混合物で、および、逐次的
（すなわち、数時間または数日間などの適度に短時間のうちに次々と）に適用される場合
には単一の活性成分を併用して適用されることが可能である。Ａ１～Ａ１８（上記）から
選択される式Ｉの化合物と上記の活性成分を適用する順番は本発明の作用については重要
ではない。
【０１９４】
　本発明による組成物はまた、例えば未エポキシ化またはエポキシ化植物性油（例えばエ
ポキシ化ココナツ油、ナタネ油またはダイズ油）といった安定化剤、例えばシリコーン油
といった消泡剤、防腐剤、粘度調節剤、バインダおよび／もしくは粘着剤、肥料、または
、特定の効果を達成するための他の活性成分、例えば殺菌剤（fungicide）、殺菌剤（bac
tericide）、抗線虫薬、植物活性化剤、殺軟体動物剤もしくは除草剤などのさらなる固体
助剤もしくは液体助剤を含んでいることが可能である。
【０１９５】
　本発明による組成物は、それ自体は公知である様式において、助剤の不在下で、例えば
、固体活性成分を粉末化し、スクリーニングし、および／または、固体に圧縮することに
より調製され、また、少なくとも１種の助剤の存在下に、例えば、活性成分を助剤と共に
均質混合し、および／または、粉末化することにより調製される。組成物のこれらの調製
プロセス、および、これらの組成物を調製するための化合物Ｉの使用もまた本発明の主題
である。
【０１９６】
　本発明の他の態様は、式Ｉの化合物もしくは上記に定義されている好ましい個別の化合
物、少なくとも１種の式Ｉの化合物もしくは少なくとも１種の上記に定義されている好ま
しい個別の化合物を含む組成物、または、少なくとも１種の式Ｉの化合物もしくは少なく
とも１種の上記に定義されている好ましい個別の化合物を含む殺菌もしくは殺虫性混合物
であって、上記の他の殺菌剤もしくは殺虫剤を伴う混和物における使用であり、作物植物
、例えば種子といったその繁殖体、例えば収穫された食品作物といった収穫された作物な
どの例えば有用な植物といった植物、または、昆虫もしくは好ましくは菌性生物といった
植物病原性微生物による非生体材料に係る外寄生を防除もしくは予防するための使用に関
する。
【０１９７】
　本発明のさらなる態様は、作物植物、例えば種子といったその繁殖体、例えば収穫され
た食品作物といった収穫された作物などの例えば有用な植物といった植物、または、昆虫
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、もしくは、特に菌性生物といった植物病原性もしくはヒトに対して潜在的に有害である
腐敗性微生物もしくは生物による非生体材料に係る外寄生を防除もしくは予防する方法に
関し、この方法は、式Ｉの化合物もしくは上記に定義されている好ましい個別の化合物を
、活性成分として植物、植物の一部もしくはその生息地、その繁殖体、または、非生体材
料のいずれかの部分に適用するステップを含む。
【０１９８】
　防除もしくは予防とは、昆虫による、または、特に菌性生物といった植物病原性もしく
はヒトに対して潜在的に有害である腐敗性微生物もしくは生物による外寄生を、向上が実
証されるレベルまで低減させることを意味する。
【０１９９】
　特に菌性生物といった植物病原性微生物または昆虫による作物植物の外寄生を防除もし
くは予防する好ましい方法であって、式Ｉの化合物または前記化合物の少なくとも１種を
含有する農芸化学組成物の適用を含む方法は、葉面処理である。適用頻度および適用量は
、対応する病原体または昆虫による外寄生のリスクに応じることとなる。しかしながら、
式Ｉの化合物はまた、植物の生息地に液体配合物を灌注することにより、または、例えば
粒状形態（土壌施用）の固体形態で化合物を土壌に適用することにより、土壌（浸透移行
作用）を介して根から植物に浸透させることが可能である。水稲作物の場合、このような
粒質物を湛水した水田に適用することが可能である。式Ｉの化合物はまた、種子または塊
茎を殺菌剤の液体配合物に含浸させることにより、または、これらを固体配合物でコーテ
ィングすることにより、種子に適用（コーティング）され得る。
【０２００】
　例えば、式Ｉの化合物と、所望の場合に、式Ｉの化合物をカプセル化する固体または液
体補助剤またはモノマーとを含有する組成物といった配合物は、公知の様式で、典型的に
は、化合物を例えば溶剤、固体キャリアおよび任意選択により表面活性化合物（界面活性
剤）といった増量剤と一緒に均質に混合し、および／または、粉砕することにより調製さ
れ得る。
【０２０１】
　流行している状況における意図される目的、および、上述の種類の有害生物を防除する
ための組成物の使用に適合するよう選択されるべきである、吹付け、噴霧、散粉、はけ塗
り、粉衣、拡散または流しかけなどの上述の種類の有害生物の防除方法である組成物の適
用方法が本発明の他の主題である。典型的な濃度割合は、０．１～１０００ｐｐｍ、好ま
しくは０．１～５００ｐｐｍの活性成分である。１ヘクタール当たりの適用量は、好まし
くは１ｇ～２０００ｇの活性成分／ヘクタール、より好ましくは１０～１０００ｇ／ｈａ
、最も好ましくは１０～６００ｇ／ｈａである。種子灌注剤として用いられる場合、簡便
な投与量は、１ｋｇの種子に対して１０ｍｇ～１ｇの活性物質である。
【０２０２】
　本発明の組み合わせが種子の処理に用いられる場合、１ｋｇの種子に対して０．００１
～５０ｇの式Ｉの化合物、好ましくは、１ｋｇの種子に対して０．０１～１０ｇの量が一
般に十分とされる。
【０２０３】
　好適には、本発明に係る式（Ｉ）の化合物を含む組成物は、病害の発生前を意味する予
防的に、または、病害の発生後を意味する治療的に適用される。
【０２０４】
　本発明の組成物は、いずれかの従来の形態、例えば、二液系、乾燥種子処理用粉末（Ｄ
Ｓ）、種子処理用エマルジョン（ＥＳ）、種子処理用流動性濃縮物（ＦＳ）、種子処理用
溶液（ＬＳ）、種子処理用水分散性粉末（ＷＳ）、種子処理用カプセル懸濁液（ＣＦ）、
種子処理用ゲル（ＧＦ）、エマルジョン濃縮物（ＥＣ）、懸濁液濃縮物（ＳＣ）、サスポ
エマルジョン（ＳＥ）、カプセル懸濁液（ＣＳ）、水分散性顆粒（ＷＧ）、乳化性顆粒（
ＥＧ）、エマルジョン、油中水型（ＥＯ）、エマルジョン、水中油型（ＥＷ）、マイクロ
エマルジョン（ＭＥ）、油分散体（ＯＤ）、油混和性の流動体（ＯＦ）、混油性液体（Ｏ
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Ｌ）、可溶性濃縮物（ＳＬ）、超低体積懸濁液（ＳＵ）、超低体積液体（ＵＬ）、工業用
濃縮物（ＴＫ）、分散性濃縮物（ＤＣ）、水和剤（ＷＰ）、または、農学的に許容可能な
補助剤と組み合わされるいずれかの技術的に好ましい配合物の形態で採用され得る。
【０２０５】
　このような組成物は、従来の様式で、例えば活性成分を、適切な不活性配合物（希釈剤
、溶剤、充填材、ならびに、界面活性剤、殺生剤、不凍剤、展着剤、増粘剤およびアジュ
バント活性効果をもたらす化合物などの任意により他の配合成分）と混合することにより
、生成され得る。また、従来の緩効性配合物は、長期にわたって持続する効力が意図され
る場合に採用され得る。特に、水分散性濃縮物（例えばＥＣ、ＳＣ、ＤＣ、ＯＤ、ＳＥ、
ＥＷ、ＥＯ等）、水和剤および顆粒などの吹付け形態で適用される配合物は、例えばホル
ムアルデヒドとナフタレンスルホン酸塩との縮合物、アルキルアリールスルホネート、リ
グニンスルホン酸塩、脂肪アルキルスルフェート、およびエトキシル化アルキルフェノー
ルおよびエトキシル化脂肪族アルコールといった、湿潤剤および分散剤およびアジュバン
ト効果をもたらす他の化合物などの界面活性剤を含有していてもよい。
【０２０６】
　種子粉衣配合物は種子にそれ自体公知である様式で適用され、例えば水性懸濁液または
種子に良好な接着性を有する乾燥粉末形態といった好適な種子粉衣配合物形態で、本発明
の組み合わせおよび希釈剤を利用する。このような種子粉衣配合物は技術分野において公
知である。種子粉衣配合物は、単一種の活性成分を含有していても、または、例えば緩効
性カプセルもしくはマイクロカプセルとしてカプセル化形態で活性成分の組み合わせを含
有していてもよい。
【０２０７】
　普通、配合物は、０．０１～９０重量％の活性薬剤、０～２０％の農学的に許容可能な
界面活性剤、ならびに、１０～９９．９９％の固体または液体不活性配合物および補助剤
を含み、活性薬剤は、少なくとも式Ｉの化合物を、コンポーネント（Ｂ）および（Ｃ）、
および、任意により他の活性薬剤、特に殺菌剤または防腐剤等を一緒に伴って構成されて
いる。組成物の濃縮形態は、一般に、約２～８０％、好ましくは約５～７０重量％の活性
薬剤を含有する。配合物の適用形態は、例えば０．０１～２０重量％、好ましくは０．０
１～５重量％の活性薬剤を含有し得る。市販製品は濃縮物として配合されていることが好
ましいであろうが、エンドユーザーは通常希釈した配合物を利用することとなる。
【０２０８】
　市販の製品を濃縮物として配合することが好ましいが、エンドユーザーは通常配合物を
希釈して使用するであろう。
【実施例】
【０２０９】
　以下の実施例は本発明を例示するものである。本発明の一定の化合物は低施用量でのよ
り高い効力により公知の化合物から区別可能であり、これは、実施例において概説されて
いる実験手法を用い、必要に応じて、例えば５０ｐｐｍ、１２．５ｐｐｍ、６ｐｐｍ、３
ｐｐｍ、１．５ｐｐｍ、０．８ｐｐｍまたは０．２ｐｐｍといったより少ない施用量を用
いることで当業者により検証可能である。
【０２１０】
　本記載を通じて、温度は摂氏度で示されており、「ｍ．ｐ．」は融点を意味する。ＬＣ
／ＭＳは液体クロマトグラフィ質量分析を意味し、用いた装置および方法の説明は以下の
とおりである。
【０２１１】
　方法Ｇ：
　スペクトルを、エレクトロスプレーソース（極性：陽イオンまたは陰イオン、キャピラ
リ：３．００ｋＶ、コーン範囲：３０～６０Ｖ、抽出器：２．００Ｖ、ソース温度：１５
０℃、脱溶媒温度：３５０℃、コーンガス流：０Ｌ／Ｈｒ、脱溶媒ガス流：６５０Ｌ／Ｈ
ｒ、質量範囲：１００～９００Ｄａ）およびＷａｔｅｒｓ製Ａｃｑｕｉｔｙ　ＵＰＬＣ：
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バイナリポンプ、被加熱カラムコンパートメントおよびダイオード－アレイ検出器を備え
るＷａｔｅｒｓ製の質量分光計（ＡＣＱＵＩＴＹ　ＵＰＬＣ）（ＳＱＤ、ＳＱＤＩＩまた
はＺＱシングル四重極型質量分析計）で記録した。溶剤デガッサ、バイナリポンプ、被加
熱カラムコンパートメントおよびダイオード－アレイ検出器。カラム：Ｗａｔｅｒｓ　Ｕ
ＰＬＣ　ＨＳＳ　Ｔ３、１．８μｍ、３０×２．１ｍｍ、温度：６０℃、ＤＡＤ波長範囲
（ｎｍ）：２１０～５００、溶剤勾配：Ａ＝水＋５％ＭｅＯＨ＋０．０５％ＨＣＯＯＨ、
Ｂ＝アセトニトリル＋０．０５％ＨＣＯＯＨ、勾配：１．２分間で１０～１００％Ｂ；流
量（ｍｌ／ｍｉｎ）０．８５
【０２１２】
　方法Ｈ：
　スペクトルを、エレクトロスプレーソース（極性：陽イオンまたは陰イオン、キャピラ
リ：３．００ｋＶ、コーン範囲：３０～６０Ｖ、抽出器：２．００Ｖ、ソース温度：１５
０℃、脱溶媒温度：３５０℃、コーンガス流：０Ｌ／Ｈｒ、脱溶媒ガス流：６５０Ｌ／Ｈ
ｒ、質量範囲：１００～９００Ｄａ）およびＷａｔｅｒｓ製Ａｃｑｕｉｔｙ　ＵＰＬＣ：
バイナリポンプ、被加熱カラムコンパートメントおよびダイオード－アレイ検出器を備え
るＷａｔｅｒｓ製の質量分光計（ＡＣＱＵＩＴＹ　ＵＰＬＣ）（ＳＱＤ、ＳＱＤＩＩまた
はＺＱシングル四重極型質量分析計）で記録した。溶剤デガッサ、バイナリポンプ、被加
熱カラムコンパートメントおよびダイオード－アレイ検出器。カラム：Ｗａｔｅｒｓ　Ｕ
ＰＬＣ　ＨＳＳ　Ｔ３、１．８μｍ、３０×２．１ｍｍ、温度：６０℃、ＤＡＤ波長範囲
（ｎｍ）：２１０～５００、溶剤勾配：Ａ＝水＋５％ＭｅＯＨ＋０．０５％ＨＣＯＯＨ、
Ｂ＝アセトニトリル＋０．０５％ＨＣＯＯＨ、勾配：２．７分間で１０～１００％Ｂ；流
量（ｍｌ／ｍｉｎ）０．８５
【０２１３】
配合物実施例
【０２１４】
【表２】

【０２１５】
　活性成分を補助剤と十分に混合すると共に混合物を好適なミルで十分に粉砕して、水で
希釈された所望の濃度の懸濁液をもたらすことが可能である水和剤を得た。
【０２１６】
【表３】
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【０２１７】
　活性成分を補助剤と十分に混合すると共に混合物を好適なミルで十分に粉砕して、種子
処理に直接用いることが可能である粉末を得た。
【０２１８】
乳化性濃縮物
活性成分［式（Ｉ）の化合物］　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％
オクチルフェノールポリエチレングリコールエーテル　　　　　　　　　３％
（４～５ｍｏｌのエチレンオキシド）
ドデシルベンゼンスルホン酸カルシウム　　　　　　　　　　　　　　　３％
ヒマシ油ポリグリコールエーテル（３５ｍｏｌのエチレンオキシド）　　４％
シクロヘキサノン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０％
キシレン混合物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０％
【０２１９】
　植物の保護において用いられることが可能である、任意の必要とされる希釈率のエマル
ジョンを、この濃縮物から水による希釈で得ることが可能である。
【０２２０】
【表４】

【０２２１】
　すぐに使用可能な粉剤は、活性成分とキャリアとを混合し、この混合物を好適なミルで
粉砕することにより得られる。このような粉末は、種子の乾燥粉衣に用いられることも可
能である。
【０２２２】
押出し顆粒
活性成分［式（Ｉ）の化合物］　　１５％
リグノスルホン酸ナトリウム　　　　２％
カルボキシメチルセルロース　　　　１％
カオリン　　　　　　　　　　　　８２％
【０２２３】
　活性成分を補助剤と混合および粉砕し、この混合物を水で湿らせる。この混合物を押し
出し、次いで、空気流中で乾燥させる。
【０２２４】
コーティングされた顆粒
活性成分［式（Ｉ）の化合物］　　　　　　　　　　　８％
ポリエチレングリコール（ｍｏｌ．ｗｔ．２００）　　３％
カオリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８９％
【０２２５】
　細かく粉砕した活性成分を、ミキサ中において、ポリエチレングリコールで湿らせたカ
オリンに均一に適用する。粉末を発生しないコーティングされた顆粒がこのようにして得
られる。
【０２２６】
懸濁液濃縮物
活性成分［式（Ｉ）の化合物］　　　　　　　　　　　　４０％
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　１０％
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ノニルフェノールポリエチレングリコールエーテル　　　　６％
（１５　ｍｏｌのエチレンオキシド）
リグノスルホン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　１０％
カルボキシメチルセルロース　　　　　　　　　　　　　　１％
シリコーン油（７５％水中エマルジョンの形態）　　　　　１％
水　３２％
【０２２７】
　細かく粉砕した活性成分を補助剤と均質に混合して懸濁液濃縮物を得、水で希釈するこ
とによって、この懸濁液を任意の所望の濃度で得ることが可能である。このような希釈を
用いることで、吹付け、注ぎかけ、または、浸漬により、微生物による外寄生から、生存
している植物ならびに植物繁殖体を処理および保護可能である。
【０２２８】
種子処理に係る流動性濃縮物
活性成分［式（Ｉ）の化合物］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０％
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％
コポリマーブタノール　ＰＯ／ＥＯ　　　　　　　　　　　　　　　　　　２％
１０～２０モルのＥＯを伴うトリスチレンフェノール　　　　　　　　　　２％
１，２－ベンズイソチアゾリン－３－オン（２０％水溶液の形態）　　０．５％
モノアゾ－顔料カルシウム塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％
シリコーン油（７５％水中エマルジョンの形態）　　　　　　　　　　０．２％
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５．３％
【０２２９】
　細かく粉砕した活性成分を補助剤と均質に混合して懸濁液濃縮物を得、水で希釈するこ
とによって、この懸濁液を任意の所望の濃度で得ることが可能である。このような希釈を
用いることで、吹付け、注ぎかけ、または、浸漬により、微生物による外寄生から、生存
している植物ならびに植物繁殖体を処理および保護可能である。
【０２３０】
緩効性カプセル懸濁液
　２８部の組み合わせた式Ｉの化合物を、２部の芳香族溶剤および７部のトルエンジイソ
シアネート／ポリメチレン－ポリフェニルイソシアネート混合物（８：１）と混合する。
この混合物を、１．２部のポリビニルアルコール、０．０５部の脱泡剤および５１．６部
の水の混合物中において、所望の粒径が達成されるまで乳化させる。このエマルジョンに
、５．３部の水中の２．８部の１，６－ジアミノヘキサンの混合物を添加する。この混合
物を、重合反応が完了するまで撹拌する。
【０２３１】
　得られるカプセル懸濁液を、０．２５部の増粘剤および３部の分散剤を添加することに
より安定化させる。カプセル懸濁液配合物は、２８％の活性成分を含有する。中程度のカ
プセル径は８～１５ミクロンである。
【０２３２】
　得られる配合物を、目的に好適な装置中において、水性懸濁液として種子に適用する。
【０２３３】
調製例
実施例１：この実施例は、５－フルオロ－３，３，４，４－テトラメチル－１－（４－メ
チルベンズイミダゾール－１－イル）イソキノリンの調製を例示する。
ステップ１：エチル－２－（２－フルオロフェニル）－２－メチル－プロパノエートの調
製
　水素化ナトリウム（０．６９ｍｏｌ、２７．４ｇ）のテトラヒドロフラン（２２０ｍＬ
）中の懸濁液に、室温で、エチル－２－（２－フルオロフェニル）アセテート（０．２７
ｍｏｌ、５０．０ｇ）およびヨードメタン（０．８２ｍｍｏｌ、１１７．９ｇ）のテトラ
ヒドロフラン（６０ｍＬ、濃縮、合計１Ｍ）の溶液を滴下し、この混合物を室温で一晩撹
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拌した。飽和塩化アンモニウム水溶液をゆっくりと添加することにより反応を失活させ、
次いで、３００ｍＬの氷水混合物に注ぎ入れた。水性相を酢酸エチルで抽出し、組み合わ
せた有機抽出物を硫酸ナトリウムで乾燥させ、ろ過し、減圧下で濃縮した。残渣をフラッ
シュクロマトグラフィ（ヘプタン／酢酸エチル＝１９：１）により精製して、エチル－２
－（２－フルオロフェニル）－２－メチル－プロパノエートを薄い黄色の油として得た。
ＬＣ－ＭＳ（方法Ｈ）ＵＶ検出：２２０ｎｍ、Ｒｔ＝１．６０；ＭＳ：（Ｍ＋１）＝２１
１．２；1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，クロロホルム－ｄ）δｐｐｍ　１．１６－１．２
３（ｍ，３Ｈ）１．５７（ｓ，６Ｈ）４．１７（ｄ，Ｊ＝６．９７Ｈｚ，２Ｈ）６．９９
－７．０５（ｍ，１Ｈ）７．１１－７．１７（ｍ，１Ｈ）７．２２－７．２８（ｍ，１Ｈ
）７．３３（ｔｄ，Ｊ＝７．８９，１．８３Ｈｚ，１Ｈ）；19Ｆ　ＮＭＲ（３７７ＭＨｚ
，クロロホルム－ｄ）δｐｐｍ－１１３．２６（ｓ，１　Ｆ）．
【０２３４】
ステップ２：３－（２－フルオロフェニル）－２，３－ジメチル－ブタン－２－オールの
調製
　エチル－２－（２－フルオロフェニル）－２－メチル－プロパノエート（０．２５ｍｏ
ｌ、５２．１ｇ）および塩化ランタン（ＩＩＩ）ビス（塩化リチウム）錯体（ＴＨＦ中に
０．６Ｍ、０．５０当量、０．１２ｍｏｌ、２０７ｍＬ）のテトラヒドロフラン（１．２
Ｍ）中の溶液を室温で１．５時間撹拌した。次いで、この反応を０℃に冷却し、その後、
臭化メチルマグネシウムの溶液（ジエチルエーテル中に３．０Ｍ、３．０当量、０．７４
ｍｏｌ、２４８ｍＬ）を滴下した。反応混合物を室温で一晩撹拌し、０℃に冷却し、次い
で、飽和塩化アンモニウム水溶液を滴下することにより失活させた。水を添加し、反応混
合物をさらに３０分間撹拌した。反応混合物をセライトでろ過し、２つの相を分離した。
水性相をｔ－ブチルメチルエーテルで抽出し、組み合わせた有機相を塩水で洗浄し、硫酸
ナトリウムで乾燥させ、ろ過し、減圧下で濃縮して、３－（２－フルオロフェニル）－２
，３－ジメチル－ブタン－２－オールを黄色味がかった固体として得た。ＬＣ－ＭＳ（方
法Ｈ）ＵＶ検出：２２０ｎｍ、Ｒｔ＝１．４６；ＭＳ：（Ｍ－ＯＨ）＝１７９．３；ｍ．
ｐ．４２～４３℃；1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，クロロホルム－ｄ）δｐｐｍ　１．１
９（ｄ，Ｊ＝１．１０Ｈｚ，６Ｈ）１．５０（ｄ，Ｊ＝２．９３Ｈｚ，６Ｈ）６．９７－
７．０４（ｍ，１Ｈ）７．０７－７．１２（ｍ，１Ｈ）７．１８－７．２４（ｍ，１Ｈ）
７．４０（ｔｄ，Ｊ＝８．２５，１．８３Ｈｚ，１Ｈ）；19Ｆ　ＮＭＲ（３７７ＭＨｚ，
クロロホルム－ｄ）δｐｐｍ－１０４．０４（ｓ，１　Ｆ）．
【０２３５】
ステップ３：５－フルオロ－３，３，４，４－テトラメチル－１－メチルスルファニル－
イソキノリンの調製。
　冷却した（０℃）硫酸（９８％　ｗ／ｗ、１３３ｍＬ、１Ｍ）に、メチルチオシアネー
ト（１３３ｍｍｏｌ、９．７３ｇ）および３－（２－フルオロフェニル）－２，３－ジメ
チル－ブタン－２－オール（１．００当量、１３３ｍｍｏｌ、２６．１ｇ）の混合物を、
数回に分け１５分間かけて添加し、この混合物を室温でさらに２０分間撹拌した。反応混
合物を６００ｍｌの氷水に注意深く注ぎ入れ、水層のｐＨをＮａＯＨ水溶液（３０％　ｗ
／ｗ）を用いて約８に調節した。水性相を酢酸エチルで抽出し、組み合わせた有機相をＮ
ａ2ＳＯ4で乾燥させ、ろ過し、減圧中で濃縮して、（２５．１ｇ、７５％）の５－フルオ
ロ－３，３，４，４－テトラメチル－１－メチルスルファニル－イソキノリンを薄い黄色
の油として得た。ＬＣ－ＭＳ（方法Ｇ）ＵＶ検出：２２０ｎｍ、Ｒｔ＝；ＭＳ：（Ｍ＋１
）＝；1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，クロロホルム－ｄ）δｐｐｍ　１．１０（ｓ，６Ｈ
）１．２４（ｄ，Ｊ＝２．９３Ｈｚ，６Ｈ）２．３４（ｓ，３Ｈ）７．００（ｄｄｄ，Ｊ
＝１２．２０，８．３４，１．１０Ｈｚ，１Ｈ）７．０７－７．２１（ｍ，１Ｈ）７．３
２－７．４２（ｍ，１Ｈ）；19Ｆ　ＮＭＲ（３７７ＭＨｚ，クロロホルム－ｄ）δｐｐｍ
－１１１．０６（ｓ，１　Ｆ）．
【０２３６】
ステップ４：５－フルオロ－３，３，４，４－テトラメチル－２Ｈ－イソキノリン－１－
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オンの調製。
　５－フルオロ－３，３，４，４－テトラメチル－１－メチルスルファニル－イソキノリ
ン（９９．８ｍｍｏｌ、２５．１ｇ）の、酢酸（１６０ｍＬ、０．２５Ｍ）および水（４
０ｍＬ）の混合物中の溶液に、酢酸ナトリウム（０．１０当量、９．９８ｍｍｏｌ、０．
８１８ｇ）を添加し、この混合物を還流で２時間加熱した。次いで、この反応混合物を室
温に冷却し、酢酸溶液の大部分を減圧下で除去した。次いで、残渣を、飽和水性ＮａＨＣ
Ｏ3および酢酸エチルの混合物に注意深く添加した。２つの層を分離し、水性層を酢酸エ
チルで抽出した。組み合わせた有機相を飽和水性ＮａＨＣＯ3、水および塩水で洗浄し、
Ｎａ2ＳＯ4で乾燥させ、ろ過し、減圧中で濃縮して、５－フルオロ－３，３，４，４－テ
トラメチル－２Ｈ－イソキノリン－１－オン（２１．４ｇ、９７％）を薄い黄色の油とし
て得た。ＬＣ－ＭＳ（方法Ｇ）ＵＶ検出：２２０ｎｍ、Ｒｔ＝１．２８；ＭＳ：（Ｍ＋１
）＝２２２．２；1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，クロロホルム－ｄ）δｐｐｍ　１．２１
（ｓ，６Ｈ）１．３６（ｄ，Ｊ＝１．００Ｈｚ，６Ｈ）６．１９（ｂｒ．ｓ，１Ｈ）７．
１２（ｄｄｄ，Ｊ＝１２．３８，８．３４，１．２８Ｈｚ，１Ｈ）７．２０－７．２６（
ｍ，１Ｈ）７．８５（ｄｄ，Ｊ＝７．５２，１．２８Ｈｚ，１Ｈ）；19Ｆ　ＮＭＲ（３７
７ＭＨｚ，クロロホルム－ｄ）δｐｐｍ－１１１．０５（ｓ，１　Ｆ）．
【０２３７】
ステップ５：１－クロロ－５－フルオロ－３，３，４，４－テトラメチル－イソキノリン
の調製。
　Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（６．３ｍｍｏｌ、０．４９ｍＬ）のジクロロメタン（
８ｍＬ、０．８Ｍ）中の溶液に、室温で、塩化オキサリル（１．３当量、６．０１ｍｍｏ
ｌ、０．５３ｍＬ）を滴下し、白色の懸濁液を３０分間激しく撹拌した。次いで、５－フ
ルオロ－３，３，４，４－テトラメチル－２Ｈ－イソキノリン－１－オン（４．５２ｍｍ
ｏｌ、１．００ｇ）のジクロロメタン（９ｍＬ、０．５Ｍ）中の溶液を滴下し、混合物を
室温で２時間撹拌した。反応混合物を飽和ＮａＨＣＯ3水溶液とペンタンとの氷冷した混
合物に注ぎ入れ、有機相を分離した。次いで、水性相をペンタンで抽出し、組み合わせた
有機相を塩水で洗浄し、Ｎａ2ＳＯ4で乾燥させ、ろ過し、濃縮して、１－クロロ－５－フ
ルオロ－３，３，４，４－テトラメチル－イソキノリン（１．０２ｇ、９４％収率）を無
色の油として得た。ＬＣ－ＭＳ（方法Ｇ）ＵＶ検出：２２０ｎｍ、Ｒｔ＝１．１６；ＭＳ
：（Ｍ＋１）＝２４０～２４２；1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，クロロホルム－ｄ）δｐ
ｐｍ　１．２７（ｓ，６Ｈ）１．３８（ｓ，６Ｈ）７．１５－７．２０（ｍ，１Ｈ）７．
２６－７．３６（ｍ，１Ｈ）７．６２（ｄ，１Ｈ）．
【０２３８】
ステップ６：５－フルオロ－３，３，４，４－テトラメチル－１－（４－メチルベンズイ
ミダゾール－１－イル）イソキノリンの調製。
　１－クロロ－５－フルオロ－３，３，４，４－テトラメチル－イソキノリン（１．６７
ｍｍｏｌ、０．４３０ｇ）のピリジン（０．２０Ｍ、９．０ｍＬ）を有する溶液に、室温
で、４－メチル－１Ｈ－ベンズイミダゾール（１．５当量、２．６９ｍｍｏｌ、０．３５
６ｇ）を添加し、この混合物を９０℃で１５時間撹拌した。反応混合物を室温に冷まし、
次いで、減圧下で濃縮した。得られた残渣をフラッシュクロマトグラフィにより精製して
、５－フルオロ－３，３，４，４－テトラメチル－１－（４－メチルベンズイミダゾール
－１－イル）イソキノリン（０．５２５ｇ、８７％収率）をベージュ色の固体として得た
。ｍｐ＝１１８～１２０℃、ＬＣ－ＭＳ（方法Ｇ）ＵＶ検出：２２０ｎｍ、Ｒｔ＝１．１
９、ＭＳ：（Ｍ＋１）＝３３６；1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，クロロホルム－ｄ）δｐ
ｐｍ　１．３２（ｓ，６Ｈ）１．４７（ｓ，６Ｈ）２．７１（ｓ，３Ｈ）６．９１－６．
９５（ｍ，１Ｈ）７．１０－７．２５（ｍ，５Ｈ）８．１８（ｓ，１Ｈ）．
【０２３９】
実施例２：この実施例は、４，４－ジフルオロ－３，３－ジメチル－１－（４－メチルベ
ンズイミダゾール－１－イル）イソキノリンの調製を例示する
ステップ１：３，３－ジメチル－２Ｈ－イソキノリン－１，４－ジオンの調製。
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　３，３－ジメチル－２，４－ジヒドロイソキノリン－１－オン（５７．１ｍｍｏｌ、１
０．０ｇ）のＣＣｌ4（０．２０Ｍ、２８５ｍＬ）中の溶液に、室温で、Ｎ－ブロモスク
シンイミド（３．０当量、１７１ｍｍｏｌ、３０．５ｇ）およびＡＩＢＮ（０．１５当量
、８．５ｍｍｏｌ、１．４３ｇ）を添加し、この反応混合物を７０℃で３時間撹拌した。
反応混合物を室温に冷まし、減圧下で濃縮し、ＥｔＯＡｃで希釈し、水および塩水で洗浄
し、Ｎａ2ＳＯ4で乾燥させ、ろ過し、濃縮して、４，４－ジブロモ－３，３－ジメチル－
２Ｈ－イソキノリン－１－オン（２５．２ｇ）を明るい黄色の固体として得、これをさら
に精製することなく次のステップにおいて直接用いた。ＬＣ－ＭＳ（方法Ｈ）ＵＶ検出：
２２０ｎｍ、Ｒｔ＝１．３４；ＭＳ：（Ｍ＋１）＝３３２～３３４－３３６；1Ｈ　ＮＭ
Ｒ（４００ＭＨｚ，クロロホルム－ｄ）δｐｐｍ　１．５７（ｓ，６Ｈ）７．２１（ｂｒ
．ｓ，１Ｈ）７．７０－７．７７（ｍ，１Ｈ）７．７８－７．８５（ｍ，１Ｈ）８．０６
－８．１４（ｍ，１Ｈ）８．２３－８．３０（ｍ，１Ｈ）．
【０２４０】
　４，４－ジブロモ－３，３－ジメチル－２Ｈ－イソキノリン－１－オン（２０．０ｇ）
の水（４５０ｍＬ）およびテトラヒドロフラン（２２５ｍＬ）の混合物中の溶液に、炭酸
ナトリウム（３．０当量、１３５ｍｍｏｌ、１４．３ｇ）を添加し、この混合物を室温で
１２時間、および、７０℃で４時間３０分撹拌した。反応混合物を室温に冷まし、水で希
釈し、９０ｍＬの２Ｍ塩酸溶液でｐＨ３～４に酸性化し、ジクロロメタンで抽出した。組
み合わせた有機抽出物をＮａ2ＳＯ4で乾燥させ、ろ過し、濃縮して、３，３－ジメチル－
２Ｈ－イソキノリン－１，４－ジオン（９．９５ｇ）を黄色の固体として得た。ＬＣ－Ｍ
Ｓ（方法Ｈ）ＵＶ検出：２２０ｎｍ、Ｒｔ＝０．８１；ＭＳ：（Ｍ＋１）＝１９０；1Ｈ
　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，クロロホルム－ｄ）δｐｐｍ　１．７７（ｓ，３Ｈ）１．９７
（ｓ，３Ｈ）７．３９（ｓ，１Ｈ）７．４６－７．５８（ｍ，１Ｈ）７．６０－７．７１
（ｍ，１Ｈ）７．９８－８．２２（ｍ，２Ｈ）．
【０２４１】
ステップ２：１－クロロ－３，３－ジメチル－イソキノリン－４－オンの調製。
　Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（２．３ｍＬ、３０ｍｍｏｌ）のジクロロメタン（５２
ｍＬ、０．６Ｍ）中の溶液に、室温で、塩化オキサリル（０．６７当量、２０ｍｍｏｌ、
１．８ｍＬ）を３５分間の時間をかけて滴下し、この白色の懸濁液を１５分間、ガスの発
生が停止するまで激しく撹拌した。次いで、３，３－ジメチル－２Ｈ－イソキノリン－１
，４－ジオン（２．５ｇ、１３ｍｍｏｌ）のジクロロメタン（２５ｍＬ）中の溶液を滴下
し、この混合物を室温で１時間撹拌した。反応混合物を飽和ＮａＨＣＯ3水溶液とペンタ
ンとの氷冷した混合物に注ぎ入れ、有機相を分離した。次いで、水性相をペンタンで抽出
し、組み合わせた有機相を塩水で洗浄し、Ｎａ2ＳＯ4で乾燥させ、ろ過し、濃縮して、１
－クロロ－３，３－ジメチル－イソキノリン－４－オン（２．５ｇ、９１％収率）を黄色
の固体として得た。ＬＣ－ＭＳ（方法Ｈ）ＵＶ検出：２２０ｎｍ、Ｒｔ＝１．３４；ＭＳ
：（Ｍ＋１）＝２０８～２１０；1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，クロロホルム－ｄ）δｐ
ｐｍ　１．４７（ｓ，６Ｈ）７．６２－７．６９（ｍ，１Ｈ）７．７３－７．８１（ｍ，
１Ｈ）７．９０（ｄｄ，Ｊ＝８．０７，０．７３Ｈｚ，１Ｈ）８．０４（ｄｄ，Ｊ＝７．
５０，０．９０Ｈｚ，１Ｈ）．
【０２４２】
ステップ３：３，３－ジメチル－１－（４－メチルベンズイミダゾール－１－イル）イソ
キノリン－４－オンの調製。
　１－クロロ－３，３－ジメチル－イソキノリン－４－オン（３．６１ｍｍｏｌ、０．７
５０ｇ）のピリジン（０．０７Ｍ、５０ｍＬ）中の溶液に、室温で、４－メチル－１Ｈ－
ベンズイミダゾール（１．５当量、０．７１６ｇ、５．４２ｍｍｏｌ）を添加し、この混
合物を１００℃で１５時間撹拌した。反応混合物を室温に冷まし、次いで、減圧下で濃縮
した。得られた残渣をフラッシュクロマトグラフィにより精製して、３，３－ジメチル－
１－（４－メチルベンズイミダゾール－１－イル）イソキノリン－４－オン（０．５６９
ｇ、５２％収率）を茶色の油として得た。ＬＣ－ＭＳ（方法Ｇ）ＵＶ検出：２２０ｎｍ、
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Ｒｔ＝０．９８、ＭＳ：（Ｍ＋１）＝３０５；1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，クロロホル
ム－ｄ）δｐｐｍ　１．６３（ｓ，６Ｈ）２．７５（ｓ，３Ｈ）７．１５－７．２７（ｍ
，３Ｈ）７．３６－７．４２（ｍ，１Ｈ）７．７０－７．８２（ｍ，２Ｈ）８．１８－８
．２５（ｍ，１Ｈ）８．２８（ｓ，１Ｈ）．
【０２４３】
ステップ４：４，４－ジフルオロ－３，３－ジメチル－１－（４－メチルベンズイミダゾ
ール－１－イル）イソキノリンの調製。
　３，３－ジメチル－１－（４－メチルベンズイミダゾール－１－イル）イソキノリン－
４－オン（１．８５ｍｍｏｌ、５６０ｍｇ）の２，２－ジフルオロ－１，３－ジメチル－
イミダゾリジン（１０．０当量、１８．５ｍｍｏｌ、２．４ｍＬ）中の溶液を１０５℃で
一晩撹拌した。反応混合物を室温に冷まし、ＤＣＭで希釈し、次いで、飽和ＮａＨＣＯ3

水溶液をゆっくりと添加することにより失活させた。２つの相を分離し、水性相をＤＣＭ
で抽出した。組み合わせた有機相を塩水で洗浄し、Ｎａ2ＳＯ4で乾燥させ、ろ過し、濃縮
した。残渣をフラッシュクロマトグラフィにより精製して、４，４－ジフルオロ－３，３
－ジメチル－１－（４－メチルベンズイミダゾール－１－イル）イソキノリン（３６ｍｇ
、６０％収率）を白色の固体として得た。ＬＣ－ＭＳ（方法Ｇ）ＵＶ検出：２２０ｎｍ、
Ｒｔ＝１．１２；ＭＳ：（Ｍ＋１）＝３２６；ｍｐ１４２～１４９℃；1Ｈ　ＮＭＲ（４
００ＭＨｚ，クロロホルム－ｄ）δｐｐｍ　１．４９（ｓ，６Ｈ）２．７６（ｓ，３Ｈ）
７．１５－７．２７（ｍ，２Ｈ）７．３４－７．４２（ｍ，２Ｈ）７．５７－７．６４（
ｍ，１Ｈ）７．７１－７．７９（ｍ，１Ｈ）７．９０－７．９７（ｍ，１Ｈ）８．３１（
ｓ，１Ｈ）；19Ｆ　ＮＭＲ（３７７ＭＨｚ，クロロホルム－ｄ）δｐｐｍ－１１２．３８
（ｂｒ．ｓ．，１　Ｆ）．
【０２４４】
実施例３：この実施例は、１’－（ベンズイミダゾール－１－イル）－３’，３’－ジメ
チル－スピロ（シクロプロパン－１，４’－イソキノリン）の調製を例示する
ステップ１：３，３－ジメチルスピロ（２Ｈ－イソキノリン－４，１’－シクロプロパン
）－１－オンの調製。
　オートクレーブ中に、２－（１－フェニルシクロプロピル）プロパン－２－アミン（１
２０ｍｇ、０．６８５ｍｍｏｌ）、ベンゾキノン（２．０当量、１．３７ｍｍｏｌ、１５
３ｍｇ）および酢酸パラジウム（ＩＩ）（０．０５当量、０．０３４ｍｍｏｌ、７．６ｍ
ｇ）の酢酸（４．６ｍＬ、０．１５Ｍ）中の溶液を入れ、高圧反応器を一酸化炭素（３ｂ
ａｒ）で加圧し、１１０℃で一晩加熱した。反応容器を室温に冷まし、減圧し、反応混合
物をジクロロメタンで希釈し、ＮａＯＨ水溶液（２．０Ｍ）を添加してｐＨ＞９とするこ
とにより失活させた。２つの相を分離し、水性相をジクロロメタンで２回抽出した。組み
合わせた有機相を塩水で洗浄し、Ｎａ2ＳＯ4で乾燥させ、ろ過し、濃縮し、フラッシュク
ロマトグラフィにより精製して、３，３－ジメチルスピロ（２Ｈ－イソキノリン－４，１
’－シクロプロパン）－１－オン（２７ｍｇ、２０％収率）を黄色味がかったガムとして
得た。ＬＣ－ＭＳ（方法Ｇ）、Ｒｔ＝０．８０；ＭＳ：（Ｍ＋１）＝２０２；1Ｈ　ＮＭ
Ｒ（４００ＭＨｚ，クロロホルム－ｄ）δｐｐｍ　０．９６（ｔ，２Ｈ）１．１０（ｔ，
２Ｈ）１．１８（ｓ，６Ｈ）６．２１（ＮＨ，１Ｈ）６．９１（ｄ，１Ｈ）７．２０（ｔ
，１Ｈ）７．４５（ｔ，１Ｈ）８．０９（ｄ，１Ｈ）．
【０２４５】
ステップ２：１’－クロロ－３’，３’－ジメチル－スピロ（シクロプロパン－１，４’
－イソキノリン）の調製。
　Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（０．６３ｍｍｏｌ、０．０４９ｍＬ）のジクロロメタ
ン（１ｍＬ、０．５Ｍ）中の溶液に、室温で、塩化オキサリル（１．３当量、０．６３ｍ
ｍｏｌ、０．０５６ｍＬ）を滴下し、この白色の懸濁液を３０分間激しく撹拌した。次い
で、３，３－ジメチルスピロ（２Ｈ－イソキノリン－４，１’－シクロプロパン）－１－
オン（０．４２３ｍｍｏｌ、８５ｍｇ）のジクロロメタン（０．８ｍＬ、濃縮、合計０．
２５Ｍ）中の溶液を滴下し、この混合物を室温で１時間撹拌した。反応混合物を飽和Ｎａ
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ＨＣＯ3水溶液とペンタンとの氷冷した混合物に注ぎ入れ、有機相を分離した。次いで、
水性相をペンタンで抽出し、組み合わせた有機相を塩水で洗浄し、Ｎａ2ＳＯ4で乾燥させ
、ろ過し、濃縮して、１’－クロロ－３’，３’－ジメチル－スピロ（シクロプロパン－
１，４’－イソキノリン）（１０１ｍｇ、９８％収率）をベージュ色の液体として得た。
ＬＣ－ＭＳ（方法Ｇ）、Ｒｔ＝１．０６；ＭＳ：（Ｍ＋１）＝２２０～２２２。
【０２４６】
ステップ３：１’－（ベンズイミダゾール－１－イル）－３’，３’－ジメチル－スピロ
（シクロプロパン－１，４’－イソキノリン）の調製。
　１’－クロロ－３’，３’－ジメチル－スピロ（シクロプロパン－１，４’－イソキノ
リン）（０．０６４ｍｍｏｌ、１４ｍｇ）のピリジン（１．３ｍＬ、０．０５Ｍ）中の溶
液に、ベンズイミダゾール（５当量、０．３２ｍｍｏｌ、３８ｍｇ）を添加し、この混合
物を９０℃で１時間撹拌した。反応混合物を室温に冷まし、次いで、減圧下で濃縮した。
得られた残渣をフラッシュクロマトグラフィにより精製して、１’－（ベンズイミダゾー
ル－１－イル）－３’，３’－ジメチル－スピロ（シクロプロパン－１，４’－イソキノ
リン）（９ｍｇ、５０％収率）を黄色のガムとして得た。ＬＣ－ＭＳ（方法Ｇ）、Ｒｔ＝
１．０４；ＭＳ：（Ｍ＋１）＝３０２；1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，クロロホルム－ｄ
）δｐｐｍ　１．０１（ｔ，２Ｈ）１．１７（ｔ，２Ｈ）１．２３（ｓ，６Ｈ）７．０８
（ｄ，１Ｈ）７．１５－７．２４（ｍ，２Ｈ）７．２７－７．３５（ｍ，２Ｈ）７．４８
（ｔ，１Ｈ）７．５２（ｄ，１Ｈ）７．８４（ｄ，１Ｈ）８．３０（ｓ，１Ｈ）．
【０２４７】
表Ｅ：式Ｉの化合物の物理的データ
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【表５－２】
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【表５－３】
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【表５－４】
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【表５－５】
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【表５－６】
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【表５－７】
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【表５－８】
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【表５－９】
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【表５－１０】

【０２４８】
生物学的実施例
ボトリオチニアフッケリアナ（Ｂｏｔｒｙｏｔｉｎｉａ　ｆｕｃｋｅｌｉａｎａ）（ボト
リチス　シネレア（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ））／液体培養（灰色カビ病）
　極低温保管しておいた菌類の分生子を栄養液体培地（Ｖｏｇｅｌｓ液体培地）に直接混
合する。テスト化合物の（ＤＭＳＯ）溶液をマイクロタイタープレート（９６ウェル型）
に入れた後、菌の芽胞を含有する栄養液体培地を加える。テストプレートを２４℃でイン
キュベートし、適用から３～４日間後に、成長の阻害を測光法により測定する。
【０２４９】
　表Ｅの以下の化合物が、同一の条件下において、大幅な病害の発生が見られた未処理の
対照葉片と比した場合に、２００ｐｐｍで少なくとも８０％病害防除をもたらした：Ｅ－
１、Ｅ－２、Ｅ－３、Ｅ－４、Ｅ－５、Ｅ－６、Ｅ－７、Ｅ－８、Ｅ－９、Ｅ－１０、Ｅ
－１１、Ｅ－１２、Ｅ－１３、Ｅ－１４、Ｅ－１５、Ｅ－１６、Ｅ－１７、Ｅ－１８、Ｅ
－１９、Ｅ－２０、Ｅ－２１、Ｅ－２２、Ｅ－２３、Ｅ－２５、Ｅ－２６、Ｅ－２７、Ｅ
－２９、Ｅ－３０、Ｅ－３１、Ｅ－３２、Ｅ－３３、Ｅ－３４、Ｅ－３５、Ｅ－３６、Ｅ
－３７、Ｅ－３８、Ｅ－３９、Ｅ－４０、Ｅ－４１、Ｅ－４２、Ｅ－４３、Ｅ－４４、Ｅ
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－４５、Ｅ－４６、Ｅ－４７、Ｅ－４８、Ｅ－４９、Ｅ－５０、Ｅ－５１、Ｅ－５２、Ｅ
－５３、Ｅ－５４、Ｅ－５５、Ｅ－５６、Ｅ－５７、Ｅ－５８、Ｅ－５９、Ｅ－６０、Ｅ
－６１。
【０２５０】
フザリウムクルモルム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｃｕｌｍｏｒｕｍ）／液体培養（胴枯れ病）
　極低温保管しておいた菌類の分生子を栄養液体培地（ＰＤＢジャガイモブドウ糖液体培
地）に直接混合する。テスト化合物の（ＤＭＳＯ）溶液をマイクロタイタープレート（９
６ウェル型）に入れた後、菌の芽胞を含有する栄養液体培地を加える。テストプレートを
２４℃でインキュベートし、適用から３～４日間後に、成長の阻害を測光法により測定す
る。
【０２５１】
　表Ｅの以下の化合物が、同一の条件下において、大幅な病害の発生が見られた未処理の
対照葉片と比した場合に、２００ｐｐｍで少なくとも８０％病害防除をもたらした：Ｅ－
１、Ｅ－２、Ｅ－４、Ｅ－７、Ｅ－９、Ｅ－１４、Ｅ－１５、Ｅ－１６、Ｅ－１７、Ｅ－
１８、Ｅ－１９、Ｅ－２０、Ｅ－２１、Ｅ－２２、Ｅ－２３、Ｅ－２５、Ｅ－２６、Ｅ－
２７、Ｅ－３０、Ｅ－３１、Ｅ－３２、Ｅ－３３、Ｅ－３４、Ｅ－３５、Ｅ－３６、Ｅ－
４１、Ｅ－４２、Ｅ－４５、Ｅ－４６、Ｅ－４７、Ｅ－４８、Ｅ－４９、Ｅ－５０、Ｅ－
５１、Ｅ－５５、Ｅ－５６、Ｅ－５７、Ｅ－５８、Ｅ－５９、Ｅ－６０、Ｅ－６１。
【０２５２】
ゲーウマノミセスグラミニス（Ｇａｅｕｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）／液
体培養（穀類の立枯病）
　極低温保管しておいた菌類の菌糸体断片を、栄養液体培地（ＰＤＢジャガイモブドウ糖
液体培地）に直接混合した。テスト化合物の（ＤＭＳＯ）溶液をマイクロタイタープレー
ト（９６ウェル型）に入れた後、菌の芽胞を含有する栄養液体培地を加える。テストプレ
ートを２４℃でインキュベートし、適用から４～５日間後に、成長の阻害を測光法により
測定する。
【０２５３】
　表Ｅの以下の化合物が、同一の条件下において、大幅な病害の発生が見られた未処理の
対照葉片と比した場合に、２００ｐｐｍで少なくとも８０％病害防除をもたらした：Ｅ－
１、Ｅ－３、Ｅ－４、Ｅ－７、Ｅ－８、Ｅ－９、Ｅ－１４、Ｅ－１５、Ｅ－１６、Ｅ－１
７、Ｅ－１８、Ｅ－１９、Ｅ－２１、Ｅ－２３、Ｅ－３０、Ｅ－３１、Ｅ－３２、Ｅ－３
３、Ｅ－３７、Ｅ－４１、Ｅ－４７、Ｅ－４８、Ｅ－４９、Ｅ－５１、Ｅ－５８、Ｅ－５
９、Ｅ－６０、Ｅ－６１。
【０２５４】
グロメレララゲナリウム（Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ　ｌａｇｅｎａｒｉｕｍ）（コレトトリ
カムラゲナリウム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｌａｇｅｎａｒｉｕｍ））／液体培
養（炭疽病）
　極低温保管しておいた菌類の分生子を栄養液体培地（ＰＤＢジャガイモブドウ糖液体培
地）に直接混合する。テスト化合物の（ＤＭＳＯ）溶液をマイクロタイタープレート（９
６ウェル型）に入れた後、菌の芽胞を含有する栄養液体培地を加える。テストプレートを
２４℃でインキュベートし、適用から３～４日間後に、成長の阻害を測光法により計測す
る。
【０２５５】
　表Ｅの以下の化合物が、同一の条件下において、大幅な病害の発生が見られた未処理の
対照葉片と比した場合に、２００ｐｐｍで少なくとも８０％病害防除をもたらした：Ｅ－
１、Ｅ－２、Ｅ－３、Ｅ－４、Ｅ－５、Ｅ－６、Ｅ－７、Ｅ－８、Ｅ－９、Ｅ－１０、Ｅ
－１１、Ｅ－１２、Ｅ－１３、Ｅ－１４、Ｅ－１５、Ｅ－１６、Ｅ－１７、Ｅ－１８、Ｅ
－１９、Ｅ－２０、Ｅ－２１、Ｅ－２２、Ｅ－２３、Ｅ－２５、Ｅ－２６、Ｅ－２７、Ｅ
－３０、Ｅ－３１、Ｅ－３２、Ｅ－３３、Ｅ－３８、Ｅ－３９、Ｅ－４０、Ｅ－４１、Ｅ
－４２、Ｅ－４３、Ｅ－４４、Ｅ－４５、Ｅ－４６、Ｅ－４９、Ｅ－５０、Ｅ－５４、Ｅ
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－５５、Ｅ－５６、Ｅ－５７、Ｅ－５８、Ｅ－５９、Ｅ－６０、Ｅ－６１。
【０２５６】
モノグラフェラニバリス（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ　ｎｉｖａｌｉｓ）（コムギ赤か
び病菌（Ｍｉｃｒｏｄｏｃｈｉｕｍ　ｎｉｖａｌｅ））／液体培養（穀類の根腐れ病）
　極低温保管しておいた菌類の分生子を栄養液体培地（ＰＤＢジャガイモブドウ糖液体培
地）に直接混合する。テスト化合物の（ＤＭＳＯ）溶液をマイクロタイタープレート（９
６ウェル型）に入れた後、菌の芽胞を含有する栄養液体培地を加える。テストプレートを
２４℃でインキュベートし、適用から４～５日間後に、成長の阻害を測光法により測定す
る。
【０２５７】
　表Ｅの以下の化合物が、同一の条件下において、大幅な病害の発生が見られた未処理の
対照葉片と比した場合に、２００ｐｐｍで少なくとも８０％病害防除をもたらした：Ｅ－
１、Ｅ－２、Ｅ－４、Ｅ－５、Ｅ－６、Ｅ－７、Ｅ－８、Ｅ－９、Ｅ－１０、Ｅ－１１、
Ｅ－１２、Ｅ－１３、Ｅ－１４、Ｅ－１５、Ｅ－１６、Ｅ－１７、Ｅ－１８、Ｅ－１９、
Ｅ－２０、Ｅ－２１、Ｅ－２２、Ｅ－２３、Ｅ－２５、Ｅ－２６、Ｅ－２７、Ｅ－３０、
Ｅ－３１、Ｅ－３２、Ｅ－３３、Ｅ－３４、Ｅ－３７、Ｅ－３８、Ｅ－３９、Ｅ－４０、
Ｅ－４１、Ｅ－４２、Ｅ－４３、Ｅ－４４、Ｅ－４５、Ｅ－４６、Ｅ－４７、Ｅ－４８、
Ｅ－４９、Ｅ－５０、Ｅ－５１、Ｅ－５３、Ｅ－５４、Ｅ－５５、Ｅ－５６、Ｅ－５７、
Ｅ－５８、Ｅ－５９、Ｅ－６０、Ｅ－６１。
【０２５８】
コムギ葉枯病菌（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ）（セプトリ
ア　トリティシ（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉ））／液体培養（葉枯病）
　極低温保管しておいた菌類の分生子を栄養液体培地（ＰＤＢジャガイモブドウ糖液体培
地）に直接混合する。テスト化合物の（ＤＭＳＯ）溶液をマイクロタイタープレート（９
６ウェル型）に入れた後、菌の芽胞を含有する栄養液体培地を加える。テストプレートを
２４℃でインキュベートし、適用から４～５日間後に、成長の阻害を測光法により測定す
る。
【０２５９】
　表Ｅの以下の化合物が、同一の条件下において、大幅な病害の発生が見られた未処理の
対照葉片と比した場合に、２００ｐｐｍで少なくとも８０％病害防除をもたらした：Ｅ－
１、Ｅ－１８、Ｅ－２１、Ｅ－２２、Ｅ－３０、Ｅ－３２、Ｅ－３３、Ｅ－３４、Ｅ－３
５、Ｅ－３６、Ｅ－５０、Ｅ－５３、Ｅ－５４、Ｅ－５５、Ｅ－５６、Ｅ－５７、Ｅ－６
０。
【０２６０】
マグナポルテグリセア（Ｍａｇｎａｐｏｒｔｈｅ　ｇｒｉｓｅａ）（イネいもち病菌（Ｐ
ｙｒｉｃｕｌａｒｉａ　ｏｒｙｚａｅ））／イネ／葉片予防（稲熱病）
　イネの葉切片（ｃｖ．Ｂａｌｌｉｌａ）をマルチウェルプレート（２４ウェル型）中の
寒天の上に載せ、水で希釈した配合したテスト化合物を噴霧する。適用から２日後に、葉
切片菌の胞子懸濁液で播種する。気候キャビネット中において、２４時間の暗闇、これに
続く、１２時間の光／１２時間の暗闇の光環境下、２２℃および８０％の相対湿度で播種
した葉切片をインキュベートし、化合物の活性を、適切なレベルの病害による損傷が未処
理の検査用の葉切片に現れた時点で（適用から５～７日間）、未処理のものと比した病害
防除割合として評価する。
【０２６１】
　表Ｅの以下の化合物が、同一の条件下において、大幅な病害の発生が見られた未処理の
対照葉片と比した場合に、２００ｐｐｍで少なくとも８０％病害防除をもたらした：Ｅ－
２１、Ｅ－４２、Ｅ－４９、Ｅ－５０。
【０２６２】
マグナポルテグリセア（Ｍａｇｎａｐｏｒｔｈｅ　ｇｒｉｓｅａ）（イネいもち病菌（Ｐ
ｙｒｉｃｕｌａｒｉａ　ｏｒｙｚａｅ））／液体培養（稲熱病）
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　極低温保管しておいた菌類の分生子を栄養液体培地（ＰＤＢジャガイモブドウ糖液体培
地）に直接混合する。テスト化合物の（ＤＭＳＯ）溶液をマイクロタイタープレート（９
６ウェル型）に入れた後、菌の芽胞を含有する栄養液体培地を加える。テストプレートを
２４℃でインキュベートし、適用から３～４日間後に、成長の阻害を測光法により測定す
る。
【０２６３】
　以下の化合物が、大幅な病害の発生を示した未処理の対照と同一の条件下において比し
た場合に、２０ｐｐｍで、マグナポルテグリセア（Ｍａｇｎａｐｏｒｔｈｅ　ｇｒｉｓｅ
ａ）の少なくとも８０％の防除をもたらした：Ｅ－１、Ｅ－４、Ｅ－５、Ｅ－６、Ｅ－７
、Ｅ－８、Ｅ－９、Ｅ－１０、Ｅ－１１、Ｅ－１２、Ｅ－１３、Ｅ－１４、Ｅ－１５、Ｅ
－１６、Ｅ－１７、Ｅ－１８、Ｅ－１９、Ｅ－２０、Ｅ－２１、Ｅ－２２、Ｅ－２３、Ｅ
－２４、Ｅ－２５、Ｅ－２６、Ｅ－２７、Ｅ－３０、Ｅ－３１、Ｅ－３２、Ｅ－３３、Ｅ
－３４、Ｅ－３５、Ｅ－３６、Ｅ－３７、Ｅ－３８、Ｅ－３９、Ｅ－４０、Ｅ－４１、Ｅ
－４２、Ｅ－４３、Ｅ－４４、Ｅ－４５、Ｅ－４６、Ｅ－４７、Ｅ－４８、Ｅ－４９、Ｅ
－５０、Ｅ－５１、Ｅ－５２、Ｅ－５３、Ｅ－５４、Ｅ－５５、Ｅ－５６、Ｅ－５７、Ｅ
－５８、Ｅ－５９、Ｅ－６０、Ｅ－６１。
【０２６４】
フザリウムクルモルム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｃｕｌｍｏｒｕｍ）／コムギ／小穂予防（胴
枯れ病）
　コムギ小穂（ｃｖ．Ｍｏｎｓｕｎ）をマルチウェルプレート（２４ウェル型）中の寒天
の上に載せ、水で希釈した配合したテスト化合物を噴霧する。適用から１日後に、小穂を
菌の胞子懸濁液で播種する。気候室中において、７２時間の半暗闇、これに続く、１２時
間の光／１２時間の暗闇の光環境下、２０℃および６０％の相対湿度で播種した小穂をイ
ンキュベートし、化合物の活性を、適切なレベルの病害による損傷が未処理の検査用小穂
に現れた時点で（適用から６～８日間）、未処理のものと比した病害防除割合として評価
する。
【０２６５】
　以下の化合物が、大幅な病害の発生を示した未処理の対照と同一の条件下で比した場合
に、２００ｐｐｍで、フザリウムクルモルム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｃｕｌｍｏｒｕｍ）の
少なくとも８０％の防除をもたらした：Ｅ－２０、Ｅ－４６、Ｅ－４９、Ｅ－５６、Ｅ－
５８。
【０２６６】
ピレノホラテレス（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｔｅｒｅｓ）／オオムギ／葉片予防（網斑
病）
　オオムギ葉切片（ｃｖ．Ｈａｓｓｏ）をマルチウェルプレート（２４ウェル型）中の寒
天の上に載せ、水で希釈した配合したテスト化合物を噴霧する。適用から２日後に、葉切
片を菌の胞子懸濁液で播種する。気候キャビネット中において、１２時間の光／１２時間
の暗闇の光環境下、２０℃および６５％の相対湿度で播種した葉切片をインキュベートし
、化合物の活性を、適切なレベルの病害による損傷が未処理の検査用の葉切片に現れた時
点で（適用から５～７日間）、未処理のものと比した病害防除として評価する。
【０２６７】
　以下の化合物が、大幅な病害の発生を示した未処理の対照と同一の条件下で比した場合
に、２００ｐｐｍで、ピレノホラテレス（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｔｅｒｅｓ）の少な
くとも８０％の防除をもたらした：Ｅ－１６。
【０２６８】
ピレノホラテレス（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｔｅｒｅｓ）／液体培養（網斑病）
　極低温保管しておいた菌類の分生子を栄養液体培地（Ｖｏｇｅｌｓ液体培地）に直接混
合する。テスト化合物の（ＤＭＳＯ）溶液をマイクロタイタープレート（９６ウェル型）
に入れた後、菌の芽胞を含有する栄養液体培地を加える。テストプレートを２４℃でイン
キュベートし、適用から３～４日間後に、成長の阻害を測光法により測定する。
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　以下の化合物が、大幅な病害の発生を示した未処理の対照と同一の条件下で比した場合
に、２０ｐｐｍで、ピレノホラテレス（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｔｅｒｅｓ）の少なく
とも８０％の防除をもたらした：Ｅ－１、Ｅ－４、Ｅ－５、Ｅ－６、Ｅ－７、Ｅ－９、Ｅ
－１０、Ｅ－１１、Ｅ－１２、Ｅ－１３、Ｅ－１４、Ｅ－１５、Ｅ－１６、Ｅ－１７、Ｅ
－１８、Ｅ－１９、Ｅ－２０、Ｅ－２１、Ｅ－２２、Ｅ－２３、Ｅ－２５、Ｅ－２６、Ｅ
－２７。
【０２７０】
スクレロティニア　スクレロティオルム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏ
ｒｕｍ）／液体培養（菌核病（ｃｏｔｔｏｎｙ　ｒｏｔ））
　新たに増殖させた液体培養の菌類の菌糸体断片を、栄養液体培地（Ｖｏｇｅｌｓ液体培
地）に直接混合する。テスト化合物の（ＤＭＳＯ）溶液をマイクロタイタープレート（９
６ウェル型）に入れた後、菌性の物質を含有する栄養液体培地を添加する。テストプレー
トを２４℃でインキュベートし、適用から３～４日間後に、成長の阻害を測光法により測
定する。
【０２７１】
　以下の化合物が、大幅な病害の発生を示した未処理の対照と同一の条件下で比した場合
に、２０ｐｐｍで、スクレロティニア　スクレロティオルム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　
ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕｍ）の少なくとも８０％の防除をもたらした：Ｅ－１、Ｅ－１５
、Ｅ－１６、Ｅ－１７、Ｅ－１８、Ｅ－１９、Ｅ－２０、Ｅ－２１、Ｅ－２２、Ｅ－２３
、Ｅ－２５、Ｅ－２６、Ｅ－２７、Ｅ－３０、Ｅ－３１、Ｅ－３２、Ｅ－３３、Ｅ－３７
、Ｅ－３８、Ｅ－３９、Ｅ－４０、Ｅ－４１、Ｅ－４２、Ｅ－４３、Ｅ－４４、Ｅ－４５
、Ｅ－４６、Ｅ－５５、Ｅ－５６、Ｅ－５７、Ｅ－５８、Ｅ－６１。
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